
(57)【要約】

【課題】斜め上方からの画質を改善して視角特性を改善

する。

【解決手段】電圧無印加状態で当該液晶層内の液晶分子

がほぼ垂直方向に配向している液晶表示装置において、

それぞれ複数のサブ画素電極SPX1,SPX2を有する画素と

、複数のサブ画素電極にそれぞれ接続された複数のスイ

ッチング素子T00と、スイッチング素子に接続された複

数のデータバス線DBと、スイッチング素子を制御する複

数のゲートバス線GBと、データバス線、前記スイッチン

グ素子を介してサブ画素電極に駆動信号を印加するデー

タバス駆動回路DDRと、液晶配向を複数方向に規制する

配向規制手段とを有する。そして、１つの画素内におい

て、面積が異なる第１及び第２のサブ画素電極が設けら

れ、データバス駆動回路は、画像信号の入力階調に対し

て階調増加に応じて低輝度から高輝度に変化させる第１

の駆動信号を第１のサブ画素電極に印加し、第１の駆動

信号より低い輝度で変化させる第２の駆動信号を第２の

サブ画素電極に印加する。

【選択図】図１０
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 １ 対 の 基 板 間 に 設 け ら れ た 液 晶 層 を 有 し 、 電 圧 無 印 加 状 態 で 当 該 液 晶 層 内 の 液 晶 分 子 が
ほ ぼ 垂 直 方 向 に 配 向 し て い る 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、
　 前 記 基 板 上 に マ ト リ ク ス 状 に 配 置 さ れ 、 そ れ ぞ れ 複 数 の サ ブ 画 素 電 極 を 有 す る 画 素 と 、
　 前 記 複 数 の サ ブ 画 素 電 極 に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ た 複 数 の ス イ ッ チ ン グ 素 子 と 、
　 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 に 接 続 さ れ た 複 数 の デ ー タ バ ス 線 と 、
　 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 に 接 続 さ れ 当 該 ス イ ッ チ ン グ 素 子 を 制 御 す る 複 数 の ゲ ー ト バ ス 線
と 、
　 前 記 デ ー タ バ ス 線 に 駆 動 信 号 を 供 給 し 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 を 介 し て 前 記 サ ブ 画 素 電 極
に 当 該 駆 動 信 号 を 印 加 す る デ ー タ バ ス 駆 動 回 路 と 、
　 前 記 基 板 上 に 設 け ら れ 前 記 液 晶 分 子 の 配 向 方 向 を 複 数 方 向 に 規 制 す る 配 向 規 制 手 段 と を
有 し 、
　 １ つ の 画 素 内 に お い て 、 面 積 が 異 な る 第 １ 及 び 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 が 設 け ら れ 、
　 前 記 デ ー タ バ ス 駆 動 回 路 は 、 画 像 信 号 の 入 力 階 調 に 対 し て 階 調 増 加 に 応 じ て 低 輝 度 か ら
高 輝 度 に 変 化 さ せ る 第 １ の 駆 動 信 号 を 前 記 第 １ の サ ブ 画 素 電 極 に 印 加 し 、 前 記 画 像 信 号 の
入 力 階 調 に 対 し て 階 調 増 加 に 応 じ て 低 輝 度 か ら 高 輝 度 に 変 化 さ せ 且 つ 前 記 第 １ の 駆 動 信 号
よ り 低 い 輝 度 の 第 ２ の 駆 動 信 号 を 前 記 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 に 印 加 す る こ と を 特 徴 と す る 液
晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に お い て 、
　 前 記 デ ー タ バ ス 線 は 、 １ つ の 画 素 に 対 し て 第 １ 及 び 第 ２ の デ ー タ バ ス 線 を 有 し 、
　 前 記 デ ー タ バ ス 駆 動 回 路 は 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の デ ー タ バ ス 線 を 介 し て 前 記 第 １ 及 び 第
２ の 駆 動 信 号 を 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 に そ れ ぞ れ 印 加 す る こ と を 特 徴 と す る 液
晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ に お い て 、
　 前 記 デ ー タ バ ス 駆 動 回 路 は 、 共 通 の デ ー タ バ ス 線 を 介 し て 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 駆 動 信
号 を 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 に 、 時 分 割 で そ れ ぞ れ 印 加 す る こ と を 特 徴 と す る 液
晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ 乃 至 ３ の い ず れ か に お い て 、
　 更 に 、 前 記 画 像 信 号 の 入 力 階 調 を 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 駆 動 信 号 に 対 応 す る 出 力 階 調 に 変
換 す る 階 調 変 換 回 路 を 有 し 、 前 記 デ ー タ バ ス 駆 動 回 路 は 、 当 該 出 力 階 調 に 応 じ て 前 記 第 １
及 び 第 ２ の 駆 動 信 号 を サ ブ 画 素 電 極 に 印 加 す る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ に お い て 、
　 前 記 デ ー タ バ ス 線 方 向 に 隣 接 す る 第 １ 及 び 第 ２ の 画 素 が そ れ ぞ れ 前 記 第 １ の サ ブ 画 素 電
極 を 有 し 、 当 該 隣 接 す る 第 １ 及 び 第 ２ の 画 素 が 共 通 の 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 を 共 有 し 、 前 記
第 １ の 画 素 へ の 駆 動 は 当 該 第 １ の 画 素 の 第 １ の サ ブ 画 素 電 極 及 び 共 有 す る 第 ２ の サ ブ 画 素
電 極 の 駆 動 に よ り 行 わ れ 、 前 記 第 ２ の 画 素 へ の 駆 動 は 前 記 共 有 す る 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 と
当 該 第 ２ の 画 素 の 第 １ の サ ブ 画 素 電 極 の 駆 動 に よ り 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装
置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ に お い て 、
　 前 記 第 １ の サ ブ 画 素 電 極 の 面 積 が 前 記 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 よ り 小 さ く 、
　 前 記 デ ー タ バ ス 駆 動 回 路 は 、 前 記 画 像 信 号 の 入 力 階 調 が 低 い 側 の 第 １ の 階 調 領 域 に お い
て は 、 前 記 第 １ の 駆 動 信 号 を 前 記 第 １ の サ ブ 画 素 電 極 に 、 前 記 第 ２ の 駆 動 信 号 を 前 記 第 ２
の サ ブ 画 素 電 極 に そ れ ぞ れ 印 加 し 、
　 前 記 デ ー タ バ ス 駆 動 回 路 は 、 更 に 、 前 記 第 １ の 階 調 領 域 よ り 高 い 側 の 第 ２ の 階 調 領 域 に
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お い て は 、 前 記 画 像 信 号 の 入 力 階 調 に 対 し て 階 調 増 加 に 応 じ て 低 輝 度 か ら 高 輝 度 に 変 化 さ
せ る 第 ３ の 駆 動 信 号 を 前 記 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 に 印 加 し 、 前 記 画 像 信 号 の 入 力 階 調 に 対 し
て 階 調 増 加 に 応 じ て 低 輝 度 か ら 高 輝 度 に 変 化 さ せ 且 つ 前 記 第 ３ の 駆 動 信 号 よ り 低 い 輝 度 の
第 ４ の 駆 動 信 号 を 前 記 第 １ の サ ブ 画 素 電 極 に 印 加 す る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 ６ に お い て 、
　 更 に 、 前 記 画 像 信 号 の 入 力 階 調 を 、 前 記 第 １ の 階 調 領 域 に お い て は 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２
の 駆 動 信 号 に 対 応 す る 第 １ 及 び 第 ２ の 出 力 階 調 に 変 換 し 、 前 記 第 ２ の 階 調 領 域 に お い て は
、 前 記 第 ３ 及 び 第 ４ の 駆 動 信 号 に 対 応 す る 第 ３ 及 び 第 ４ の 出 力 階 調 に 変 換 し 、 当 該 出 力 階
調 を 前 記 デ ー タ バ ス 駆 動 回 路 に 供 給 す る 階 調 変 換 回 路 を 有 し 、
　 当 該 階 調 変 換 回 路 は 、
前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 駆 動 信 号 が 同 じ 入 力 階 調 に 対 し て 第 １ の 差 を 有 し 且 つ 前 記 第 ３ 及 び 第
４ の 駆 動 信 号 が 同 じ 入 力 階 調 に 対 し て 第 ２ の 差 を 有 す る 第 １ の 変 換 モ ー ド と 、 前 記 第 １ 及
び 第 ２ の 駆 動 信 号 が 同 じ 入 力 階 調 に 対 し て 前 記 第 １ の 差 よ り も 小 さ い 第 ３ の 差 を 有 し 且 つ
前 記 第 ３ 及 び 第 ４ の 駆 動 信 号 が 同 じ 入 力 階 調 に 対 し て 前 記 第 ２ の 差 よ り も 小 さ い 第 ４ の 差
を 有 す る 第 ２ の 変 換 モ ー ド と を 有 し 、
　 更 に 、 当 該 階 調 変 換 回 路 は 、 画 素 毎 に 複 数 の 色 の 画 像 信 号 の 入 力 階 調 を 比 較 し 、 第 １ の
入 力 階 調 を 有 す る 第 １ の 色 の 入 力 階 調 を 前 記 第 １ の 変 換 モ ー ド で 前 記 第 １ 乃 至 第 ４ の 出 力
階 調 に 変 換 し 、 前 記 第 １ の 入 力 階 調 よ り も 高 い 第 ２ の 入 力 階 調 を 有 す る 第 ２ 色 の 入 力 階 調
を 前 記 第 ２ の 変 換 モ ー ド で 前 記 第 １ 乃 至 第 ４ の 出 力 階 調 に 変 換 す る こ と を 特 徴 と す る 液 晶
表 示 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 １ 対 の 基 板 間 に 設 け ら れ た 液 晶 層 を 有 し 、 電 圧 無 印 加 状 態 で 当 該 液 晶 層 内 の 液 晶 分 子 が
ほ ぼ 垂 直 方 向 に 配 向 し て い る 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、
　 前 記 基 板 上 に マ ト リ ク ス 状 に 配 置 さ れ 、 そ れ ぞ れ 複 数 の サ ブ 画 素 電 極 を 有 す る 画 素 と 、
　 前 記 複 数 の サ ブ 画 素 電 極 に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ た 複 数 の ス イ ッ チ ン グ 素 子 と 、
　 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 に 接 続 さ れ た 複 数 の デ ー タ バ ス 線 と 、
　 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 に 接 続 さ れ 当 該 ス イ ッ チ ン グ 素 子 を 制 御 す る 複 数 の ゲ ー ト バ ス 線
と 、
　 前 記 デ ー タ バ ス 線 に 駆 動 信 号 を 供 給 し 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 を 介 し て 前 記 サ ブ 画 素 電 極
に 当 該 駆 動 信 号 を 印 加 す る デ ー タ バ ス 駆 動 回 路 と 、
　 前 記 基 板 上 に 設 け ら れ 前 記 液 晶 分 子 の 配 向 方 向 を 複 数 方 向 に 規 制 す る 配 向 規 制 手 段 と を
有 し 、
　 １ つ の 画 素 内 に お い て 、 第 １ の サ ブ 画 素 電 極 と 当 該 第 １ の サ ブ 画 素 電 極 よ り 面 積 が 大 き
い 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 と が 設 け ら れ 、
　 前 記 デ ー タ バ ス 駆 動 回 路 は 、 前 記 画 像 信 号 の 入 力 階 調 が 低 い 側 の 第 １ の 階 調 領 域 に お い
て は 、 画 像 信 号 の 入 力 階 調 に 対 し て 階 調 増 加 に 応 じ て 低 輝 度 か ら 高 輝 度 に 変 化 さ せ る 第 １
の 駆 動 信 号 を 前 記 第 １ の サ ブ 画 素 電 極 に 印 加 し 、 前 記 画 像 信 号 の 入 力 階 調 に 対 し て 階 調 増
加 に 応 じ て 低 輝 度 か ら 高 輝 度 に 変 化 さ せ 且 つ 前 記 第 １ の 駆 動 信 号 よ り 低 い 輝 度 の 第 ２ の 駆
動 信 号 を 前 記 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 に 印 加 し 、
　 前 記 デ ー タ バ ス 駆 動 回 路 は 、 更 に 、 前 記 第 １ の 階 調 領 域 よ り 高 い 側 の 第 ２ の 階 調 領 域 に
お い て は 、 前 記 画 像 信 号 の 入 力 階 調 に 対 し て 階 調 増 加 に 応 じ て 低 輝 度 か ら 高 輝 度 に 変 化 さ
せ る 第 ３ の 駆 動 信 号 を 前 記 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 に 印 加 し 、 前 記 画 像 信 号 の 入 力 階 調 に 対 し
て 階 調 増 加 に 応 じ て 低 輝 度 か ら 高 輝 度 に 変 化 さ せ 且 つ 前 記 第 ３ の 駆 動 信 号 よ り 低 い 輝 度 の
第 ４ の 駆 動 信 号 を 前 記 第 １ の サ ブ 画 素 電 極 に 印 加 す る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 １ 対 の 基 板 間 に 設 け ら れ た 液 晶 層 を 有 し 、 電 圧 無 印 加 状 態 で 当 該 液 晶 層 内 の 液 晶 分 子 が
ほ ぼ 垂 直 方 向 に 配 向 し て い る 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、
　 前 記 基 板 上 に マ ト リ ク ス 状 に 配 置 さ れ 、 そ れ ぞ れ 第 １ 及 び 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 を 有 す る
画 素 と 、
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　 前 記 複 数 の サ ブ 画 素 電 極 に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ た 複 数 の ス イ ッ チ ン グ 素 子 と 、
　 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 に 接 続 さ れ た 複 数 の デ ー タ バ ス 線 と 、
　 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 に 接 続 さ れ 当 該 ス イ ッ チ ン グ 素 子 を 制 御 す る 複 数 の ゲ ー ト バ ス 線
と 、
　 前 記 デ ー タ バ ス 線 に 駆 動 信 号 を 供 給 し 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 を 介 し て 前 記 サ ブ 画 素 電 極
に 当 該 駆 動 信 号 を 印 加 す る デ ー タ バ ス 駆 動 回 路 と 、
　 前 記 基 板 上 に 設 け ら れ 前 記 液 晶 分 子 の 配 向 方 向 を 複 数 方 向 に 規 制 す る 配 向 規 制 手 段 と を
有 し 、
　 １ つ の 画 素 内 に お い て 、 前 記 配 向 規 制 手 段 と し て の 第 １ の ス リ ッ ト を 介 し て 配 置 さ れ た
第 １ 及 び 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 が 設 け ら れ 、
　 前 記 デ ー タ バ ス 駆 動 回 路 は 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 に 、 逆 極 性 の 駆 動 電 圧 を
印 加 す る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 ９ に お い て 、
　 前 記 第 １ ま た は 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 は 、 そ れ ぞ れ 前 記 配 向 規 制 手 段 と し て の 第 ２ の ス リ
ッ ト を 有 し 、 前 記 第 １ の ス リ ッ ト は 、 当 該 第 ２ の ス リ ッ ト よ り も ス リ ッ ト 幅 が 小 さ い こ と
を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 垂 直 配 向 型 の 液 晶 表 示 装 置 に 関 し 、 特 に 、 表 示 画 面 に 対 し て 斜 め 方 向 か ら 見
た 場 合 に お け る 画 像 の 色 再 現 性 の 劣 化 を 改 善 し て 視 角 特 性 を 改 善 し た 液 晶 表 示 装 置 に 関 す
る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 液 晶 表 示 装 置 は 、 文 字 や 画 像 を 表 示 す る 際 に 液 晶 材 料 を ど の よ う に 制 御 す る か に よ り 、
種 々 の 表 示 モ ー ド に 分 類 さ れ る 。 例 え ば 、 ツ イ ス テ ッ ド ・ ネ マ テ ィ ッ ク 液 晶 タ イ プ （ Ｔ Ｎ
タ イ プ ） は 、 液 晶 分 子 の ね じ れ 角 が ９ ０ 度 の ネ マ テ ィ ッ ク 液 晶 を 利 用 し た 表 示 タ イ プ で あ
り 、 電 圧 を 印 加 し な い 状 態 で 液 晶 分 子 が 水 平 方 向 に 配 列 し て 透 過 率 最 大 と な る ノ ー マ リ ー
ホ ワ イ ト で あ り 、 電 圧 を 印 加 す る こ と に よ り 液 晶 分 子 が 垂 直 方 向 に 配 列 し て 透 過 率 が 下 が
る 。 し か し 、 Ｔ Ｎ モ ー ド の 液 晶 表 示 装 置 で は 、 一 般 に 視 野 角 が 狭 く 視 野 角 拡 大 フ ィ ル ム な
ど が 必 要 に な る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 Ｔ Ｎ タ イ プ で の 問 題 点 と し て 、 高 電 圧 を 印 加 し た と き の 低 輝 度 表 示 に お い て 、 斜 め 方 向
か ら 見 た と き の 階 調 値 の 逆 転 現 象 が 生 じ る こ と が 指 摘 さ れ て い る 。 こ の 階 調 値 の 逆 転 現 象
は 、 印 加 電 圧 を 上 昇 さ せ た 場 合 に 、 階 調 値 が 減 少 か ら 一 旦 増 加 し 再 度 減 少 す る と い う も の
で あ る 。 こ の 減 少 を 抑 え る た め に 、 ハ ー フ ト ー ン 技 術 が 提 案 さ れ て い る 。 例 え ば 、 特 許 文
献 １ ～ ９ な ど で あ る 。 こ の ハ ー フ ト ー ン 技 術 で は 、 画 素 電 極 を 互 い に 容 量 結 合 さ れ た 複 数
の サ ブ 画 素 電 極 に 分 割 し 、 そ の 複 数 の サ ブ 画 素 電 極 に 、 共 通 の デ ー タ バ ス 線 と 薄 膜 ト ラ ン
ジ ス タ を 介 し て 単 一 電 圧 を 印 加 し 、 容 量 結 合 に よ り そ れ ら の サ ブ 画 素 電 極 に 異 な る 電 圧 を
印 加 し て 、 印 加 電 圧 に 対 す る 透 過 率 特 性 を ず ら し て 、 上 記 の 階 調 値 の 逆 転 現 象 を 抑 制 す る
も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の ハ ー フ ト ー ン 技 術 で は 、 複 数 の サ ブ 画 素 電 極 に 容 量 結 合 を 介 し て 電 圧 を 印 加 し て い
る の で 、 印 加 電 圧 が 高 電 圧 化 す る と い う 問 題 が あ る 。 ま た 、 容 量 結 合 の た め に 立 体 的 な 電
極 間 容 量 を 形 成 す る 必 要 が あ り 構 造 が 複 雑 化 す る こ と も 問 題 で あ る 。 ま た 、 Ｔ Ｎ タ イ プ の
液 晶 表 示 装 置 は 、 ノ ー マ リ ー ホ ワ イ ト で あ る た め 、 電 圧 を 印 加 し な い と き に お い て 、 サ ブ
画 素 電 極 間 の 隙 間 か ら 漏 れ 出 る 光 を 遮 光 す る 必 要 が あ り 、 画 素 内 の サ ブ 画 素 電 極 間 に 遮 光
膜 を 設 け る 必 要 が あ り 、 開 口 率 が 低 下 し 、 全 体 の 輝 度 が 下 が る と い う 問 題 点 を 有 す る 。 こ
の よ う な 問 題 点 を 有 す る た め 、 Ｔ Ｎ モ ー ド に お い て ハ ー フ ト ー ン 技 術 を 採 用 し た 製 品 は 未
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だ 発 表 さ れ て い な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 一 方 、 広 い 視 野 角 の パ ネ ル を 実 現 す る 技 術 と し て 、 イ ン ・ プ レ ー ン ・ ス イ ッ チ ン グ ・ タ
イ プ （ Ｉ Ｐ Ｓ タ イ プ ） や バ ー テ ィ カ ル ・ ア ラ イ ン メ ン ト ・ タ イ プ （ 垂 直 配 向 型 、 Ｖ Ａ タ イ
プ ） な ど が 提 案 さ れ て い る 。 そ の う ち 、 Ｖ Ａ タ イ プ の 液 晶 表 示 装 置 は 、 基 板 に 垂 直 に 配 置
し た 液 晶 分 子 を 、 垂 直 方 向 の 縦 電 界 印 加 に よ り 水 平 方 向 に 動 か す こ と で 透 過 率 を 変 化 さ せ
る 。 電 圧 を 印 加 し な い 状 態 で 透 過 率 最 小 （ ほ ぼ ０ ％ ） に な る ノ ー マ リ ー ブ ラ ッ ク が 可 能 で
あ り 、 電 圧 を 印 加 す る こ と で 透 過 率 が 増 大 し て ホ ワ イ ト を 表 示 す る こ と が で き る 。 ま た 、
１ つ の 画 素 内 に お い て 、 液 晶 分 子 が 倒 れ る 方 向 を 複 数 の 方 向 に 規 制 す る マ ル チ ・ ド メ イ ン
Ｖ Ａ タ イ プ （ Ｍ Ｖ Ａ タ イ プ ） が 、 本 出 願 人 か ら 提 案 さ れ て い る 。 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ０ な
ど で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 図 １ ～ 図 ３ は 、 Ｍ Ｖ Ａ タ イ プ の 液 晶 表 示 装 置 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。 図 １ の 断 面 図
に 示 さ れ る よ う に 、 画 素 電 極 に 電 圧 を 印 加 す る た め の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ （ Ｔ Ｆ Ｔ ） 、 デ ー
タ バ ス 線 、 ゲ ー ト バ ス 線 な ど が 形 成 さ れ た Ｔ Ｆ Ｔ 側 基 板 １ と 、 共 通 電 極 が 形 成 さ れ た 対 向
基 板 ２ と が ス ペ ー サ ３ と 液 晶 層 ４ を 介 し て 対 向 さ れ 、 基 板 １ ， ２ の 周 囲 は 周 辺 シ ー ル ５ に
よ り 封 止 さ れ て い る 。 ま た 、 両 基 板 に は 偏 光 板 ６ 、 ７ が 設 け ら れ 、 Ｔ Ｆ Ｔ 側 基 板 に は ド ラ
イ ブ 回 路 等 を 接 続 す る た め の 実 装 用 端 子 群 ８ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 図 ２ は 、 Ｔ Ｆ Ｔ 側 基 板 １ の 平 面 図 で あ り 、 行 列 状 に 配 置 さ れ た 画 素 電 極 Ｐ Ｘ １ ， Ｐ Ｘ ２
に 対 し て 、 デ ー タ バ ス 線 Ｄ Ｂ １ ， Ｄ Ｂ ２ が 垂 直 方 向 に 設 け ら れ 、 そ れ ら が ス イ ッ チ ン グ ト
ラ ン ジ ス タ で あ る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ Ｔ Ｆ Ｔ １ ， Ｔ Ｆ Ｔ ２ を 介 し て 、 画 素 電 極 Ｐ Ｘ １ ， Ｐ Ｘ
２ に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ る 。 Ｔ Ｆ Ｔ の 導 通 を 制 御 す る ゲ ー ト バ ス 線 Ｇ Ｂ １ と 、 画 素 電 極 に 印
加 さ れ た 電 圧 の 変 動 を 抑 制 す る た め の 補 助 電 極 バ ス ラ イ ン Ｓ Ｅ １ と が 水 平 方 向 に 設 け ら れ
る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 図 ３ は 、 Ｍ Ｖ Ａ タ イ プ に お け る 画 素 電 極 と 共 通 電 極 間 の 液 晶 分 子 の 垂 直 配 向 を 説 明 す る
断 面 図 で あ る 。 Ｔ Ｆ Ｔ 側 基 板 １ 上 に 画 素 電 極 Ｐ Ｘ が 形 成 さ れ 、 画 素 電 極 Ｐ Ｘ の 表 面 に 液 晶
分 子 の 配 向 方 向 を 規 制 す る 突 起 １ ４ が 設 け ら れ て い る 。 配 向 膜 10は そ の 最 表 面 に 形 成 さ れ
る 。 一 方 、 対 向 基 板 ２ 上 に は 対 向 電 極 で あ る 共 通 電 極 Ｃ Ｏ Ｍ が 形 成 さ れ 、 そ の 上 に 液 晶 分
子 の 配 向 方 向 を 規 制 す る 突 起 １ ４ が 設 け ら れ さ ら に 配 向 膜 １ ２ が 覆 っ て い る 。 突 起 を 設 け
る こ と に よ り 、 突 起 の 形 状 に 応 じ て 図 示 さ れ る よ う に 電 圧 を 印 加 し な い 状 態 で 垂 直 方 向 に
配 向 す る 液 晶 分 子 を や や 傾 か せ る こ と が で き る 。 そ れ に 伴 っ て 、 電 圧 印 加 し た 時 の 液 晶 分
子 の 傾 く 方 向 を 一 定 の 方 向 に 規 制 す る こ と が で き る 。 こ の よ う な 配 向 規 制 手 段 で あ る 突 起
を 設 け な い 場 合 は 、 電 圧 印 加 時 に 液 晶 分 子 が 傾 く 方 向 が バ ラ バ ラ に な り 、 表 示 領 域 に 特 異
点 が 形 成 さ れ る が 、 配 向 規 制 手 段 を 設 け る こ と で 液 晶 分 子 が 傾 く 方 向 を 複 数 の 方 向 の 規 制
す る こ と が で き 、 傾 く 方 向 が バ ラ バ ラ に な る こ と が 防 止 さ れ る 。 さ ら に 、 電 圧 印 加 時 に お
い て 液 晶 分 子 が 単 一 の 方 向 に し か 傾 か な い 場 合 は 、 そ の 視 野 角 特 性 に 偏 り が 生 じ る が 、 配
向 規 制 手 段 を 設 け て 電 圧 印 加 時 の 液 晶 分 子 の 傾 き の 方 向 を 複 数 に す る こ と で 、 上 記 の 視 野
角 特 性 の 偏 り を 平 均 化 さ せ 、 視 野 角 特 性 を 改 善 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 ４ は 、 別 の Ｍ Ｖ Ａ タ イ プ に お け る 画 素 電 極 と 共 通 電 極 間 の 液 晶 分 子 の 垂 直 配 向 を 説 明
す る 断 面 図 で あ る 。 こ の 例 で は 、 Ｔ Ｆ Ｔ 側 基 板 １ の 構 成 は 図 ３ と 同 じ で あ る が 、 対 向 基 板
２ 側 に は 、 配 向 規 制 手 段 と し て 突 起 で は な く 、 共 通 電 極 Ｃ Ｏ Ｍ に ス リ ッ ト ２ ０ を 設 け て い
る 。 ス リ ッ ト ２ ０ を 設 け る こ と に よ り 、 液 晶 分 子 層 の 電 界 の 方 向 を 傾 か せ る こ と が で き 、
電 圧 印 加 時 の 電 界 方 向 に 対 し て 液 晶 分 子 が や や 傾 い た 状 態 に な り 、 実 質 的 に 突 起 を 設 け た
場 合 と 同 じ 状 態 を 再 現 す る こ と が で き る 。 突 起 の ほ う が 配 向 規 制 の 効 果 は 大 き い が 、 構 造
が 複 雑 に な り コ ス ト ア ッ プ を 招 く の に 対 し て 、 電 極 に ス リ ッ ト を 設 け る ほ う が 構 造 が 簡 単
に な り 、 コ ス ト ダ ウ ン に な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
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　 そ れ 以 外 に 、 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 画 素 電 極 を ２ つ の サ ブ 画 素 電 極 に 分 割 し 、 サ ブ 画
素 電 極 に そ れ ぞ れ 逆 極 性 の 電 圧 を 印 加 し て フ リ ッ カ を 防 止 す る こ と が 提 案 さ れ て い る （ 例
え ば 、 特 許 文 献 １ １ 、 １ ２ ） 。 し か し な が ら 、 こ れ ら の 液 晶 表 示 装 置 は 、 垂 直 配 向 型 （ Ｖ
Ａ ） 、 又 は マ ル チ 垂 直 配 向 型 （ Ｍ Ｖ Ａ ） に つ い て の 記 載 は な く 、 垂 直 配 向 型 に 特 有 の 問 題
点 に つ い て の 記 載 も な い 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ３ ― １ ２ ２ ６ ２ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ４ － ３ ４ ８ ３ ２ ４ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 ５ － ６ ６ ４ １ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 平 ５ － １ ０ ７ ５ ５ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ５ 】 特 開 平 ６ － ３ ３ ２ ０ ０ ９ 号 公 報
【 特 許 文 献 ６ 】 特 表 平 ８ － ５ ０ ７ ８ ８ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 ７ 】 特 開 平 ７ － １ ３ １ ９ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ８ 】 特 開 平 ７ － ７ ２ ５ ０ ９ 号 公 報
【 特 許 文 献 ９ 】 特 開 平 ７ － １ ９ １ ６ ３ ４ 号 公 報
【 特 許 文 献 １ ０ 】 特 許 ２ ， ９ ４ ７ ， ３ ５ ０
【 特 許 文 献 １ １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ３ ５ ３ ７ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 １ ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ７ ２ ９ ８ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 Ｍ Ｖ Ａ タ イ プ の 液 晶 表 示 装 置 は 、 広 い 視 野 角 特 性 を 有 す る と 共 に 、 液 晶 分 子 の 配 向 方 向
を 複 数 方 向 に 規 制 す る こ と で 、 視 野 角 の 偏 り を 平 均 化 し て 視 野 角 特 性 を 改 善 し て い る 。 し
か し 、 表 示 さ れ る 画 像 に よ っ て は 、 表 示 パ ネ ル の 正 面 方 向 に 比 較 す る と 例 え ば 上 側 ６ ０ 度
方 向 か ら み た 画 像 が 白 ち ゃ け た 色 （ ウ オ ッ シ ュ ア ウ ト ） に な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ５ は 、 表 示 パ ネ ル に 対 す る 正 面 方 向 と 上 ６ ０ 度 方 向 を 示 す 図 で あ る 。 液 晶 表 示 パ ネ ル
２ ２ に 対 し て 垂 直 方 向 に 対 応 す る 正 面 方 向 ２ ４ と 、 正 面 方 向 に 対 し て 下 側 ６ ０ ° 方 向 に 対
応 す る 下 ６ ０ 度 ２ ８ と 、 上 側 ６ ０ ° 方 向 に 対 応 す る 上 ６ ０ 度 ２ ６ と を 考 え る 。 液 晶 表 示 パ
ネ ル に お い て 、 表 示 す べ き 画 像 信 号 に 対 す る 表 示 階 調 （ 各 色 の 輝 度 ） の 設 計 は 、 正 面 ２ ４
の 位 置 で 最 適 に な る よ う に 行 わ れ る 。 そ の た め 、 上 ６ ０ 度 ２ ６ や 下 ６ ０ 度 ２ ８ で は 、 正 面
の 最 適 階 調 か ら ず れ て し ま う こ と が 問 題 に な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ６ は 、 液 晶 分 子 と 観 察 方 向 と の 関 係 を 示 す 図 で あ る 。 Ｖ Ａ タ イ プ の 液 晶 表 示 パ ネ ル で
は 、 基 板 １ に 対 し て 液 晶 分 子 Ｌ Ｃ は 垂 直 方 向 に 配 向 し て い る 。 そ し て 、 画 素 電 極 と 対 抗 電
極 間 に 電 圧 を 印 加 す る こ と で 、 液 晶 分 子 Ｌ Ｃ を 傾 け て 液 晶 層 の 透 過 率 を 変 化 さ せ て い る 。
図 ６ は 、 液 晶 分 子 Ｌ Ｃ が や や 傾 い て 、 正 面 方 向 ２ ４ か ら は 低 輝 度 の 画 像 が 観 察 さ れ る 状 態
で あ る 。 こ の 場 合 、 上 ６ ０ 度 の 方 向 ２ ６ か ら は 、 正 面 方 向 ２ ４ に 比 較 し て 液 晶 分 子 Ｌ Ｃ が
大 き く 傾 き 、 液 晶 層 の 透 過 率 は よ り 高 く 、 よ り 高 輝 度 の 画 像 が 観 察 さ れ る こ と に な る 。 一
方 、 下 ６ ０ 度 の 方 向 ２ ８ か ら は 、 逆 に 低 輝 度 の 画 像 が 観 察 さ れ る 。 液 晶 の 配 向 方 向 を 複 数
の 方 向 に し て こ の 現 象 を 抑 制 し た Ｍ Ｖ Ａ タ イ プ の 液 晶 表 示 パ ネ ル に お い て も 、 同 様 の 問 題
が 存 在 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の よ う に Ｖ Ａ タ イ プ や Ｍ Ｖ Ａ タ イ プ の 液 晶 表 示 パ ネ ル で は 、 例 え ば 上 ６ ０ 度 方 向 か ら
観 察 さ れ る 画 像 が 正 面 方 向 か ら 観 察 さ れ る 画 像 よ り も 高 い 輝 度 を 有 す る こ と が あ る 。 そ し
て 、 本 発 明 者 ら の 検 討 し た と こ ろ に よ れ ば 、 低 い 階 調 で は よ り 高 い 輝 度 に な り 、 高 い 階 調
で は よ り 低 い 輝 度 に な り 、 あ る 色 の 組 み 合 わ せ を 有 す る 画 像 は 、 上 ６ ０ 度 方 向 か ら 観 察 す
る と 白 ち ゃ け た 色 （ ウ オ ッ シ ュ ア ウ ト し た 色 ） に な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 の 目 的 は 、 例 え ば 上 ６ ０ 度 な ど 斜 め 方 向 の 画 像 を 正 面 方 向 の 画 像 に よ り
近 い も の に す る こ と が で き る Ｍ Ｖ Ａ タ イ プ の 液 晶 表 示 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
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【 ０ ０ １ ６ 】
　 更 に 、 本 発 明 の 目 的 は 、 例 え ば 上 ６ ０ 度 な ど 斜 め 方 向 の 画 像 を 正 面 方 向 の 画 像 に よ り 近
い も の に す る こ と が で き 低 駆 動 電 圧 で 駆 動 可 能 な 液 晶 表 示 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の 第 １ の 側 面 は 、 １ 対 の 基 板 間 に 設 け ら れ た 液 晶
層 を 有 し 、 電 圧 無 印 加 状 態 で 当 該 液 晶 層 内 の 液 晶 分 子 が ほ ぼ 垂 直 方 向 に 配 向 し て い る 液 晶
表 示 装 置 に お い て 、
　 前 記 基 板 上 に マ ト リ ク ス 状 に 配 置 さ れ 、 そ れ ぞ れ 複 数 の サ ブ 画 素 電 極 を 有 す る 画 素 と 、
　 前 記 複 数 の サ ブ 画 素 電 極 に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ た 複 数 の ス イ ッ チ ン グ 素 子 と 、
　 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 に 接 続 さ れ た 複 数 の デ ー タ バ ス 線 と 、
　 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 に 接 続 さ れ 当 該 ス イ ッ チ ン グ 素 子 を 制 御 す る 複 数 の ゲ ー ト バ ス 線
と 、
　 前 記 デ ー タ バ ス 線 に 駆 動 信 号 を 供 給 し 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 を 介 し て 前 記 サ ブ 画 素 電 極
に 当 該 駆 動 信 号 を 印 加 す る デ ー タ バ ス 駆 動 回 路 と 、
　 前 記 基 板 上 に 設 け ら れ 前 記 液 晶 分 子 の 配 向 方 向 を 複 数 方 向 に 規 制 す る 配 向 規 制 手 段 と を
有 し 、
　 １ つ の 画 素 内 に お い て 、 面 積 が 異 な る 第 １ 及 び 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 が 設 け ら れ 、
　 前 記 デ ー タ バ ス 駆 動 回 路 は 、 画 像 信 号 の 入 力 階 調 に 対 し て 階 調 増 加 に 応 じ て 低 輝 度 か ら
高 輝 度 に 変 化 さ せ る 第 １ の 駆 動 信 号 を 前 記 第 １ の サ ブ 画 素 電 極 に 印 加 し 、 前 記 画 像 信 号 の
入 力 階 調 に 対 し て 階 調 増 加 に 応 じ て 低 輝 度 か ら 高 輝 度 に 変 化 さ せ 且 つ 前 記 第 １ の 駆 動 信 号
よ り 低 い 輝 度 の 第 ２ の 駆 動 信 号 を 前 記 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 に 印 加 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 更 に 、 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の 第 ２ の 側 面 は 、 １ 対 の 基 板 間 に 設 け ら れ
た 液 晶 層 を 有 し 、 電 圧 無 印 加 状 態 で 当 該 液 晶 層 内 の 液 晶 分 子 が ほ ぼ 垂 直 方 向 に 配 向 し て い
る 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、
　 前 記 基 板 上 に マ ト リ ク ス 状 に 配 置 さ れ 、 そ れ ぞ れ 第 １ 及 び 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 を 有 す る
画 素 と 、
　 前 記 複 数 の サ ブ 画 素 電 極 に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ た 複 数 の ス イ ッ チ ン グ 素 子 と 、
　 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 に 接 続 さ れ た 複 数 の デ ー タ バ ス 線 と 、
　 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 に 接 続 さ れ 当 該 ス イ ッ チ ン グ 素 子 を 制 御 す る 複 数 の ゲ ー ト バ ス 線
と 、
　 前 記 デ ー タ バ ス 線 に 駆 動 信 号 を 供 給 し 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 を 介 し て 前 記 サ ブ 画 素 電 極
に 当 該 駆 動 信 号 を 印 加 す る デ ー タ バ ス 駆 動 回 路 と 、
　 前 記 基 板 上 に 設 け ら れ 前 記 液 晶 分 子 の 配 向 方 向 を 複 数 方 向 に 規 制 す る 配 向 規 制 手 段 と を
有 し 、
　 １ つ の 画 素 内 に お い て 、 前 記 配 向 規 制 手 段 と し て の 第 １ の ス リ ッ ト を 介 し て 配 置 さ れ た
第 １ 及 び 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 が 設 け ら れ 、
　 前 記 デ ー タ バ ス 駆 動 回 路 は 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 に 、 逆 極 性 の 駆 動 電 圧 を
印 加 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 第 １ の 側 面 に よ れ ば 、 斜 め 方 向 か ら の 画 像 の ウ オ ッ シ ュ ア ウ ト を 抑 制 し て 画 質 を 向 上 さ
せ る こ と が で き る 。 第 ２ の 側 面 に よ れ ば 、 サ ブ 画 素 電 極 間 の ス リ ッ ト 幅 を 狭 く し て 開 口 率
を 高 め る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 下 、 図 面 に し た が っ て 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 但 し 、 本 発 明 の 技 術 的
範 囲 は こ れ ら の 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ ず 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 さ れ た 事 項 と そ の 均 等 物
ま で 及 ぶ も の で あ る 。
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【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ７ は 、 Ｍ Ｖ Ａ タ イ プ の 液 晶 表 示 パ ネ ル に お け る 印 加 電 圧 と 液 晶 層 の 透 過 率 と の 関 係 を
示 す 図 で あ る 。 Ｍ Ｖ Ａ タ イ プ の 液 晶 表 示 パ ネ ル で は 、 電 圧 を 印 加 し な い 状 態 で 透 過 率 ほ ぼ
０ ％ の ブ ラ ッ ク 表 示 で あ る 。 正 面 側 か ら 観 察 さ れ る 透 過 率 は 、 印 加 電 圧 が 上 昇 す る に 伴 っ
て 徐 々 に 上 昇 す る 。 そ れ に 対 し て 、 上 ６ ０ 度 か ら 観 察 さ れ る 透 過 率 は 、 印 加 電 圧 の 上 昇 に
伴 い 最 初 に 急 激 に 上 昇 し 、 そ の 後 上 昇 率 が 低 下 す る 。 そ の た め 、 あ る 印 加 電 圧 未 満 で は 上
６ ０ 度 の 透 過 率 が 正 面 側 よ り 高 い 輝 度 に な る の に 対 し て 、 そ の 印 加 電 圧 を 超 え る と 上 ６ ０
度 の 透 過 率 が 正 面 側 よ り 低 く な り 低 輝 度 に な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ８ は 、 Ｍ Ｖ Ａ タ イ プ の 液 晶 表 示 パ ネ ル に お け る 入 力 階 調 に 対 す る 輝 度 を 示 す 図 で あ る
。 図 ７ の 印 加 電 圧 を 入 力 階 調 に 、 透 過 率 を 輝 度 に 置 き 換 え た 図 で あ る 。 液 晶 表 示 装 置 の 設
計 は 、 正 面 方 向 に お い て 入 力 階 調 に 対 し て 理 想 的 な 輝 度 が 得 ら れ る よ う に 設 計 さ れ る 。 つ
ま り 、 図 ７ の 正 面 で の 印 加 電 圧 と 透 過 率 と の 関 係 に し た が っ て 、 図 ８ の 入 力 階 調 に 対 し て
輝 度 が 理 想 的 な γ 特 性 に な る よ う に 設 計 さ れ る 。 そ の 場 合 に 、 上 ６ ０ 度 （ 図 ８ 中 は 通 常 ６
０ 度 （ 本 発 明 に よ ら な い 従 来 構 造 の Ｌ Ｃ Ｄ に お け る 上 ６ ０ 度 の 意 味 ） ） か ら の 輝 度 は 、 低
い 入 力 階 調 領 域 で は 正 面 よ り 高 く な り 、 高 い 入 力 階 調 領 域 に お い て 正 面 よ り 低 く な る 。 こ
の よ う な 上 ６ ０ 度 で の 輝 度 特 性 に よ り 、 所 定 の 輝 度 の 組 み 合 わ せ か ら な る 画 像 を 上 ６ ０ 度
か ら 観 察 す る と ウ オ ッ シ ュ ア ウ ト し た 色 に な っ て し ま う 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ９ は 、 所 定 の 輝 度 の 組 み 合 わ せ を 有 す る 画 像 例 の Ｒ Ｇ Ｂ の 輝 度 の ヒ ス ト グ ラ ム を 示 す
図 で あ る 。 こ の 画 像 例 は 、 例 え ば 青 空 を 背 景 と す る 真 っ 赤 な 柿 や リ ン ゴ を 写 し た 写 真 画 像
で あ る 。 青 空 の 水 色 は グ リ ー ン Ｇ と ブ ル ー Ｂ の 混 合 色 で あ る の で 、 グ リ ー ン Ｇ と ブ ル ー Ｂ
と が 同 程 度 の 階 調 （ 輝 度 ） を 有 す る 。 そ し て 、 レ ッ ド Ｒ の 輝 度 は 、 一 般 に グ リ ー ン Ｇ や ブ
ル ー Ｂ の 輝 度 よ り も 高 い 。 そ の た め 、 図 ７ に お い て 、 グ リ ー ン Ｇ や ブ ル ー Ｂ は 上 ６ ０ 度 の
透 過 率 が 高 く な る 領 域 に 、 レ ッ ド Ｒ は 上 ６ ０ 度 の 透 過 率 が 低 く な る 領 域 に そ れ ぞ れ 属 す こ
と に な り 、 正 面 か ら の 画 像 に 比 較 す る と ウ オ ッ シ ュ ア ウ ト し た 色 に な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ８ に お い て 理 解 さ れ る よ う に 、 入 力 階 調 に 対 す る 輝 度 の 特 性 は 、 正 面 の γ 特 性 と 上 ６
０ 度 の 特 性 と は 大 き く か け 離 れ て い る 。 し た が っ て 、 上 ６ ０ 度 で 理 想 的 な 輝 度 よ り ず れ て
し ま う こ と を 抑 制 す る た め に は 、 上 ６ ０ 度 で の 特 性 を 正 面 の γ 特 性 に 近 づ け る 必 要 が あ る
。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ［ 第 １ の 実 施 の 形 態 ］
　 図 １ ０ は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 液 晶 表 示 装 置 の 概 略 図 で あ る 。 本 実 施 の 形 態 で は
、 Ｍ Ｖ Ａ タ イ プ の 液 晶 表 示 パ ネ ル に お い て 、 マ ト リ ク ス 状 に 配 置 さ れ た 画 素 PX00、 PX01、
PX10、 PX11そ れ ぞ れ に お い て 、 複 数 の サ ブ 画 素 電 極 、 例 え ば 第 １ 及 び 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極
SPX1、 SPX2が 設 け ら れ る 。 そ し て 、 第 １ 及 び 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 SPX1,SPX2そ れ ぞ れ に 対
し て ス イ ッ チ ン グ 手 段 と し て 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ Tij-1,Tij-2（ ij＝ 00,01,10,11） が 設 け ら
れ て い る 。 更 に 、 １ 列 目 の 垂 直 方 向 に 配 置 さ れ た 画 素 PX00,PX10に 対 し て 、 薄 膜 ト ラ ン ジ
ス タ T00-1,T10-1と T00-2,T10-2に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ る １ 対 の デ ー タ バ ス 線 DB0-1,DB0-2が
設 け ら れ 、 ２ 列 目 の 垂 直 方 向 に 配 置 さ れ た 画 素 PX01,PX11に 対 し て 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ T01
-1,T11-1と T01-2,T11-2に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ る １ 対 の デ ー タ バ ス 線 DB1-1,DB1-2が 設 け ら れ
て い る 。 こ れ ら の １ 対 の デ ー タ バ ス 線 DB0-1,DB0-2及 び DB1-1,DB1-2は 、 そ れ ぞ れ １ 対 の デ
ー タ バ ス 駆 動 回 路 DDR0-1,DDR0-2及 び DDR1-1,DDR1-2に よ り 駆 動 さ れ る 。 つ ま り 、 各 画 素 内
の 第 １ 及 び 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 SPX1,SPX2は 、 デ ー タ バ ス 駆 動 回 路 に よ り デ ー タ バ ス 線 及
び 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を 介 し て 直 接 電 圧 を 印 加 さ れ て 駆 動 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 画 像 信 号 Dinの 入 力 階 調 は 、 階 調 変 換 回 路 ３ ０ に よ り 第 １ 及 び 第 ２ の 出 力 階 調 信 号 Dout1
,Dout2に 変 換 さ れ 、 デ ー タ レ ジ ス タ ３ ２ に そ れ ぞ れ ラ ッ チ さ れ る 。 デ ー タ レ ジ ス タ ３ ２ は
、 垂 直 方 向 の 画 素 列 毎 に １ 対 の レ ジ ス タ REG0-1,REG0-2及 び REG1-1,REG1-2を 有 し 、 そ れ ら
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１ 対 の レ ジ ス タ に 、 階 調 変 換 回 路 ３ ０ に よ り 変 換 さ れ た 第 １ 及 び 第 ２ の 出 力 階 調 信 号 Dout
1,Dout2が ラ ッ チ さ れ る 。 そ し て 、 ラ ッ チ さ れ た 第 １ 及 び 第 ２ の 出 力 階 調 信 号 が デ ー タ バ
ス 駆 動 回 路 DDR0-1,DDR0-2に 供 給 さ れ 、 駆 動 電 圧 に 変 換 さ れ て 、 １ 対 の デ ー タ バ ス 線 DB0-1
,DB0-2が 駆 動 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の よ う に 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 各 画 素 に ２ つ の サ ブ 画 素 電 極 を 設 け 、 そ れ ぞ れ の サ ブ
画 素 電 極 に 対 し て デ ー タ バ ス 駆 動 回 路 DDRか ら 直 接 駆 動 信 号 を 印 加 す る 。 し か も 、 デ ー タ
バ ス 駆 動 回 路 DDRは 、 画 像 信 号 の 入 力 階 調 に 対 し て 低 い 階 調 領 域 で 低 輝 度 か ら 高 輝 度 に 変
化 さ せ る 第 １ の 駆 動 信 号 を 第 １ の サ ブ 画 素 電 極 SPX1に 印 加 し 、 画 像 信 号 の 入 力 階 調 に 対 し
て 高 い 階 調 領 域 で 低 輝 度 か ら 高 輝 度 に 変 化 さ せ る 第 ２ の 駆 動 信 号 を 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 SP
X2に 印 加 す る 。 こ の よ う に ２ つ の サ ブ 画 素 電 極 に 印 加 す る 駆 動 信 号 を 、 入 力 画 像 信 号 Din
の 入 力 階 調 に 対 し て よ り 低 階 調 領 域 で 立 ち 上 が る 第 １ の 駆 動 信 号 と 、 よ り 高 い 階 調 領 域 で
立 ち 上 が る 第 ２ の 駆 動 信 号 と に す る こ と で 、 ２ つ の サ ブ 画 素 電 極 が 生 成 す る 輝 度 特 性 を 異
な ら せ 、 上 ６ ０ 度 方 向 か ら の 中 間 階 調 領 域 で の 階 調 特 性 を 改 善 す る こ と が で き る 。 以 下 、
第 １ 及 び 第 ２ の 駆 動 信 号 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 １ １ は 、 本 実 施 の 形 態 に お け る サ ブ 画 素 電 極 に 印 加 す る 駆 動 信 号 の 電 圧 特 性 を 示 す 図
で あ る 。 図 １ １ は 、 図 ７ の 電 圧 特 性 と 比 較 し な が ら 、 横 軸 の 入 力 階 調 に 対 応 す る 印 加 電 圧
を 基 準 に と る と 、 第 １ の サ ブ 画 素 電 極 に 印 加 す る 第 １ の 駆 動 信 号 DV1は 、 入 力 階 調 が 低 い
領 域 で 低 電 圧 か ら 高 電 圧 に 変 化 し て サ ブ 画 素 電 極 の 透 過 率 を 立 ち 上 げ る 特 性 を 有 す る 。 一
方 、 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 に 印 加 す る 第 ２ の 駆 動 信 号 DV2は 、 入 力 階 調 が 高 い 領 域 で 低 電 圧
か ら 高 電 圧 に 変 化 し て サ ブ 画 素 電 極 の 透 過 率 を 立 ち 上 げ る 特 性 を 有 す る 。 但 し 、 第 １ 及 び
第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 に よ る 透 過 率 に 対 応 す る 輝 度 の 合 計 が 、 液 晶 表 示 パ ネ ル の 正 面 か ら 見
た と き 理 想 的 な ガ ン マ 特 性 に な る よ う に 、 第 １ 及 び 第 ２ の 駆 動 信 号 DV1,DV2の 特 性 が 設 定
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 １ １ に 示 さ れ る よ う に 、 第 １ の 駆 動 信 号 DV1が 印 加 さ れ る 第 １ の サ ブ 画 素 電 極 で は 、
破 線 で 示 す 上 ６ ０ 度 か ら の 透 過 率 は 図 ７ で 説 明 し た の と 同 じ 歪 み 特 性 を 有 す る が 、 そ の 歪
み 特 性 に 伴 う 正 面 方 向 の 透 過 率 と の 差 は 、 サ ブ 画 素 電 極 の 面 積 が １ ： １ と す る と 約 半 分 に
抑 制 さ れ る 。 更 に 、 第 ２ の 駆 動 信 号 DV2が 印 加 さ れ る 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 で も 、 破 線 で 示
す 上 ６ ０ 度 か ら の 透 過 率 は 図 ７ と 同 じ 歪 み 特 性 を 有 す る が 、 そ れ も 約 半 分 に 抑 え ら れ て い
る 。 第 １ 及 び 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 を 上 記 の 異 な る 第 １ 及 び 第 ２ の 駆 動 信 号 で 駆 動 す る た め
、 入 力 階 調 の 低 い 領 域 で は 第 １ の 駆 動 信 号 DV1に よ る 第 １ の サ ブ 画 素 電 極 に よ る 透 過 率 で
、 入 力 階 調 の 高 い 領 域 で は 第 １ 及 び 第 ２ の 駆 動 信 号 DV1、 DV2に よ る 第 １ 及 び 第 ２ の サ ブ 画
素 電 極 に よ る 透 過 率 で 輝 度 が 生 成 さ れ る 。 そ の 結 果 、 上 ６ ０ 度 か ら 見 た 透 過 率 は 、 入 力 階
調 の ２ つ の 領 域 GS1,GS2で そ れ ぞ れ 上 記 歪 み 特 性 の 影 響 を 受 け る が 、 そ れ ぞ れ の 歪 み の 程
度 は 半 減 さ れ 、 破 線 で 示 し た 上 ６ ０ 度 か ら の 透 過 率 特 性 は 、 実 線 で 示 し た 正 面 か ら の 透 過
率 特 性 に よ り 近 い 特 性 を 有 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 １ ２ は 、 本 実 施 の 形 態 の 液 晶 表 示 パ ネ ル に お け る 入 力 階 調 に 対 す る 輝 度 を 示 す 図 で あ
る 。 図 １ ２ は 、 図 ８ に 対 応 す る 入 力 階 調 に 対 す る 輝 度 特 性 の 図 で あ る 。 ま た 、 図 １ ３ は 、
本 実 施 の 形 態 の 液 晶 表 示 装 置 に お け る 階 調 変 換 テ ー ブ ル を 示 す 図 で あ る 。 図 １ ３ に お い て
、 横 軸 は 入 力 階 調 Dinに 対 応 し 、 縦 軸 は 出 力 階 調 Doutと 輝 度 BRに 対 応 す る 。 図 １ ０ で 説 明
し た よ う に 、 本 実 施 の 形 態 の 液 晶 表 示 装 置 で は 、 階 調 変 換 回 路 ３ ０ に よ り 入 力 画 像 信 号 Di
nの 入 力 階 調 が ２ つ の 出 力 階 調 Dout1,Dout2に 変 換 さ れ る 。 第 １ の 出 力 階 調 Dout1は 、 入 力
階 調 Dinが 低 い 階 調 領 域 で 低 階 調 か ら 高 階 調 に 立 ち 上 が る 特 性 を 有 し 、 第 ２ の 出 力 階 調 Dou
t2は 、 入 力 階 調 Dinが 高 い 階 調 領 域 で 低 階 調 か ら 高 階 調 に 立 ち 上 が る 特 性 を 有 す る 。 特 に
、 第 ２ の 出 力 階 調 Dout2は 、 第 １ の 出 力 階 調 Dout1が 最 高 出 力 階 調 に 立 ち 上 が っ た 後 で 立 ち
上 が る 特 性 を 有 す る 。 そ し て 、 こ れ ら の 第 １ 及 び 第 ２ の 出 力 階 調 Dout1、  Dout2に 対 応 す
る 第 １ 及 び 第 ２ の 駆 動 信 号 DV1， DV2が 、 デ ー タ バ ス 駆 動 回 路 DDRに よ り 、 第 １ 及 び 第 ２ の
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サ ブ 画 素 電 極 に 印 加 さ れ る 。 つ ま り 、 入 力 階 調 Dinの 増 加 に 対 応 し て 、 最 初 に 、 第 １ の サ
ブ 画 素 電 極 SPX1の 輝 度 が 上 昇 し 最 高 輝 度 （ 最 高 透 過 率 ） に 達 し 、 そ の 後 、 第 ２ の サ ブ 画 素
電 極 SPX2が 点 灯 を 開 始 し て 輝 度 が 上 昇 し 最 高 輝 度 に 達 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 １ ３ に お け る 第 １ 及 び 第 ２ の 階 調 変 換 テ ー ブ ル Dout1,Dout2は 、 液 晶 表 示 パ ネ ル の 正
面 か ら 見 た 輝 度 特 性 BRが 理 想 的 な ガ ン マ 特 性 に な る よ う に 設 定 さ れ る 。 図 １ ３ に 示 さ れ た
変 換 特 性 DoutXは 、 入 力 階 調 Dinと 出 力 階 調 Doutと が 等 し い 場 合 の 変 換 テ ー ブ ル に 対 応 す る
。 そ し て デ ー タ バ ス 駆 動 回 路 DDRは 、 こ の 出 力 階 調 Doutで 単 一 の 画 素 電 極 を 駆 動 し た 時 に
、 パ ネ ル 正 面 で の 輝 度 特 性 BRが 前 記 ガ ン マ 特 性 に な る よ う に 、 出 力 階 調 を 駆 動 信 号 （ 駆 動
電 圧 ） に 変 換 し て い る 。 し た が っ て 、 本 実 施 の 形 態 に お い て 、 画 素 を ２ つ の サ ブ 画 素 電 極
に 分 割 し 、 そ れ ぞ れ に 異 な る 出 力 階 調 Dout1,Dout2に 対 応 す る 駆 動 信 号 で 駆 動 し た と し て
も 、 パ ネ ル 正 面 か ら の 輝 度 特 性 BRは 、 理 想 的 な ガ ン マ 特 性 に な る こ と が 必 要 で あ る 。 こ の
輝 度 の ガ ン マ 特 性 は 、 図 １ ２ に も 特 性 γ と し て 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 １ ２ の 入 力 階 調 に 対 す る 輝 度 の 変 化 に 示 さ れ る よ う に 、 正 面 で の 輝 度 特 性 γ に 対 し て
、 単 一 の 画 素 電 極 を 駆 動 し た 場 合 の 上 ６ ０ 度 で の 輝 度 特 性 （ 通 常 ６ ０ 度 ） は 、 比 較 的 低 い
入 力 階 調 領 域 で は 高 い 輝 度 特 性 を 有 し 、 高 い 入 力 階 調 領 域 に お い て 正 面 で の 輝 度 特 性 γ よ
り も 低 い 輝 度 特 性 を 有 す る 。 そ れ に 対 し て 、 ２ つ の サ ブ 画 素 電 極 に 異 な る 出 力 階 調 の 駆 動
信 号 を 印 加 し た 場 合 に お け る 上 ６ ０ 度 で の 輝 度 特 性 （ HT６ ０ 度 ） は 、 通 常 ６ ０ 度 の 場 合 に
比 較 す る と 理 想 的 な 輝 度 特 性 γ に 近 づ い て い る 。 但 し 、 図 １ １ で も 説 明 し た よ う に 、 本 実
施 の 形 態 で の 輝 度 特 性 （ HT６ ０ 度 ） は 、 低 い 入 力 階 調 領 域 GS1と 高 い 入 力 階 調 領 域 GS2と で
、 歪 み 特 性 に よ る 高 輝 度 化 現 象 が 見 受 け ら れ る も の の 、 単 一 の 画 素 電 極 駆 動 の 特 性 （ 通 常
６ ０ 度 ） よ り も 輝 度 特 性 は 改 善 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 １ ０ の 階 調 変 換 回 路 ３ ０ は 、 入 力 階 調 Dinに 対 し て 、 よ り 高 い 分 解 能 で ２ つ の サ ブ 画
素 電 極 に 輝 度 を 生 成 す る こ と が で き る 出 力 階 調 Dout1,Dout2を 生 成 す る 。 複 数 の サ ブ 画 素
電 極 に よ っ て 画 素 の 輝 度 を 高 精 度 に 生 成 す る た め に は 、 サ ブ 画 素 電 極 の 輝 度 を よ り 高 い 分
解 能 で 生 成 す る こ と が 必 要 に な る か ら で あ る 。 一 般 的 に 分 解 能 を 高 め る た め に は 、 出 力 階
調 の ビ ッ ト 数 を 入 力 階 調 よ り も 増 や せ ば 良 い 。 し か し 、 分 解 能 を 高 め た 駆 動 回 路 ICは そ れ
自 体 コ ス ト ア ッ プ を 招 く の で 好 ま し く な い 場 合 が あ る 。 そ の 場 合 、 階 調 変 換 回 路 ３ ０ は 、
フ レ ー ム 変 調 に よ り フ レ ー ム 毎 の 出 力 階 調 を 変 調 す る こ と が 望 ま し い 。 つ ま り 、 フ レ ー ム
変 調 に よ れ ば 、 同 じ 入 力 階 調 に 対 し て 例 え ば 連 続 す る ４ フ レ ー ム に お け る 出 力 階 調 を 異 な
ら せ る こ と で 、 ４ フ レ ー ム の 輝 度 平 均 値 の 分 解 能 を 高 め る こ と が で き る 。 例 え ば 、 ４ フ レ
ー ム の う ち １ フ レ ー ム の み 階 調 値 を １ つ 増 加 す る こ と で 、 輝 度 平 均 は ０ ． ２ ５ 上 昇 さ せ る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 １ ４ は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 液 晶 表 示 パ ネ ル の 具 体 的 構 成 を 示 す 平 面 図 及 び 回
路 図 で あ る 。 図 １ ４ に は 、 図 １ ０ の １ つ の 画 素 PX00に 対 す る 構 成 が 示 さ れ 、 同 じ 構 成 要 素
に は 同 じ 引 用 番 号 を 与 え て い る 。 図 １ ４ （ Ａ ） の 平 面 図 に 示 さ れ る よ う に 、 画 素 電 極 が ス
リ ッ ト Ｓ Ｌ Ｔ に よ り ３ つ に 分 割 さ れ 、 上 下 の サ ブ 画 素 電 極 SPX1(1),SPX1(2)が 、 補 助 容 量
電 極 配 線 ４ ０ に て 接 続 さ れ て 単 一 の 第 １ の サ ブ 画 素 電 極 SPX1を 構 成 す る 。 ま た 、 中 間 の サ
ブ 画 素 電 極 が 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 SPX2を 構 成 す る 。 各 サ ブ 画 素 電 極 SPX1,SPX2に は 、 突 起 P
JTが 設 け ら れ 、 サ ブ 画 素 電 極 に 分 割 す る ス リ ッ ト SLTと 共 に 、 液 晶 分 子 の 配 向 方 向 を 規 制
す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 水 平 方 向 に 延 び る ゲ ー ト バ ス 線 GB0は 、 ス イ ッ チ ン グ 手 段 で あ る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ T00-1
,T00-2の ゲ ー ト 電 極 と し て 導 通 、 非 導 通 を 制 御 す る 。 一 方 、 補 助 容 量 バ ス 線 CSB0は 、 画 素
電 極 の 中 央 位 置 で 水 平 方 向 に 延 び る よ う に 配 置 さ れ る 。 そ し て 、 補 助 容 量 電 極 ４ ０ と の 間
に 補 助 容 量 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】

10

20

30

40

50

(10) JP 2005-316211 A 2005.11.10



　 図 １ ４ （ Ｂ ） は 、 画 素 の 等 価 回 路 図 で あ り 、 サ ブ 画 素 電 極 SPX1,SPX2と 共 通 電 極 COMと の
間 に そ れ ぞ れ 画 素 液 晶 容 量 Clc1,Clc2が 形 成 さ れ 、 補 助 容 量 電 極 ４ ０ と 補 助 容 量 バ ス 線 CSB
0と の 間 に 補 助 容 量 Cs1,Cs2が 形 成 さ れ る 。 更 に 、 ゲ ー ト バ ス 線 GB0と 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の
ソ ー ス 電 極 と の 間 の ゲ ー ト ・ ソ ー ス 間 容 量 Cgs1、 Cgs2と が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 １ ５ は 、 図 １ ４ （ Ａ ） の 平 面 図 の 一 部 断 面 図 で あ り 、 図 １ ４ （ Ａ ） の 平 面 図 の 破 線 で
示 し た 位 置 Ｘ の 断 面 図 で あ る 。 Ｔ Ｆ Ｔ 側 基 板 １ 上 に ゲ ー ト バ ス 線 GB0と 補 助 容 量 バ ス 線 CSB
0と が 形 成 さ れ 、 そ の 上 に ゲ ー ト 絶 縁 膜 ４ ４ が 形 成 さ れ て い る 。 ゲ ー ト 絶 縁 膜 ４ ４ の 上 に
は 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ T00-1を 形 成 す る た め に 、 半 導 体 の ア モ ル フ ァ ス シ リ コ ン 層 aSiと 絶
縁 膜 か ら な る チ ャ ネ ル 保 護 層 ４ ２ と 、 デ ー タ バ ス 線 DB0-1に 接 続 さ れ る ド レ イ ン 電 極 Dと 、
ソ ー ス 電 極 Sと が 形 成 さ れ る 。 ま た 、 ゲ ー ト 絶 縁 膜 ４ ４ の 上 に は 、 補 助 電 極 バ ス CSB0と オ
ー バ ー ラ ッ プ す る よ う に 補 助 電 極 層 ４ ０ が 形 成 さ れ て い る 。 絶 縁 膜 ４ ６ 上 に は 、 第 １ の サ
ブ 画 素 電 極 SPX1(1)と 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 SPX2と が ス リ ッ ト SLTを 介 し て 配 置 さ れ て い る 。
そ れ ら の サ ブ 画 素 電 極 上 に は 配 向 膜 １ ０ が 形 成 さ れ て い る 。 一 方 、 対 抗 基 板 ２ 上 に は 、 カ
ラ ー フ ィ ル タ 層 ４ ８ と 、 共 通 電 極 層 COMと 、 配 向 膜 １ ２ と が 形 成 さ れ 、 配 向 膜 １ ０ ， １ ２
の 間 に 液 晶 層 １ ６ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 １ ５ の 断 面 図 に は 、 図 １ ４ （ Ｂ ） で 説 明 し た 画 素 液 晶 容 量 Clc1、 Clc2と 、 補 助 容 量 Cs
1と 、 ゲ ー ト ・ ソ ー ス 間 容 量 Cgsと が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 １ ４ （ Ｂ ） に 戻 り 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 画 素 電 極 を ２ つ の サ ブ 画 素 電 極 SPX1,SPX2に
分 割 し て い る 。 そ れ に 伴 い 、 各 サ ブ 画 素 電 極 で の フ ィ ー ド ス ル ー 電 圧 を 等 し く す る 必 要 が
あ る 。 各 サ ブ 画 素 電 極 で の フ ィ ー ド ス ル ー 電 圧 を 等 し く す る た め に は 、 第 １ と 第 ２ の サ ブ
画 素 電 極 に お い て 、 ゲ ー ト バ ス 電 極 GB0と ソ ー ス 電 極 Sと の 間 の ゲ ー ト ・ ソ ー ス 間 容 量 Cgs1
、 Cgs2と 、 液 晶 容 量 Clc1,Clc2と 、 補 助 容 量 Cs1,Cs2と の 比 が ほ ぼ 等 し く な る よ う に 構 成 す
る こ と が 必 要 で あ る 。 即 ち 、 Cgs1:Clc1:Cs1＝ Cgs2:Clc2:Cs2と な る よ う に 設 計 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 １ ６ は 、 フ ィ ー ド ス ル ー 電 圧 を 説 明 す る 図 で あ る 。 図 １ ６ に は 、 ゲ ー ト バ ス 線 GB0に
印 加 す る ゲ ー ト 電 圧 Vgと 、 デ ー タ バ ス 線 DBに 印 加 さ れ る デ ー タ 電 圧 Vdと が 示 さ れ る 。 デ ー
タ 電 圧 Vdは 、 液 晶 分 子 の 劣 化 を 防 止 す る た め に 、 フ ィ ー ル ド F1,F2毎 に 共 通 電 極 の 電 圧 Vc
に 対 し て 逆 極 性 に な る よ う 制 御 さ れ る 。 つ ま り 、 フ ィ ー ル ド 期 間 F1の 時 は デ ー タ 電 圧 Vdを
共 通 電 圧 Vcよ り 正 に し 、 フ ィ ー ル ド 期 間 F2の 時 は デ ー タ 電 圧 Vdを 共 通 電 圧 Vcよ り 負 に し て
い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 一 方 、 デ ー タ 電 圧 Vdが 確 定 し て か ら ゲ ー ト 電 圧 Vgは 期 間 ｔ １ の 間 だ け Ｈ レ ベ ル に 立 ち 上
げ ら れ る 。 そ れ に 伴 っ て 、 画 素 電 極 に 印 加 さ れ る 画 素 電 圧 Vsは 、 太 線 で 示 さ れ る よ う に 変
化 す る 。 つ ま り 、 フ ィ ー ル ド 期 間 F1で は 、 期 間 ｔ １ で ゲ ー ト 電 圧 Vgの 立 ち 上 が り と 共 に 画
素 電 圧 Vsが 立 ち 上 が り 、 次 の 保 持 期 間 ｔ ２ の 間 画 素 電 圧 Vsは 維 持 さ れ る 。 次 の フ ィ ー ル ド
期 間 F2で は 、 期 間 ｔ ３ で ゲ ー ト 電 圧 Vgの 立 ち 上 が り と 共 に 画 素 電 圧 Vsは 立 ち 下 が り 、 次 の
保 持 期 間 ｔ ４ の 間 画 素 電 圧 Vsは 維 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 但 し 、 ゲ ー ト 電 圧 Vgが 立 ち 上 が っ た 後 に た ち 下 が る 時 に 、 前 述 の ゲ ー ト ・ ソ ー ス 間 容 量
Cgsに よ る 容 量 カ ッ プ リ ン グ で 、 画 素 電 圧 Vsは 、 ゲ ー ト 電 圧 Vgの た ち 下 が り 電 圧 変 化 ｄ Vg
の 容 量 Cgs、 Clc、 Csの 容 量 比 分 の 電 圧 ｄ Vc（ ＝ ｄ Vg× Cgs／ （ Cgs＋ Clc＋ Cs） ） だ け 低 下
す る 。 つ ま り 、 液 晶 分 子 の 透 過 率 を 決 め る 画 素 電 圧 Vsと コ モ ン 電 極 電 圧 Vcと の 差 は 、 正 極
性 の と き は デ ー タ 電 圧 Vdの １ ／ ２ よ り も 小 さ く な り 、 逆 極 性 の と き は デ ー タ 電 圧 Vdの １ ／
２ 電 圧 よ り 大 き く な る 。 こ の フ ィ ー ル ド ス ル ー 電 圧 ｄ Vcを 考 慮 し て 、 コ モ ン 電 極 電 圧 Vcは
、 デ ー タ 電 圧 Vdの １ ／ ２ 電 圧 Vmよ り フ ィ ー ル ド ス ル ー 電 圧 ｄ Vcだ け 低 く さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 そ こ で 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 第 １ 及 び 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 SPX1,SPX2に 、 コ モ ン 電 極 電
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圧 Vcに 対 す る 同 様 の 画 素 電 圧 Vcが 与 え ら れ る よ う に す る た め 、 両 サ ブ 画 素 電 極 に お い て 、
Cgs1:Clc1:Cs1＝ Cgs2:Clc2:Cs2と な る よ う に 設 計 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ［ 第 １ の 実 施 の 形 態 の 変 形 例 １ ］
　 図 １ ７ は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 別 の 液 晶 表 示 装 置 の 概 略 図 で あ る 。 こ の 変 形 例 で
は 、 水 平 方 向 の 画 素 PX00,PX01に 対 し て １ 対 の ゲ ー ト バ ス 線 GB0-1,GB0-2が 設 け ら れ 、 垂 直
方 向 の 画 素 PX00,PX10に 対 し て １ 本 の デ ー タ バ ス 線 DB0が 設 け ら れ て い る 。 そ し て 、 １ つ の
画 素 内 の ２ つ の サ ブ 画 素 電 極 SPX1,SPX2は 、 ス イ ッ チ ン グ 手 段 で あ る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ T00
-1,T00-2を 介 し て 共 通 の デ ー タ バ ス 線 DB0に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 １ ０ の 例 と 同 様 に 、 階 調 変 換 回 路 ３ ０ は 画 像 信 号 Dinの 入 力 階 調 を 第 １ 及 び 第 ２ の 出
力 階 調 Dout1,Dout2に 変 換 す る 。 そ し て 、 水 平 同 期 期 間 の 前 半 に お い て 、 １ 行 分 の 第 １ の
出 力 階 調 信 号 Dout1が レ ジ ス タ ３ ２ に ラ ッ チ さ れ 、 デ ー タ ド ラ イ ブ 回 路 DDR0,DDR1が 第 １ の
出 力 階 調 信 号 Dout1に 対 応 す る デ ー タ 電 圧 を デ ー タ バ ス 線 DB0,DB1に 出 力 す る 。 こ の と き 、
第 １ の ゲ ー ト バ ス 線 GB0-1が 駆 動 さ れ 、 第 １ の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 群 T00-1,T01-1が 導 通 し 、
第 １ の 出 力 階 調 信 号 Dout1に 対 応 す る デ ー タ 電 圧 が 第 １ の サ ブ 画 素 電 極 SPX1に 供 給 さ れ る
。 次 に 、 水 平 同 期 期 間 の 後 半 に お い て 、 １ 行 分 の 第 ２ の 出 力 階 調 信 号 Dout2が レ ジ ス タ ３
２ に ラ ッ チ さ れ 、 デ ー タ ド ラ イ ブ 回 路 DDR0,DDR1が 第 ２ の 出 力 階 調 信 号 Dout2に 対 応 す る デ
ー タ 電 圧 を 、 デ ー タ バ ス 線 DB0,DB1に 供 給 す る 。 こ の と き 第 ２ の ゲ ー ト バ ス 線 GB0-2が 駆 動
さ れ 、 第 ２ の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 群 T00-2,T01-2を 介 し て 、 デ ー タ 電 圧 が 第 ２ の サ ブ 画 素 電
極 SPX2に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 次 の 水 平 同 期 期 間 に お い て は 、 ２ 行 目 の 画 素 群 PX10,PX11に 対 し て 、 上 記 と 同 様 に 、 前
半 で 第 １ の 出 力 階 調 信 号 Dout1に 対 応 す る デ ー タ 電 圧 が デ ー タ ド ラ イ ブ 回 路 DDR0,DDR1に よ
り 出 力 さ れ 、 第 １ の ゲ ー ト バ ス 線 GB1-1の 駆 動 に よ り 導 通 す る 第 １ の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 群 T
10-1,T11-1を 介 し て 第 １ の サ ブ 画 素 電 極 SPX1に 印 加 さ れ る 。 ま た 、 後 半 で 、 第 ２ の 出 力 階
調 信 号 Dout2に 対 応 す る デ ー タ 電 圧 が デ ー タ ド ラ イ ブ 回 路 DDR0,DDR1に よ り 出 力 さ れ 、 第 ２
の ゲ ー ト バ ス 線 GB1-2の 駆 動 に よ り 導 通 す る 第 ２ の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 群 T10-2,T11-2を 介 し
て 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 SPX2に 印 加 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 つ ま り 、 図 １ ７ の 液 晶 表 示 装 置 で は 、 同 じ 水 平 同 期 期 間 内 に お い て 、 階 調 変 換 さ れ た 第
１ 及 び 第 ２ の 階 調 信 号 Dout1,2に 対 応 し た デ ー タ 電 圧 が 、 時 分 割 で 第 １ 及 び 第 ２ の サ ブ 画
素 電 極 SPX1,SPX2に 印 加 さ れ る 。 こ の 場 合 も 、 デ ー タ ド ラ イ ブ 回 路 DDRが 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ
を 介 し て サ ブ 画 素 電 極 SPX1.SPX2を 直 接 駆 動 す る の で 、 駆 動 電 圧 を 高 く す る 必 要 が な く 、
階 調 変 換 回 路 ３ ０ に よ り 生 成 さ れ る 任 意 の デ ー タ 電 圧 を サ ブ 画 素 電 極 に 印 加 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ［ 第 １ の 実 施 の 形 態 の 変 形 例 ２ ］
　 図 １ ２ 、 図 １ ３ で は 、 ２ つ の サ ブ 画 素 電 極 の 面 積 を １ ： １ に し 、 入 力 画 像 信 号 の 階 調 信
号 を 変 換 し た 第 １ 及 び 第 ２ の 出 力 階 調 信 号 Dout1,Dout2に 対 応 す る 電 圧 を ２ つ の サ ブ 画 素
電 極 に 印 加 し た 。 し か し 、 図 １ １ に 示 さ れ る よ う に 、 入 力 階 調 が 低 い 領 域 GS1で の 上 ６ ０
度 か ら の 輝 度 の 歪 み の 割 合 は 、 入 力 階 調 が 高 い 領 域 GS2で の 上 ６ ０ 度 か ら の 輝 度 の 歪 み の
割 合 よ り も 相 対 的 に 高 く な る 。 つ ま り 、 低 階 調 領 域 GS1で は 、 理 想 的 な 正 面 で の 透 過 率 に
対 す る 上 ６ ０ 度 で の 透 過 率 の 割 合 が 数 倍 と 高 い の に 対 し て 、 高 階 調 領 域 GS2で は 、 数 １ ０
％ と 低 い 。 そ の た め 、 低 階 調 領 域 に お け る 輝 度 の 歪 み が 強 調 さ れ て し ま う 。 そ こ で 、 サ ブ
画 素 電 極 の 面 積 を １ ： ２ 、 １ ： ３ 、 １ ： ６ 、 １ ： ９ な ど の よ う に 、 入 力 階 調 が 低 い 領 域 で
点 灯 す る 第 １ の サ ブ 画 素 電 極 の 面 積 を 入 力 階 調 が 高 い 領 域 で 点 灯 開 始 す る 第 ２ の サ ブ 画 素
電 極 の 面 積 よ り も 小 さ く す る こ と で 、 低 階 調 領 域 で の 輝 度 の 歪 み 程 度 を 減 ら す こ と が 有 効
で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
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　 図 １ ８ は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 に お い て サ ブ 画 素 電 極 の 面 積 比 を 異 な ら せ た 場 合 の 入 力 階
調 と 輝 度 と の 関 係 を 示 す 図 で あ る 。 図 １ ２ と 比 較 す る と 理 解 で き る よ う に 、 第 １ の サ ブ 画
素 電 極 の 面 積 を 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 よ り も 小 さ く す る と 、 低 い 入 力 階 調 領 域 GS1に お け る
上 ６ ０ 度 の 輝 度 が 理 想 的 な 正 面 の 輝 度 BRに 近 づ け る こ と が で き る 。 そ の 代 わ り に 、 高 い 入
力 階 調 領 域 GS2で は 、 上 ６ ０ 度 の 輝 度 が 正 面 の 輝 度 BRよ り 遠 の い て い る 。 つ ま り 、 第 １ の
サ ブ 画 素 電 極 の 面 積 の 割 合 を 小 さ く す る に し た が っ て 、 上 ６ ０ 度 の 輝 度 は 、 低 い 入 力 階 調
領 域 で 正 面 の 理 想 状 態 に 近 づ け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 図 １ ９ は サ ブ 画 素 電 極 の 面 積 比 １ ： ２ の 場 合 の 変 換 テ ー ブ ル を 、 図 ２ ０ は サ ブ 画 素 電 極
の 面 積 比 １ ： ３ の 場 合 の 変 換 テ ー ブ ル を そ れ ぞ れ 示 す 図 で あ る 。 第 １ 及 び 第 ２ の サ ブ 画 素
電 極 の 面 積 比 を 変 更 す る こ と に 伴 っ て 、 階 調 変 換 回 路 の 変 換 テ ー ブ ル も 変 更 し て 、 正 面 で
の 入 力 階 調 と 輝 度 の ガ ン マ 特 性 Ｂ Ｒ を 維 持 す る 必 要 が あ る 。 図 １ ９ の 面 積 比 １ ： ２ の 変 換
テ ー ブ ル は 、 図 １ ３ の 面 積 比 １ ： １ の 変 換 テ ー ブ ル に 比 較 す る と 、 入 力 階 調 信 号 Dinの 増
加 に 対 応 し て 、 第 １ の 出 力 階 調 信 号 Dout1は よ り 低 い 入 力 階 調 領 域 で 最 大 階 調 ま で 立 ち 上
が り 、 第 ２ の 出 力 階 調 信 号 Dout2は よ り 低 い 入 力 階 調 値 か ら 立 ち 上 が っ て い る 。 理 由 は 、
第 １ の サ ブ 画 素 電 極 の 面 積 が 小 さ く な っ て い る か ら で あ る 。 同 様 に 、 図 ２ ０ の 面 積 比 １ ：
３ の 変 換 テ ー ブ ル は 、 入 力 階 調 信 号 Dinの 増 加 に 対 応 し て 、 第 １ の 出 力 階 調 信 号 Dout1は 更
に 低 い 入 力 階 調 領 域 で 最 大 階 調 ま で 立 ち 上 が り 、 第 ２ の 出 力 階 調 信 号 Dout2は 更 に 低 い 入
力 階 調 値 か ら 立 ち 上 が っ て い る 。 図 １ ９ 、 図 ２ ０ の 変 換 テ ー ブ ル で は 、 共 に 、 第 １ の 出 力
階 調 信 号 が 立 ち 上 が っ た 後 に 第 ２ の 出 力 階 調 信 号 が 立 ち 上 が る よ う に 設 計 さ れ て い る 。 つ
ま り 、 入 力 階 調 信 号 の 増 加 に 対 し て 、 第 １ の サ ブ 画 素 電 極 が 最 初 に 点 灯 し て 最 大 輝 度 値 ま
で 変 化 し 、 そ の 後 、 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 が 点 灯 し て 最 大 輝 度 値 ま で 変 化 す る 。 そ し て 、 第
１ 及 び 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 の 輝 度 値 の 合 計 は 、 正 面 で 理 想 的 な ガ ン マ 特 性 BRを 有 す る よ う
に 設 計 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 ２ １ は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 面 積 比 を １ ： ３ の サ ブ 画 素 電 極 の 構 成 例 を 示 す 図
で あ る 。 こ の 構 成 例 は 、 第 １ の サ ブ 画 素 電 極 SPX1と 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 SPX2の 面 積 比 を １
： ３ に し 、 両 サ ブ 画 素 電 極 SPX1.SPX2に は 、 １ 対 の デ ー タ バ ス 線 DB0-1,DB0-2と １ 対 の 薄 膜
ト ラ ン ジ ス タ T00-1,T00-2を 介 し て 出 力 階 調 信 号 Dout1,Dout2に 対 応 す る デ ー タ 電 圧 が そ れ
ぞ れ 印 加 さ れ る 。 つ ま り 、 図 ２ １ の 構 成 例 は 、 図 １ ０ の デ ー タ ド ラ イ バ 回 路 、 デ ー タ バ ス
線 、 ゲ ー ト バ ス 線 と 同 様 の 構 成 で あ り 、 サ ブ 画 素 電 極 の 面 積 比 が 異 な っ て い る 。 図 ２ １ （
Ａ ） の 平 面 図 に よ れ ば 、 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 SPX2は 、 ３ つ の 電 極 SPX2(1),SPX2(2),SPX2(3
)に よ り 構 成 さ れ 、 そ れ ぞ れ の サ ブ 画 素 電 極 に は 、 液 晶 分 子 の 配 向 方 向 を 規 制 す る 手 段 と
し て ス リ ッ ト が ４ 方 向 に 形 成 さ れ て い る 。 図 ２ １ （ Ｂ ） は 、 等 価 回 路 図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 図 ２ ２ は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 面 積 比 を 約 ２ ： １ 等 に し た サ ブ 画 素 電 極 の 構 成 例
を 示 す 図 で あ る 。 こ の 構 成 例 は 、 図 １ ７ の デ ー タ 電 圧 の 時 分 割 印 加 を 行 う 構 成 例 に 対 応 す
る も の で あ り 、 ２ つ の サ ブ 画 素 電 極 SPSX1,SPX2に 対 し て デ ー タ バ ス 線 DB0は 共 通 に １ 本 設
け ら れ 、 ２ つ の サ ブ 画 素 電 極 SPX1,SPX2の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ T00-1,T00-2が ゲ ー ト バ ス 線 GB
0-1,GB0-2に よ り そ れ ぞ れ 時 分 割 で 駆 動 さ れ る 。 図 ２ ２ （ Ａ ） の 例 は 、 第 １ 及 び 第 ２ の サ
ブ 画 素 電 極 SPX1,SPX2が 共 通 の 補 助 容 量 バ ス 先 CSB0と 重 な る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 図 ２
２ （ Ｂ ） の 例 は 、 第 １ の サ ブ 画 素 電 極 SPX1の 一 部 が 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 SPX2に 対 応 す る 第
２ の ゲ ー ト バ ス 線 GB0-2に 領 域 ５ ０ で 重 な る よ う に 形 成 さ れ て 、 開 口 率 を 高 め て い る 。 画
素 電 極 は 、 前 述 し た フ ィ ー ド ス ル ー 電 圧 を 抑 制 す る た め に 、 対 応 す る ゲ ー ト バ ス 線 と は 重
な ら な い よ う に レ イ ア ウ ト さ れ る 。 つ ま り 、 ゲ ー ト バ ス 線 と 画 素 電 極 と の 間 の 容 量 が 増 加
す る と 、 フ ィ ー ド ス ル ー 電 圧 が 大 き く な る か ら で あ る 。 図 ２ ２ （ Ｂ ） の 例 で は 、 第 １ の サ
ブ 画 素 電 極 SPX1が 、 他 の サ ブ 画 素 電 極 SPX2の 駆 動 に 利 用 さ れ る ゲ ー ト バ ス 線 GB0-2に 領 域
５ ０ で 重 ね ら れ て い る の で 、 フ ィ ー ド ス ル ー 電 圧 が 大 き く な る こ と は な い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 図 ２ ２ （ Ｃ ） の 例 で は 、 第 １ 及 び 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 SPX1,SPX2が 、 そ れ ぞ れ 相 手 側 の
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ゲ ー ト バ ス 線 GB0-2,GB0-1に 領 域 ５ ２ ， ５ ３ で 重 ね ら れ て 、 全 体 の 開 口 率 を 高 く し て い る
。 そ れ に 伴 っ て 、 補 助 容 量 バ ス 線 CSB0-1,CSB0-2そ れ ぞ れ 第 １ 、 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 SPX1,
SPX2に オ ー バ ー ラ ッ プ し て 配 置 さ れ て い る 。 図 ２ ２ （ Ｄ ） の 例 は 、 第 １ の サ ブ 画 素 電 極 SP
X1の み が ゲ ー ト バ ス 線 GB0-2に 重 ね ら れ て い る 。 ま た 、 図 ２ ２ （ Ｅ ） の 例 は 、 第 １ 及 び 第
２ の サ ブ 画 素 電 極 SPX1,SPX2は ゲ ー ト バ ス 線 に 重 ね ら れ て い な い 例 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 図 ２ ３ は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る サ ブ 画 素 電 極 の 変 形 例 を 示 す 図 で あ る 。 図 ２ ３ （
Ａ ） の 変 形 例 で は 、 垂 直 方 向 に 隣 接 す る １ 対 の 画 素 が 、 そ れ ぞ れ の 第 １ の サ ブ 画 素 電 極 SP
X1を 有 し 、 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 SPX2を 共 有 す る 。 そ れ に 伴 っ て 、 共 有 す る 第 ２ の サ ブ 画 素
電 極 SPX2に 対 し て サ ブ ゲ ー ト バ ス 線 SGB0と 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ を 有 す る 。 ま た 、 デ ー タ バ ス
線 DB0は 、 こ れ ら の サ ブ 画 素 電 極 に 対 し て 共 通 に １ 本 設 け ら れ る 。 ２ つ の 第 １ の サ ブ 画 素
電 極 と 共 有 さ れ る 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 に は 、 垂 直 方 向 に 隣 接 す る 画 素 に 対 す る 入 力 階 調 信
号 を 変 換 し て 求 め ら れ る ３ つ の 出 力 階 調 信 号 に 対 応 す る デ ー タ 電 圧 が 印 加 さ れ る 。 図 ２ ３
（ Ｂ ） の 変 形 例 で は 、 更 に 、 第 １ の サ ブ 画 素 電 極 が 面 積 が 異 な る ２ つ の 電 極 SPX1-1,SPX1-
2に 分 割 さ れ 、 共 通 の 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 も 面 積 が 異 な る ２ つ の 電 極 SPX2-1,SPX2-2に 分 割
さ れ て い る 。 そ れ に 伴 っ て 、 １ 対 の デ ー タ バ ス 線 DB0-1,DB0-2が 設 け ら れ て い る 。 し た が
っ て 、 こ の 例 で は 、 垂 直 方 向 に 隣 接 す る 画 素 の 入 力 階 調 信 号 を 変 換 し て ６ つ の 出 力 階 調 信
号 が 生 成 さ れ 、 そ れ ぞ れ 対 応 す る サ ブ 画 素 電 極 に 印 加 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 図 ２ ４ は 、 図 ２ ３ （ Ａ ） の サ ブ 画 素 電 極 を 駆 動 す る た め の 画 像 信 号 処 理 回 路 を 示 す 図 で
あ る 。 入 力 画 像 信 号 Dinは 、 セ レ ク タ ５ ２ を 介 し て ラ イ ン メ モ リ ５ ５ ， ５ ６ に 格 納 さ れ る
。 例 え ば 、 ｎ 行 目 の 入 力 画 像 信 号 Dinは ラ イ ン メ モ リ ５ ５ に 格 納 さ れ 、 ｎ ＋ １ 行 目 の 入 力
画 像 信 号 Dinは ラ イ ン メ モ リ ５ ６ に 格 納 さ れ る 。 ２ 行 分 の 入 力 画 像 信 号 Dinが ラ イ ン メ モ リ
に 格 納 さ れ る と 、 合 成 回 路 ５ ８ が 各 列 の 入 力 画 像 信 号 の 平 均 値 を 求 め る 。 こ の 合 成 さ れ た
入 力 画 像 信 号 SDinが 、 階 調 変 換 回 路 ３ ０ に て ３ つ の 出 力 階 調 信 号 Dout1,2,3に 変 換 さ れ る
。 こ の 階 調 変 換 回 路 の 変 換 テ ー ブ ル は 、 出 力 階 調 信 号 Dout1,2で 画 素 PX00に 必 要 な 輝 度 特
性 が 得 ら れ る よ う に 、 ま た 、 出 力 階 調 信 号 Dout2,3で 画 素 PX10に 必 要 な 輝 度 特 性 が 得 ら れ
る よ う に そ れ ぞ れ 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 変 換 さ れ た 出 力 階 調 信 号 Dout1,2,3は 、 そ れ ぞ れ 駆 動 レ ジ ス タ 32(n),32(ns),32(n+1)に
格 納 さ れ 、 駆 動 回 路 DDR0は 、 そ れ ら の 出 力 階 調 信 号 に 対 応 す る デ ー タ 電 圧 で デ ー タ バ ス 線
DB0を 順 次 駆 動 す る 。 こ の 駆 動 に 対 応 し て 、 ゲ ー ト バ ス 線 GB0,SGB0,GB1が 順 次 駆 動 さ れ 、
対 応 す る ト ラ ン ジ ス タ が 導 通 制 御 さ れ る 。 つ ま り 、 ２ 水 平 同 期 期 間 に お い て 、 ３ 本 の ゲ ー
ト バ ス 線 が 順 次 駆 動 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 上 記 の 変 形 例 は 、 隣 接 す る 画 素 で 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 を 共 有 す る こ と で 、 液 晶 表 示 パ ネ
ル の 構 成 を 簡 単 化 す る こ と が で き る 。 つ ま り 、 ２ つ の 画 素 を ３ つ の サ ブ 画 素 電 極 で 構 成 し
て い る の で 、 １ つ の 画 素 を ２ つ の サ ブ 画 素 電 極 で 構 成 す る よ り も サ ブ 画 素 電 極 の 数 が 少 な
く な り 、 そ れ に 伴 っ て 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ の 数 が 少 な く な り 、 開 口 率 の 低 下 を 抑 制 し 、 パ ネ
ル 構 造 も 簡 単 化 さ れ る と い う メ リ ッ ト が あ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 ［ 第 ２ の 実 施 の 形 態 ］
　 図 ２ ５ は 、 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る 液 晶 表 示 装 置 の 入 力 階 調 と 輝 度 と の 関 係 を 示 す 図
で あ る 。 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る 液 晶 表 示 パ ネ ル の 構 成 は 、 第 １ の 実 施 の 形 態 と 同 様 に
、 画 素 電 極 を 複 数 の サ ブ 画 素 電 極 に 分 割 し 、 そ れ ぞ れ に 入 力 階 調 信 号 を 階 調 変 換 し た 出 力
階 調 信 号 に 対 応 す る デ ー タ 電 圧 を 印 加 す る 。 第 １ の 実 施 の 形 態 で は 、 第 １ の サ ブ 画 素 電 極
を 小 さ く 、 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 を 大 き く し た 。 つ ま り 、 第 １ 、 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 の 面 積
比 を １ ： ２ 、 １ ： ３ 等 に し た 。 そ の 場 合 、 第 １ の サ ブ 画 素 電 極 に は 、 入 力 階 調 信 号 が 低 い
階 調 領 域 で 最 小 階 調 か ら 最 大 階 調 に 立 ち 上 が る 第 １ の 出 力 階 調 信 号 Dout1に 対 応 す る 電 圧
を 印 加 し 、 そ の 低 い 階 調 領 域 で は 第 ２ の 出 力 階 調 信 号 Dout2は 最 小 階 調 の ま ま と し 、 更 に
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、 入 力 階 調 信 号 が 高 い 階 調 領 域 に お い て 最 小 階 調 か ら 最 大 階 調 に 立 ち 上 が る 第 ２ の 出 力 階
調 信 号 Dout2に 対 応 す る 電 圧 を 、 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 に 印 加 し た 。 こ の よ う に す る こ と で
、 図 １ ８ に 示 し た よ う に 、 比 較 的 低 い 入 力 階 調 領 域 に お い て 、 上 ６ ０ 度 の 輝 度 が 正 面 の 輝
度 BRに 近 づ き 、 上 ６ ０ 度 の 画 像 の ウ オ ッ シ ュ ア ウ ト 現 象 を 抑 え る こ と が で き る 。 こ の 輝 度
特 性 は 、 図 ２ ５ に も 面 積 比 １ ： ２ 、 １ ： ３ の 特 性 と し て 示 さ れ て い る 。 し か し な が ら 、 こ
の 輝 度 特 性 に よ る と 、 入 力 階 調 信 号 が 高 い 階 調 領 域 で は 、 上 ６ ０ 度 で の 輝 度 が 正 面 の 輝 度
BRよ り も 極 端 に 高 く な る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 一 方 で 、 第 １ 、 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 の 面 積 比 を ２ ： １ 、 ３ ： １ の よ う に 第 １ の サ ブ 画 素
電 極 を 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 よ り も 大 面 積 に し た 場 合 は 、 図 ２ ５ に 示 さ れ る よ う に 、 当 然 に
し て 、 入 力 階 調 信 号 が 高 い 階 調 領 域 で 、 上 ６ ０ 度 の 輝 度 が 正 面 の 輝 度 Ｂ Ｒ に 近 づ く こ と に
な る 。 つ ま り 、 面 積 比 を 逆 に す る こ と で 、 比 較 的 高 い 階 調 領 域 で の ハ ー フ ト ー ン の 輝 度 を
理 想 的 な 値 BRに 近 づ け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 そ こ で 、 第 ２ の 実 施 の 形 態 で は 、 入 力 階 調 信 号 が 比 較 的 低 い 第 １ の 階 調 領 域 で は 、 第 １
（ 小 面 積 ） の サ ブ 画 素 電 極 と 第 ２ （ 大 面 積 ） の サ ブ 画 素 電 極 に は 、 低 階 調 領 域 で 輝 度 値 が
最 大 に な る 高 輝 度 出 力 階 調 信 号 と 低 階 調 領 域 で 輝 度 値 が 最 小 の ま ま の 低 輝 度 出 力 階 調 信 号
と を そ れ ぞ れ 適 用 し 、 入 力 階 調 信 号 が 比 較 的 高 い 第 ２ の 階 調 領 域 で は 、 第 １ （ 小 面 積 ） の
サ ブ 画 素 電 極 と 第 ２ （ 大 面 積 ） の サ ブ 画 素 電 極 に は 、 上 記 と 逆 の 低 輝 度 出 力 階 調 信 号 と 高
輝 度 出 力 階 調 信 号 と を 適 用 す る 。 つ ま り 、 第 １ 、 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 が １ ： ２ の 面 積 比 で
あ れ ば 、 図 ２ ５ 中 の 黒 丸 の 輝 度 特 性 と 白 丸 の 輝 度 特 性 と を 入 力 階 調 １ ５ ２ で 切 り 換 え て 、
入 力 階 調 が ０ － １ ５ ２ で は 、 面 積 比 １ ： ２ の 輝 度 特 性 を 利 用 し 、 入 力 階 調 １ ５ ３ － ２ ５ ５
で は 、 面 積 比 ２ ： １ の 輝 度 特 性 を 利 用 す る 。 あ る い は 、 第 １ 、 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 が １ ：
３ の 面 積 比 で あ れ ば 、 図 ２ ５ 中 の 黒 三 角 の 輝 度 特 性 と 白 三 角 の 輝 度 特 性 と を 入 力 階 調 １ ２
６ で 切 り 換 え て 、 入 力 階 調 が ０ － １ ２ ６ で は 、 面 積 比 １ ： ３ の 輝 度 特 性 を 利 用 し 、 入 力 階
調 １ ２ ６ － ２ ５ ５ で は 、 面 積 比 ３ ： １ の 輝 度 特 性 を 利 用 す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 図 ２ ６ は 、 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る 階 調 変 換 回 路 の 変 換 テ ー ブ ル 例 を 説 明 す る 図 で あ
る 。 ま た 、 図 ２ ７ は 、 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る 階 調 変 換 回 路 の 変 換 テ ー ブ ル 例 を 示 す 図
で あ る 。 い ず れ も サ ブ 画 素 電 極 の 面 積 比 が １ ： ２ の 場 合 の 例 で あ る 。 図 ２ ６ に 示 さ れ る よ
う に 、 第 １ 、 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 の 面 積 比 が １ ： ２ で 、 第 １ （ 小 面 積 ） の サ ブ 画 素 電 極 に
高 輝 度 出 力 階 調 信 号 を 第 ２ （ 大 面 積 ） の サ ブ 画 素 電 極 に 低 輝 度 出 力 階 調 信 号 を 適 用 す る と
す る と 、 高 輝 度 出 力 階 調 信 号 Dout1は 、 図 ２ ６ に 示 さ れ る よ う に 入 力 階 調 信 号 Dinが ０ － １
３ ５ 程 度 ま で に 最 小 階 調 値 ０ か ら 最 大 階 調 値 ２ ５ ５ ま で 立 ち 上 が り 、 低 輝 度 出 力 階 調 信 号
Dout2は 、 図 ２ ６ に 示 さ れ る よ う に 、 入 力 階 調 信 号 Dinが １ ３ ６ － ２ ５ ５ の 間 に 最 小 階 調 値
０ か ら 最 大 階 調 値 ２ ５ ５ ま で 立 ち 上 が る 。 こ れ に よ り 、 正 面 か ら の 輝 度 特 性 BRは 理 想 的 な
ガ ン マ 特 性 に な る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 一 方 、 第 １ 、 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 の 面 積 比 が ２ ： １ で 、 第 ２ （ 大 面 積 ） の サ ブ 画 素 電 極
に 高 輝 度 出 力 階 調 信 号 Dout3を 、 第 １ （ 小 面 積 ） の サ ブ 画 素 電 極 に 低 輝 度 出 力 階 調 信 号 Dou
t4を 適 用 す る と 、 高 輝 度 出 力 階 調 信 号 Dout3は 、 入 力 階 調 信 号 Dinが ０ － ２ ０ ０ 程 度 ま で に
最 小 階 調 値 ０ か ら 最 大 階 調 値 ２ ５ ５ ま で 立 ち 上 が り 、 低 輝 度 出 力 階 調 信 号 Dout4は 、 入 力
階 調 信 号 Dinが ２ ０ １ － ２ ５ ５ の 間 に 最 小 階 調 値 ０ か ら 最 大 階 調 値 ２ ５ ５ ま で 立 ち 上 が る
。 こ れ も 、 正 面 か ら の 輝 度 特 性 BRを 理 想 的 な ガ ン マ 特 性 に す る た め で あ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 そ こ で 、 図 ２ ５ の 黒 丸 と 白 丸 の 輝 度 特 性 と が 交 差 す る 入 力 階 調 １ ５ ２ の 両 側 で 、 出 力 階
調 信 号 Dout1,Dout2を 、 Dout3,Dout4に 切 り 換 え る こ と で 、 面 積 比 １ ： ２ と ２ ： １ に お け る
輝 度 特 性 の う ち 、 理 想 的 正 面 輝 度 特 性 BRに 近 い ２ つ の 特 性 を 組 み 合 わ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 図 ２ ７ は 、 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る 階 調 変 換 回 路 の 変 換 テ ー ブ ル 例 で あ る 。 上 記 の ２
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つ の 輝 度 特 性 領 域 を 得 る た め に 、 変 換 テ ー ブ ル は 、 図 ２ ６ に 示 し た ４ つ の 変 換 テ ー ブ ル を
組 み 合 わ せ て 構 成 さ れ る 。 こ の テ ー ブ ル で は 、 小 面 積 の サ ブ 画 素 電 極 と 大 面 積 の サ ブ 画 素
電 極 に 対 し て 、 階 調 値 １ ５ ２ 以 下 の 低 入 力 階 調 領 域 で は 出 力 階 調 信 号 DoutS,DoutL（ 図 ２
６ の 出 力 階 調 信 号 Dout1,Dout2） を 適 用 し 、 階 調 値 １ ５ ２ を 超 え る 高 入 力 階 調 領 域 で は 出
力 階 調 信 号 DoutS,DoutL（ 図 ２ ６ の Dout4,Dout3） を 適 用 す る 。 こ れ に よ り 、 入 力 階 調 信 号
が ０ － １ ５ ２ で は 、 図 ２ ５ の 面 積 比 １ ： ２ の 輝 度 特 性 （ 黒 丸 ） が 採 用 さ れ 、 入 力 階 調 信 号
が １ ５ ３ － ２ ５ ５ で は 、 図 ２ ５ の 面 積 比 ２ ： １ の 輝 度 特 性 （ 白 丸 ） が 採 用 さ れ る こ と に な
る 。 図 １ ０ 、 図 １ ７ の 階 調 変 換 回 路 ３ ０ が 、 図 ２ ７ の 変 換 テ ー ブ ル を 参 照 し て 、 小 面 積 の
サ ブ 画 素 電 極 用 の 出 力 階 調 信 号 DoutSと 大 面 積 の サ ブ 画 素 電 極 用 の 出 力 階 調 信 号 DoutLと を
生 成 す る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 図 ２ ８ は 、 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る 入 力 階 調 と 輝 度 と の 関 係 を 示 す 図 で あ る 。 つ ま り
、 図 ２ ８ の 黒 丸 の 特 性 は 、 図 ２ ５ の 黒 丸 と 白 丸 と を 組 み 合 わ せ た 輝 度 特 性 で あ る 。 図 ２ ８
か ら わ か る と お り 、 低 入 力 階 調 領 域 に お い て も あ る 程 度 理 想 的 な 輝 度 特 性 BRに 近 づ け る こ
と が で き 、 高 入 力 階 調 領 域 に お い て も 理 想 的 な 輝 度 特 性 BRに 近 づ け る こ と が で き る 。 単 一
の 画 素 電 極 を 利 用 し た 時 の 上 ６ ０ 度 の 特 性 （ 通 常 ６ ０ 度 ） に 比 較 し て 、 全 入 力 階 調 領 域 に
お い て ２ つ の サ ブ 画 素 電 極 の 輝 度 特 性 を 切 り 換 え る よ う に し た 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 輝 度 特
性 （ 図 ２ ８ の 黒 丸 ） の ほ う が 、 理 想 的 な 正 面 の 輝 度 特 性 BRに よ り 近 づ い て い る こ と が 理 解
さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 図 ２ ９ は 、 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る 変 形 例 の 輝 度 特 性 で あ る 。 こ の 変 形 例 で は 、 白 三
角 の 特 性 に 示 さ れ る よ う に 、 画 素 電 極 を 面 積 比 １ ： ２ ： ４ の サ ブ 画 素 電 極 に 分 割 し 、 そ れ
ら の サ ブ 画 素 電 極 に 適 用 す る 出 力 階 調 信 号 の 変 換 テ ー ブ ル を ７ 種 類 組 み 合 わ せ て い る 。 つ
ま り 、 入 力 階 調 信 号 の 増 加 に 対 応 し て 、 点 灯 中 の サ ブ 画 素 電 極 の 面 積 の 合 計 が 、 １ ， ２ ，
３ ， ４ ， ５ ， ６ ， ７ ， ８ の 比 率 で 上 昇 す る よ う に 印 加 電 圧 を 制 御 す る 。 図 示 さ れ る よ う に
、 白 三 角 の 輝 度 特 性 は 、 正 面 の 理 想 的 な 輝 度 の ガ ン マ 特 性 Ｂ Ｒ に 近 い も の と な る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 図 ３ ０ は 、 図 ２ ９ の サ ブ 画 素 電 極 を １ ： ２ ： ４ に 分 割 し た 場 合 の 階 調 変 換 回 路 の 変 換 テ
ー ブ ル 例 で あ る 。 入 力 階 調 Dinの ７ つ の 領 域 に お い て 、 面 積 比 １ の 最 小 サ ブ 画 素 電 極 用 の
出 力 階 調 信 号 DoutSと 、 面 積 比 ２ の 中 間 サ ブ 画 素 電 極 用 の 出 力 階 調 信 号 DoutMと 、 面 積 比 ４
の 最 大 サ ブ 画 素 電 極 用 の 出 力 階 調 信 号 DoutLと が 、 ２ 進 数 的 に 交 互 に 、 高 く な り 又 は 立 ち
上 が る 。 そ し て 、 領 域 AR1～ AR7の 境 界 に お い て 、 透 過 率 の 高 い サ ブ 画 素 電 極 が 切 り 換 え ら
れ る 。 つ ま り 、 最 も 入 力 階 調 Dinが 低 い 領 域 AR1で は 、 最 小 サ ブ 画 素 電 極 用 出 力 階 調 信 号 Do
utSの み が 立 ち 上 が り 、 次 の 領 域 AR2で は 、 中 間 サ ブ 画 素 電 極 用 出 力 階 調 信 号 DoutMの み が
立 ち 上 が り 、 次 の 領 域 AR3で は 、 出 力 階 調 信 号 DoutSと DoutMと が 高 い 値 に な り 、 次 の 領 域 A
R4で は 最 大 サ ブ 画 素 電 極 用 出 力 階 調 信 号 DoutLの み が 立 ち 上 が り 、 領 域 AR5で は 出 力 階 調 信
号 DoutLに 加 え て DoutSも 立 ち 上 が り 、 領 域 AR6で は 出 力 階 調 信 号 DoutL,DoutMが 立 ち 上 が り
、 領 域 AR7で は そ れ ら に 加 え て 出 力 階 調 信 号 DoutSが 立 ち 上 が る 。 い ず れ の 場 合 も 、 正 面 か
ら の 合 計 輝 度 が 理 想 的 な 輝 度 BRに 等 し く な る よ う に そ れ ぞ れ の 出 力 階 調 値 が 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 但 し 、 図 ２ ９ 、 図 ３ ０ の よ う に サ ブ 画 素 電 極 の 数 を 増 や す こ と は 、 デ ー タ バ ス 線 や ゲ ー
ト バ ス 線 の 数 を 増 や す こ と に な り 、 液 晶 表 示 パ ネ ル の 構 成 を 複 雑 化 さ せ る と い う デ メ リ ッ
ト も あ る 。 し た が っ て 、 輝 度 特 性 の メ リ ッ ト と パ ネ ル 構 造 の 複 雑 化 と い う デ メ リ ッ ト が 釣
り 合 う と こ ろ で 構 成 が 最 適 化 さ れ る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 ［ 第 ３ の 実 施 の 形 態 ］
　 図 ３ １ は 、 第 ３ の 実 施 の 形 態 に お け る サ ブ 画 素 電 極 の 構 成 例 を 示 す 模 式 図 で あ る 。 こ の
例 で は 、 各 画 素 が 第 １ 及 び 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 PSX1,PSX2に 分 割 さ れ て い て 、 そ の 面 積 比
は １ ： ２ の 組 み 合 わ せ と １ ： ３ の 組 み 合 わ せ と が 混 在 し て い る 。 つ ま り 、 行 方 向 に お い て
、 面 積 比 １ ： ３ の 画 素 PXaと 面 積 比 １ ： ２ の 画 素 PXbと が 交 互 に 配 置 さ れ て い る 。 こ の 場 合
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に お い て 、 デ ー タ バ ス 線 は 各 列 ２ 本 構 成 に し て も よ く 、 各 列 １ 本 の デ ー タ 線 で 各 行 ２ 本 の
ゲ ー ト バ ス 線 構 成 に し て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 輝 度 特 性 図 １ ８ に 示 さ れ る よ う に 、 小 面 積 の 第 １ の サ ブ 画 素
電 極 に 低 入 力 階 調 領 域 で 最 大 階 調 に な る 高 輝 度 出 力 階 調 信 号 を 適 用 し 、 大 面 積 の 第 ２ の サ
ブ 画 素 電 極 に 高 入 力 階 調 領 域 で 最 小 階 調 か ら 立 ち 上 が る 低 輝 度 出 力 階 調 信 号 を 適 用 し た 場
合 、 例 え ば 、 白 三 角 （ サ ブ 画 素 電 極 の 面 積 比 １ ： ３ ） の 輝 度 特 性 で は 、 低 入 力 階 調 領 域 と
高 入 力 階 調 領 域 と に ２ 分 化 さ れ た 特 性 に な る 。 つ ま り 、 上 ６ ０ 度 の 輝 度 特 性 は 、 小 面 積 の
サ ブ 画 素 電 極 が 最 大 輝 度 に な っ た 後 で 大 面 積 の サ ブ 画 素 電 極 の 点 灯 が 開 始 す る た め 、 大 面
積 の サ ブ 画 素 電 極 が 輝 度 を 増 加 し て い く と き に 急 激 な 輝 度 の 増 大 を 招 く 。 そ の た め 、 ２ 値
化 さ れ た 画 像 が 上 ６ ０ 度 か ら 観 察 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 こ の よ う な ２ 値 化 画 像 を 抑 制 す る た め に は 、 小 面 積 の サ ブ 画 素 電 極 が 最 大 輝 度 に な る ま
え か ら 大 面 積 の サ ブ 画 素 電 極 の 点 灯 を 開 始 す る よ う に す れ ば 良 い 。 し か し 、 こ の 方 法 は 、
小 面 積 の サ ブ 画 素 電 極 に よ る 最 大 輝 度 と 大 面 積 の サ ブ 画 素 電 極 の 最 小 輝 度 の 状 態 を 排 除 す
る こ と に な り 、 上 ６ ０ 度 の 画 像 が 正 面 画 像 の 輝 度 に 近 づ く と い う 効 果 を あ る 程 度 犠 牲 に す
る こ と に な る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 そ こ で 、 第 ３ の 実 施 の 形 態 で は 、 図 ３ １ に 示 す よ う に 、 サ ブ 画 素 電 極 の 面 積 比 が 異 な る
画 素 を 混 在 さ せ る こ と で 、 図 １ ８ の 面 積 比 １ ： ２ の 特 性 （ × ） と 面 積 比 １ ： ３ の 特 性 （ 白
三 角 ） と の 平 均 化 さ れ た 輝 度 特 性 に す る こ と が で き 、 ハ ー フ ト ー ン 領 域 に お い て 輝 度 の 急
激 な 増 加 を 抑 制 し て 、 画 像 の ２ 値 化 現 象 を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 図 ３ ２ は 、 第 ３ の 実 施 の 形 態 の 変 形 例 で あ り 、 面 積 比 １ ： ３ の 画 素 PXaと １ ： ２ の 画 素 P
Xｂ と を 千 鳥 格 子 に 配 置 し て い る 。 つ ま り 、 行 方 向 と 列 方 向 で 画 素 PXaと 画 素 PXｂ と が 交 互
に 配 置 さ れ る 。 こ の よ う に す る こ と で 、 両 画 素 が 混 在 す る こ と を 目 立 ち に く く す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 図 ３ ３ は 、 第 ３ の 実 施 の 形 態 の 別 の 変 形 例 で あ り 、 画 素 PXaと PXｂ と を 隣 接 す る RGBの 画
素 群 毎 に 交 互 に 配 置 し て い る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 ［ 第 ４ の 実 施 の 形 態 ］
　 第 ４ の 実 施 の 形 態 で は 、 第 ２ の 実 施 の 形 態 を 変 形 さ せ た も の で あ り 、 RGBの 入 力 画 像 信
号 の 入 力 階 調 を 比 較 し 、 そ の 大 小 関 係 に 基 づ い て 、 階 調 変 換 回 路 の 変 換 テ ー ブ ル を 切 り 換
え る 。 つ ま り 、 最 も 高 い 入 力 階 調 を 有 す る 色 の 画 素 に は 、 サ ブ 画 素 電 極 の 階 調 差 が 最 小 に
な る 変 換 テ ー ブ ル を 使 用 し 、 最 も 低 い 入 力 階 調 を 有 す る 色 の 画 素 に は 、 サ ブ 画 素 電 極 の 階
調 差 が 最 大 に な る 変 換 テ ー ブ ル を 使 用 す る 。 こ れ に よ り 、 斜 め 方 向 （ 上 ６ ０ 度 ） の 画 像 に
お け る RGBの 色 の 輝 度 差 を 、 正 面 の 画 像 の RGBの 色 の 輝 度 差 と 同 じ 関 係 に す る こ と が で き 、
斜 め 方 向 の 画 像 を 正 面 の 画 像 に 近 づ け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 図 ３ ４ は 、 第 ４ の 実 施 の 形 態 の 原 理 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。 こ の 図 で は 、 横 軸 が 小
面 積 の サ ブ 画 素 電 極 の 輝 度 に 、 縦 軸 が 大 面 積 の サ ブ 画 素 電 極 の 輝 度 に そ れ ぞ れ 対 応 す る 。
そ し て 、 グ ラ フ の 背 景 は パ ネ ル 正 面 で の 輝 度 分 布 を 示 す 。 ２ つ の サ ブ 画 素 電 極 の 輝 度 が 、
画 像 信 号 の 入 力 階 調 の 増 加 に 対 応 し て 同 時 に 増 大 す る よ う な 変 換 テ ー ブ ル が 使 用 さ れ た 場
合 、 両 サ ブ 画 素 電 極 の 輝 度 の 変 化 は 、 図 ３ ４ の グ ラ フ の 原 点 (0,0)か ら 最 大 輝 度 (255,255)
を 結 ぶ 直 線 に な る 。 つ ま り 、 単 一 の 画 素 電 極 に 対 し て 入 力 階 調 の 増 大 に 伴 っ て 出 力 階 調 も
増 大 し て 輝 度 も 増 大 す る よ う な 駆 動 制 御 と 同 等 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 そ れ に 対 し て 、 斜 め 方 向 （ 上 ６ ０ 度 ） の 画 像 の ハ ー フ ト ー ン 領 域 に お け る 歪 み 特 性 を 抑
制 す る た め に は 、 上 記 の 原 点 (0,0)か ら 最 大 輝 度 (255,255)を 結 ぶ 直 線 か ら で き る だ け 遠 く
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離 し た 特 性 を 両 サ ブ 画 素 電 極 に 与 え る こ と が 好 ま し い 。 こ の よ う な 観 点 か ら 、 図 ２ ７ の 変
換 特 性 で は 、 図 ３ ４ の パ タ ー ン Ａ の よ う に 、 入 力 階 調 の 増 大 に 対 応 し て 、 最 初 に 小 面 積 の
サ ブ 画 素 電 極 の 輝 度 を 立 ち 上 げ 、 そ れ が 終 了 し て か ら 大 面 積 の サ ブ 画 素 電 極 の 輝 度 を 立 ち
上 げ 、 入 力 階 調 が １ ５ ２ を 境 界 と し て 、 大 面 積 の サ ブ 画 素 電 極 の 輝 度 を 最 大 に 立 ち 上 げ 、
そ れ が 終 了 し て か ら 小 面 積 の サ ブ 画 素 電 極 の 輝 度 を 立 ち 上 げ て い る 。 こ の 場 合 の 、 入 力 階
調 に 対 す る 輝 度 の 特 性 は 、 図 ３ ５ の パ タ ー ン Ａ （ 白 三 角 ） の 特 性 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 図 ３ ４ に は 、 パ タ ー ン Ａ に 加 え て パ タ ー ン Ｂ ， Ｃ の 輝 度 特 性 が 示 さ れ 、 図 ３ ５ に は 、 パ
タ ー ン Ａ ， Ｂ ， Ｃ の 場 合 の 入 力 階 調 に 対 す る 輝 度 の 特 性 が 示 さ れ て い る 。 図 ３ ５ で は 、 横
軸 が 入 力 階 調 、 縦 軸 が 正 規 化 さ れ た 輝 度 値 に 対 応 し て い る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 図 ３ ６ は 、 パ タ ー ン Ｂ の 変 換 テ ー ブ ル を 構 成 す る ４ つ の テ ー ブ ル 例 を 示 す 図 で あ る 。 パ
タ ー ン Ｂ で は 、 面 積 率 １ ： ２ の サ ブ 画 素 電 極 に 対 し て 、 第 １ の 出 力 階 調 信 号 Dout1が 最 小
出 力 階 調 か ら 最 大 出 力 階 調 に 立 ち 上 が る と き に 、 同 時 に 第 ２ の 出 力 階 調 信 号 Dout2が あ る
程 度 の 出 力 階 調 ま で 立 ち 上 が る よ う に し 、 更 に 、 第 ３ の 出 力 階 調 信 号 Dout3が 最 大 出 力 階
調 に な る ま え に 第 ４ の 出 力 階 調 信 号 Dout4が 立 ち 上 が り 始 め る よ う な 変 換 特 性 に す る 。 図
２ ６ に 示 し た パ タ ー ン Ａ の 出 力 階 調 信 号 と 比 較 す る と 、 パ タ ー ン Ｂ の 出 力 階 調 信 号 で は 、
第 １ の 出 力 階 調 信 号 Dout1の 傾 き が よ り 小 さ く な っ て い る た め 、 そ れ に 伴 っ て 、 正 面 で 理
想 的 な 輝 度 特 性 を 確 保 す る た め に 、 第 ２ の 出 力 階 調 信 号 Dout2が 低 い 入 力 階 調 Din領 域 か ら
立 ち 上 が っ て い る 。 つ ま り 、 パ タ ー ン Ａ と 比 較 す る と 、 パ タ ー ン Ｂ の 場 合 は 、 同 じ 入 力 階
調 Dinに 対 し て 、 第 １ の 出 力 階 調 信 号 Dout1と 第 ２ の 出 力 階 調 信 号 Dout2と の 差 が よ り 小 さ
く な り 、 ２ 画 素 合 計 の 階 調 特 性 DoutXに よ り 近 づ く 特 性 を 有 す る 。 同 様 に 、 パ タ ー ン Ｂ の
場 合 、 第 ３ の 出 力 階 調 信 号 Dout3と 第 ４ の 出 力 階 調 信 号 Dput4と の 差 が 、 パ タ ー ン Ａ に 比 較
す る と 、 よ り 小 さ く な っ て い る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 そ し て 、 こ れ ら の ４ つ の 変 換 テ ー ブ ル を 、 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 図 ２ ７ の よ う に あ る 入 力
階 調 値 の 低 階 調 領 域 と 高 階 調 領 域 と で 切 り 換 え る 。 こ の よ う な 変 換 モ ー ド で あ れ ば 、 図 ２
７ の 変 換 テ ー ブ ル を 採 用 し た 場 合 の よ う に 、 サ ブ 画 素 電 極 の 輝 度 差 が 最 大 に な る こ と は な
く 、 図 １ １ の 第 １ の 階 調 領 域 Ｇ Ｓ １ と 第 ２ の 階 調 領 域 Ｇ Ｓ ２ と が オ ー バ ー ラ ッ プ し て 、 全
て の 入 力 階 調 領 域 に お い て 、 斜 め （ 上 ６ ０ 度 ） の 画 像 の 輝 度 が 正 面 の 画 像 の 輝 度 よ り も 高
め に な る 。 す な わ ち 、 図 ３ ５ の 白 四 角 の 特 性 曲 線 に 示 さ れ る 通 り で あ る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 図 ３ ８ に 、 図 ３ ６ の ４ つ の 変 換 テ ー ブ ル を 組 み 合 わ せ た パ タ ー ン Ｂ に お け る 階 調 変 換 回
路 の 変 換 テ ー ブ ル 例 が 示 さ れ る 。 低 い 第 １ の 入 力 階 調 領 域 で は 、 出 力 階 調 信 号 Dout1,Dout
2が 、 小 面 積 サ ブ 画 素 電 極 用 出 力 階 調 信 号 DoutS、 大 面 積 サ ブ 画 素 電 極 用 出 力 階 調 信 号 Dout
Lと し て 採 用 さ れ 、 第 １ の 入 力 階 調 領 域 よ り 高 い 第 ２ の 入 力 階 調 領 域 で は 、 出 力 階 調 信 号 D
out3,Dout4が 、 大 面 積 サ ブ 画 素 電 極 用 出 力 階 調 信 号 DoutL、 小 面 積 サ ブ 画 素 電 極 用 出 力 階
調 信 号 DoutSと し て 採 用 さ れ て い る 。 こ の よ う に 、 図 ３ ６ の ４ つ の 変 換 テ ー ブ ル を 組 み 合
わ せ た 図 ３ ８ の 変 換 テ ー ブ ル を 使 用 す る こ と で 、 図 ３ ５ の パ タ ー ン Ｂ の 輝 度 特 性 Ｂ （ 白 四
角 ） を 得 る こ と が で き る 。 こ の パ タ ー ン Ｂ を 採 用 し た 場 合 に は 、 図 ３ ４ に 示 さ れ る よ う に
、 両 サ ブ 画 素 電 極 の 輝 度 値 の 変 化 は 、 パ タ ー ン Ａ よ り も 対 向 線 に 近 づ い て い る 。 ま た 、 図
３ ５ に 示 さ れ る よ う に 、 入 力 階 調 の ハ ー フ ト ー ン 領 域 （ 中 間 階 調 領 域 ） に お い て 、 正 面 の
画 像 の 輝 度 値 Ｂ Ｒ よ り も 輝 度 値 が 高 め に 推 移 す る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 図 ３ ７ は 、 パ タ ー ン Ｃ の 変 換 テ ー ブ ル を 構 成 す る ４ つ の テ ー ブ ル 例 を 示 す 図 で あ る 。 こ
の パ タ ー ン Ｃ で の 第 １ 及 び 第 ２ の 出 力 階 調 信 号 Dout1,Dout2の 関 係 、 第 ３ 及 び 第 ４ の 出 力
階 調 信 号 Dout3,Dout4の 関 係 は 、 図 ３ ６ の パ タ ー ン Ｂ と 同 様 で あ る 。 つ ま り 、 パ タ ー ン Ａ
， Ｂ に 比 較 し て 、 図 ３ ７ の パ タ ー ン Ｃ で は 、 同 一 の 入 力 階 調 に 対 す る 第 １ 及 び 第 ２ の 出 力
階 調 信 号 Dout1,Dout2の 差 が よ り 小 さ く 、 同 様 に 、 同 一 の 入 力 階 調 に 対 す る 第 ３ 及 び 第 ４
の 出 力 階 調 信 号 Dout3,Dout4の 差 も よ り 小 さ く な っ て い る 。 つ ま り 、 サ ブ 画 素 合 計 の 特 性 D
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outXに よ り 近 づ い て い る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 図 ３ ９ に 、 図 ３ ７ の ４ つ の 変 換 テ ー ブ ル を 組 み 合 わ せ た パ タ ー ン Ｃ に お け る 階 調 変 換 回
路 の 変 換 テ ー ブ ル 例 が 示 さ れ る 。 小 面 積 サ ブ 画 素 電 極 用 出 力 階 調 信 号 DoutSと 大 面 積 サ ブ
画 素 電 極 用 出 力 階 調 信 号 DoutLと の 組 み 合 わ せ 方 は 、 図 ２ ７ 、 図 ３ ８ と 同 じ で あ る 。 図 ３
９ の 変 換 テ ー ブ ル を 使 用 す る こ と で 、 図 ３ ５ の 輝 度 特 性 Ｃ （ 白 丸 ） を 得 る こ と が で き る 。
こ の パ タ ー ン Ｃ で は 、 図 ３ ４ に 示 さ れ る よ う に 、 パ タ ー ン Ａ ， Ｂ よ り も 対 向 線 に よ り 近 づ
い て い る 。 ま た 、 図 ３ ５ に 示 さ れ る よ う に 、 パ タ ー ン Ｃ は 、 入 力 の ハ ー フ ト ー ン 領 域 に お
い て 、 正 面 の 画 像 Ｂ Ｒ や パ タ ー ン Ａ ， Ｂ よ り も 輝 度 値 が 高 め に 推 移 し 、 よ り 通 常 ６ ０ 度 の
特 性 （ 黒 四 角 ） に 近 づ い て い る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 こ の よ う に 、 変 換 テ ー ブ ル の パ タ ー ン Ａ ， Ｂ ， Ｃ を 比 較 す る と 、 斜 め （ 上 ６ ０ 度 ） か ら
の 画 像 の 輝 度 は 、 Ａ ＜ Ｂ ＜ Ｃ の 順 番 で 大 き く な る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 図 ３ ５ に 示 さ れ た パ タ ー ン Ａ の 輝 度 特 性 で は 、 入 力 の ハ ー フ ト ー ン （ 中 間 階 調 ） 領 域 、
特 に 低 い 入 力 階 調 領 域 に お い て 、 入 力 階 調 の 差 に 対 し て 十 分 な 輝 度 差 を 生 成 す る こ と が で
き な い 。 つ ま り 、 斜 め （ 上 ６ ０ 度 ） の 画 像 Ａ （ 白 三 角 ） で は 、 正 面 の 画 像 Ｂ Ｒ に 比 較 し て
、 低 階 調 領 域 に お い て 入 力 階 調 に 対 す る 輝 度 の 変 化 量 が 少 な い 。 そ の た め 、 や や ウ オ ッ シ
ュ ア ウ ト し た 画 像 が 斜 め か ら 観 察 さ れ る 。 こ れ を 抑 制 す る た め に 、 第 ４ の 実 施 の 形 態 で は
、 Ｒ Ｇ Ｂ の 入 力 階 調 を 比 較 し 、 最 も 高 い 入 力 階 調 値 を 有 す る 色 に 対 し て は パ タ ー ン Ｃ （ 白
丸 、 輝 度 大 ） の 階 調 変 換 テ ー ブ ル を 採 用 し 、 中 間 の 入 力 階 調 値 を 有 す る 色 に 対 し て は パ タ
ー ン Ｂ （ 白 四 角 、 輝 度 中 ） の 階 調 変 換 テ ー ブ ル を 採 用 し 、 最 も 低 い 入 力 階 調 値 を 有 す る 色
に 対 し て は パ タ ー ン Ａ （ 白 三 角 、 輝 度 小 ） の 階 調 変 換 テ ー ブ ル を 採 用 す る 。 つ ま り 、 入 力
階 調 値 の 大 小 に 応 じ て 階 調 変 換 テ ー ブ ル を 異 な ら せ る 。 こ う す る こ と で 、 斜 め （ 上 ６ ０ 度
） の 画 像 に 、 Ｒ Ｇ Ｂ の 入 力 階 調 値 の 差 に 対 応 し た 出 力 階 調 値 の 差 を 再 現 す る こ と が で き 、
斜 め （ 上 ６ ０ 度 ） 方 向 か ら 観 察 さ れ る 画 像 の 輝 度 値 の 差 を 正 面 の 画 像 の 輝 度 値 の 差 と 同 様
に す る こ と が で き 、 当 該 斜 め 方 向 の 画 質 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 図 ４ ０ は 、 第 ４ の 実 施 の 形 態 に お け る 階 調 変 換 回 路 の 構 成 図 で あ る 。 階 調 変 換 回 路 ３ ０
は 、 Ｒ Ｇ Ｂ の 入 力 階 調 信 号 Ｒ in、 Ｇ in、 Ｂ inを そ れ ぞ れ Ｒ Ｇ Ｂ の 出 力 階 調 信 号 Rout,Gout,
Boutに 変 換 す る が 、 そ れ ぞ れ の 入 力 階 調 値 を 比 較 し て 、 パ タ ー ン A,B,Cに 対 応 す る 変 換 テ
ー ブ ル LUTA,LUTB,LUTCの い ず れ か を 使 用 し て 階 調 変 換 を 行 う 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 図 ４ １ 及 び 図 ４ ２ は 、 階 調 変 換 回 路 に よ る 変 換 テ ー ブ ル の 選 択 例 を 示 す 図 で あ る 。 一 例
と し て 、 図 ４ １ 及 び 図 ４ ２ （ Ａ ） に 示 さ れ る よ う に 、 ７ カ 所 の 表 示 領 域 で の Ｒ Ｇ Ｂ の 階 調
例 で は 、 ブ ル ー Ｂ の 階 調 は 常 に 最 小 値 、 レ ッ ド Ｒ と グ リ ー ン Ｇ の 階 調 は そ れ ぞ れ 異 な る 関
係 の 場 合 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 図 ４ １ 及 び 図 ４ ２ （ Ｂ ） に 示 さ れ る よ う に 、 ケ ー ス １ で は 、 レ ッ ド Ｒ が 最 大 、 グ リ ー ン
Ｇ が ２ 番 目 、 ブ ル ー Ｂ が 最 小 の 関 係 に あ る の で 、 レ ッ ド Ｒ の 入 力 階 調 信 号 Ｒ inは 、 最 も 輝
度 が 大 き い 変 換 特 性 を 有 す る パ タ ー ン Ｃ の 変 換 テ ー ブ ル LUTCに 基 づ い て 出 力 階 調 信 号 Rout
に 変 換 さ れ 、 グ リ ー ン Ｇ の 入 力 階 調 信 号 Ｇ inは 、 ２ 番 目 に 輝 度 が 大 き い 変 換 特 性 を 有 す る
パ タ ー ン Ｂ の 変 換 テ ー ブ ル LUTBに 基 づ い て 出 力 階 調 信 号 Goutに 変 換 さ れ 、 ブ ル ー Ｂ は 最 も
小 さ い 輝 度 の 変 換 特 性 を 有 す る パ タ ー ン Ａ の 変 換 テ ー ブ ル LUTAに 基 づ い て 変 換 さ れ る 。 ケ
ー ス ２ ， ３ も ケ ー ス １ と 同 じ で あ り 、 レ ッ ド Ｒ 、 グ リ ー ン Ｇ 、 ブ ル ー Ｂ に は 、 変 換 テ ー ブ
ル LUTC、 LUTB、 LUTAが 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 ケ ー ス ４ で は 、 レ ッ ド Ｒ と グ リ ー ン Ｇ と が ほ ぼ 同 じ 入 力 階 調 で あ る た め 、 そ れ ら に は ２
番 目 の 輝 度 を 有 す る 変 換 特 性 の 変 換 テ ー ブ ル LUTBが 使 用 さ れ 、 ブ ル ー Ｂ に は 変 換 テ ー ブ ル
LUTAが 使 用 さ れ る 。
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【 ０ ０ ９ ０ 】
　 ケ ー ス ５ ， ６ ， ７ で は 、 グ リ ー ン Ｇ が 最 大 入 力 階 調 で あ る の で 変 換 テ ー ブ ル LUTCが 、 レ
ッ ド Ｒ は ２ 番 目 の 入 力 階 調 で あ る の で 変 換 テ ー ブ ル LUTBが 、 ブ ル ー Ｂ は 最 小 入 力 階 調 で あ
る の で 変 換 テ ー ブ ル LUTAが そ れ ぞ れ 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 図 ４ ２ （ Ｃ ） は 、 レ ッ ド Ｒ と グ リ ー ン Ｇ と の 入 力 階 調 差 が 所 定 の 範 囲 の 場 合 に 同 一 入 力
階 調 と み な し て 、 ２ 番 目 の 輝 度 の 変 換 テ ー ブ ル LUTBを 使 用 す る 例 で あ る 。 そ れ 以 外 は 図 ４
２ （ Ｂ ） と 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 以 上 の よ う に 、 Ｒ Ｇ Ｂ の ３ 色 の 入 力 階 調 値 を 比 較 し て 、 よ り 高 い 入 力 階 調 を 有 す る 色 の
入 力 階 調 を よ り 高 い 輝 度 に 変 換 さ れ る 変 換 テ ー ブ ル を 利 用 し て 階 調 変 換 す る こ と で 、 ３ 色
の 入 力 階 調 値 の 大 小 関 係 と 同 じ 輝 度 値 の 大 小 関 係 を 表 現 す る こ と が で き 、 斜 め 画 像 の 画 質
を 正 面 の 画 像 の 画 質 に 近 い も の と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 図 ４ ３ は 、 階 調 変 換 回 路 ３ ０ の 変 換 テ ー ブ ル 選 択 ア ル ゴ リ ズ ム を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト 図
で あ る 。 同 じ 画 素 に お け る Ｒ Ｇ Ｂ の 入 力 階 調 デ ー タ を 比 較 し （ S10） 、 変 換 対 象 の 色 の 入
力 階 調 デ ー タ が 最 大 か 最 小 か ２ 番 目 か を 判 断 す る （ S12,S14） 。 ２ 番 目 の 場 合 は 、 階 調 差
に 対 し て 輝 度 差 が 中 程 度 の 変 換 テ ー ブ ル LUTBが 選 択 さ れ る (S16)。 ま た 、 最 大 の 場 合 は 、
他 に 同 じ 入 力 階 調 を 有 す る 色 の 入 力 階 調 デ ー タ が 存 在 し な け れ ば （ S18） 、 輝 度 差 最 大 の
テ ー ブ ル LUTCが 選 択 さ れ （ S20） 、 存 在 す る 場 合 は 輝 度 差 中 程 度 の 変 換 テ ー ブ ル LUTBが 選
択 さ れ る （ S16） 。 同 様 に 、 最 小 の 場 合 は 、 他 に 同 じ 入 力 階 調 を 有 す る 色 の 入 力 階 調 デ ー
タ が 存 在 し な け れ ば （ S22） 、 輝 度 差 最 小 の 変 換 テ ー ブ ル LUTAが 選 択 さ れ （ S24） 、 存 在 す
れ ば 輝 度 値 中 程 度 の 変 換 テ ー ブ ル LUTBが 選 択 さ れ る （ S16） 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 階 調 変 換 回 路 ３ ０ は 、 か か る ア ル ゴ リ ズ ム に よ り 各 色 の 変 換 テ ー ブ ル を 選 択 し 、 そ の 変
換 テ ー ブ ル に 基 づ い て 入 力 階 調 信 号 を 出 力 階 調 信 号 に 変 換 す る 。 そ の た め 、 斜 め 画 像 に お
い て 、 入 力 階 調 差 に 対 応 し た 輝 度 差 を 有 す る カ ラ ー 画 像 を 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 ［ 第 ５ の 実 施 の 形 態 ］
　 第 １ ～ 第 ５ の 実 施 の 形 態 で は 、 垂 直 配 向 タ イ プ （ VA） の 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 画 素 を
複 数 の サ ブ 画 素 電 極 で 構 成 し 、 各 サ ブ 画 素 電 極 を デ ー タ バ ス 線 と ス イ ッ チ ン グ 素 子 を 介 し
て 直 接 駆 動 し 、 入 力 画 像 信 号 を 変 換 テ ー ブ ル に よ っ て 第 １ 、 第 ２ の 出 力 階 調 に 変 換 し 、 当
該 第 １ 、 第 ２ の 出 力 階 調 に 対 応 す る 第 １ 及 び 第 ２ の 駆 動 信 号 で サ ブ 画 素 電 極 を 駆 動 す る 。
こ れ に よ り 、 パ ネ ル の 上 方 斜 め 方 向 か ら 見 た 画 像 の 画 質 を 改 善 し て 視 角 特 性 を 改 善 す る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 し か し な が ら 、 画 素 を サ ブ 画 素 電 極 に 分 割 し た こ と に 伴 い 、 サ ブ 画 素 電 極 を 離 間 す る 必
要 が あ る 。 開 口 率 の 低 下 を 防 止 す る た め に は 、 サ ブ 画 素 電 極 間 の 間 隔 を で き る だ け 狭 く で
き る よ う に ス リ ッ ト を 介 し て サ ブ 画 素 電 極 を 配 置 す る こ と が 望 ま し い 。 こ の よ う な ス リ ッ
ト は 、 図 ４ で 説 明 し た よ う に 垂 直 配 向 タ イ プ の 配 向 規 制 機 能 を 持 ち 、 マ ル チ 垂 直 配 向 （ Ｍ
Ｖ Ａ ） タ イ プ の 液 晶 表 示 パ ネ ル の 実 現 に 寄 与 す る 。 と こ ろ が 、 サ ブ 画 素 電 極 間 の ス リ ッ ト
は 、 配 向 規 制 機 能 を 持 た せ る た め に は あ る 程 度 の 距 離 を 確 保 す る 必 要 が あ り 、 通 常 は 、 画
素 の 液 晶 層 の 厚 み の ３ 倍 程 度 が 必 要 に な る 。 そ の た め 、 Ｍ Ｖ Ａ タ イ プ の 液 晶 表 示 パ ネ ル で
は 、 サ ブ 画 素 電 極 を ス リ ッ ト に よ り 分 割 し て 視 角 特 性 を 改 善 し よ う と す る と 、 開 口 率 の 低
下 を 招 く こ と に な る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 そ こ で 、 第 ５ の 実 施 の 形 態 で は 、 ス リ ッ ト を 介 し て 隣 接 す る サ ブ 画 素 電 極 に 逆 極 性 の 駆
動 電 圧 を 印 加 し て 、 ス リ ッ ト 幅 を 狭 く し て も 十 分 な 配 向 規 制 機 能 を 有 す る こ と が で き る よ
う に す る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 図 ４ ４ は 、 第 ５ の 実 施 の 形 態 に お け る サ ブ 画 素 電 極 間 の ス リ ッ ト を 説 明 す る 図 で あ る 。
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図 ４ ４ （ Ａ ） は 、 Ｍ Ｖ Ａ タ イ プ の 液 晶 表 示 パ ネ ル の 断 面 図 で あ り 、 基 板 １ 上 に ス リ ッ ト を
介 し て 第 １ 、 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 Ｓ Ｐ Ｘ １ ， Ｓ Ｐ Ｘ ２ が 設 け ら れ 、 基 板 ２ 上 に 共 通 電 極 Ｃ
Ｏ Ｍ が 設 け ら れ て い る 。 ス リ ッ ト 長 Ｓ Ｌ は 、 画 素 の 液 晶 層 ４ の 厚 さ の ３ 倍 程 度 に 設 定 さ れ
て い る 。 そ し て 、 共 通 電 極 Ｃ Ｏ Ｍ に 対 し て 第 １ 、 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 Ｓ Ｐ Ｘ １ ， Ｓ Ｐ Ｘ ２
に 同 極 性 の 駆 動 電 圧 が 印 加 さ れ る と 、 矢 印 で 示 す よ う な 電 界 が 液 晶 層 ４ に 印 加 さ れ る 。 ス
リ ッ ト 長 Ｓ Ｌ を 十 分 に 長 く す る こ と で 、 ス リ ッ ト 上 の 電 界 方 向 が ス リ ッ ト 中 心 の 液 晶 分 子
Ｌ Ｃ Ｘ を 境 に 左 右 方 向 に 強 く 傾 斜 す る こ と に な り 、 左 右 の 垂 直 配 向 し て い る 液 晶 分 子 に 斜
め 方 向 の 電 界 が 印 加 さ れ 、 液 晶 分 子 Ｌ Ｃ Ｘ の 右 側 の 液 晶 分 子 は 右 側 方 向 に 配 向 し 、 左 側 の
液 晶 分 子 は 左 方 向 に 配 向 す る 。 ま た 、 ス リ ッ ト 中 心 の 液 晶 分 子 Ｌ Ｃ Ｘ は 垂 直 方 向 に 強 く 配
向 さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 と こ ろ が 、 図 ４ ４ （ Ｂ ） に 示 さ れ る よ う に 、 ス リ ッ ト 長 Ｓ Ｌ を 狭 く す る と 、 ス リ ッ ト 上
の 電 界 方 向 の 傾 斜 が 小 さ く な り 、 ス リ ッ ト 中 心 付 近 の 垂 直 方 向 の 電 界 が 弱 く な り 、 図 ４ ４
（ Ａ ） の よ う な 垂 直 方 向 に 規 制 さ れ る 液 晶 分 子 Ｌ Ｃ Ｘ が 存 在 し な く な る 可 能 性 が あ る 。 そ
の た め 、 ス リ ッ ト に よ る 配 向 規 制 効 果 が 弱 く な る 。 そ れ に と も な い 、 図 ４ ４ （ Ｃ ） に 示 す
よ う に 、 液 晶 層 ４ に 圧 力 が 加 え ら れ る な ど に よ り 液 晶 分 子 の 配 向 が 一 旦 乱 れ る と 、 ス リ ッ
ト に よ る 配 向 規 制 効 果 が 弱 い た め 、 液 晶 分 子 が 元 の 配 向 方 向 に 復 元 で き ず 、 透 過 率 の ム ラ
が 生 じ る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 そ こ で 、 第 ５ の 実 施 の 形 態 で は 、 図 ４ ４ （ Ｄ ） に 示 さ れ る よ う に 、 サ ブ 画 素 電 極 Ｓ Ｐ Ｘ
１ ， Ｓ Ｐ Ｘ ２ に 、 共 通 電 極 Ｃ Ｏ Ｍ に 対 し て 逆 極 性 の 駆 動 電 圧 を 印 加 す る 。 図 の 例 で は 、 共
通 電 極 Ｃ Ｏ Ｍ に ０ Ｖ 、 サ ブ 画 素 電 極 Ｓ Ｐ Ｘ １ に ＋ ５ Ｖ 、 サ ブ 画 素 電 極 Ｓ Ｐ Ｘ ２ に － ５ Ｖ を
印 加 し て い る 。 こ の よ う に 、 逆 極 性 の 駆 動 電 圧 を 印 加 す る こ と に よ り 、 ス リ ッ ト 上 の 液 晶
層 ４ 内 の 電 界 方 向 は 、 液 晶 層 ４ の 膜 厚 方 向 と 直 交 す る 水 平 方 向 に な り 、 こ の 水 平 方 向 の 電
界 に よ り ス リ ッ ト 中 央 部 の 液 晶 分 子 Ｌ Ｃ Ｘ が 垂 直 方 向 に 強 く 規 制 さ れ る 。 そ し て 、 こ の 液
晶 分 子 Ｌ Ｃ Ｘ を 境 に し て 、 左 右 の 液 晶 分 子 は 、 そ れ ぞ れ 左 右 に 傾 斜 し た 配 向 規 制 を 強 く 受
け る こ と に な り 、 配 向 規 制 機 能 を 強 化 す る こ と が で き る 。 か か る 逆 極 性 の 印 加 に よ り 、 サ
ブ 画 素 電 極 間 の ス リ ッ ト に 強 い 配 向 規 制 能 力 を 持 た せ つ つ 、 そ の ス リ ッ ト 長 Ｓ Ｌ を 狭 く す
る こ と が で き る 。 そ の た め 、 画 素 内 の 複 数 の サ ブ 画 素 電 極 間 の ス リ ッ ト を 狭 く し て 、 開 口
率 の 低 下 を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 図 ４ ５ は 、 第 ５ の 実 施 の 形 態 に お け る サ ブ 画 素 電 極 の 構 造 図 で あ る 。 図 ４ ５ に は ２ つ の
画 素 が 示 さ れ 、 こ の 例 は 、 図 １ ７ 、 図 ２ ２ （ Ａ ） （ Ｂ ） に 示 し た 構 成 と 類 似 す る 。 す な わ
ち 、 各 画 素 は ２ つ の サ ブ 画 素 電 極 Ｓ Ｐ Ｘ １ ， Ｓ Ｐ Ｘ ２ で 構 成 さ れ 、 各 画 素 の ２ つ の サ ブ 画
素 電 極 Ｓ Ｐ Ｘ １ ， Ｓ Ｐ Ｘ ２ に 対 し て 共 通 の デ ー タ バ ス 線 Ｄ Ｂ ０ 、 Ｄ Ｂ １ が 設 け ら れ 、 各 画
素 の ２ つ の サ ブ 画 素 電 極 SPX2,SPX1に 対 し て そ れ ぞ れ 、 ゲ ー ト バ ス 線 GB0-1,GB0-2と 、 ス イ
ッ チ ン グ 素 子 T00-1,T00-2,T01-1,T01-2と が 設 け ら れ る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 図 ４ ５ の 例 で は 、 第 １ の サ ブ 画 素 電 極 SPX1が 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 SPX2よ り 面 積 が 小 さ く
、 両 サ ブ 画 素 電 極 は 、 第 １ の ス リ ッ ト SLT1を 介 し て 配 置 さ れ て い る 。 ま た 、 第 ２ の サ ブ 画
素 電 極 SPX2に は 、 第 １ の ス リ ッ ト SLT1よ り ス リ ッ ト 幅 が 広 い 第 ２ の ス リ ッ ト SLT2が 形 成 さ
れ て い る 。 更 に 、 第 １ 、 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 SPX1,SPX2上 に は 、 図 ３ ， ４ で 示 し た 突 起 PJT
が 図 中 破 線 で 示 す よ う に 形 成 さ れ て い る 。 こ れ ら の 第 １ 、 第 ２ の ス リ ッ ト SLT1,SLT2と 突
起 PJTは 、 液 晶 の 配 向 方 向 を 規 制 す る 配 向 規 制 手 段 で あ り 、 そ れ ら は 水 平 方 向 と 垂 直 方 向
に 対 し て 約 ４ ５ 度 の 角 度 を 有 す る 。 こ れ に よ り 、 こ れ ら の 配 向 規 制 手 段 を 境 界 に し て 、 液
晶 分 子 が 反 対 方 向 に 配 向 規 制 さ れ 、 画 素 内 の 液 晶 分 子 の 配 向 方 向 が 複 数 方 向 に 規 制 さ れ る
。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 な お 、 図 示 し な い が 、 基 板 １ ， ２ に は 偏 光 軸 が ９ ０ 度 で 交 差 す る 偏 光 板 が そ れ ぞ れ 設 け
ら れ て い る 。 そ し て 、 駆 動 電 圧 が ゼ ロ で 液 晶 分 子 が 垂 直 方 向 に 配 向 し て い る と 全 て の 偏 光
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方 向 の 透 過 光 が 両 偏 光 板 で 遮 断 さ れ 、 ブ ラ ッ ク 表 示 と な る 。 そ れ に 対 し て 、 駆 動 電 圧 が 印
加 さ れ て 液 晶 分 子 が 斜 め 方 向 に 傾 く と 、 透 過 光 の 偏 光 方 向 が ９ ０ 度 回 転 し 、 透 過 光 は 両 偏
光 板 を 透 過 し 、 ホ ワ イ ト 表 示 と な る 。 従 っ て 、 配 向 規 制 手 段 と な る ス リ ッ ト の 方 向 は 、 両
偏 光 板 の 偏 光 軸 と ９ ０ 度 の 約 半 分 の 角 度 （ ４ ５ 度 ） で 交 差 す る こ と が 必 要 で あ る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 第 １ 、 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 SPX1,SPX2に は 、 図 示 し な い 共 通 電 極 の 電 位 に 対 し て 逆 極 性
の 駆 動 電 圧 が 印 加 さ れ る 。 つ ま り 、 図 ４ ４ で 示 し た 通 り で あ る 。 こ れ に よ り 、 両 サ ブ 画 素
電 極 間 の 第 １ の ス リ ッ ト SLT1の ス リ ッ ト 幅 を 狭 く す る こ と が で き る 。 一 方 、 第 ２ の サ ブ 画
素 電 極 SPX2に は 同 じ 駆 動 電 圧 が 印 加 さ れ る の で 、 当 該 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 SPX2に 設 け た 配
向 規 制 用 の 第 ２ の ス リ ッ ト SLT2の ス リ ッ ト 幅 は 、 十 分 な 配 向 規 制 機 能 を 有 す る よ う に 広 く
な っ て い る 。 ま た 、 第 １ ～ 第 ４ の 実 施 の 形 態 の よ う に ２ つ の サ ブ 画 素 電 極 に 異 な る 駆 動 電
圧 を 印 加 す る 場 合 は 、 駆 動 電 圧 の 絶 対 値 を 異 な ら せ 、 そ の 極 性 は 逆 極 性 に す る 。 む ろ ん 入
力 階 調 に よ っ て は 一 方 の サ ブ 画 素 電 極 に の み 駆 動 電 圧 を 印 加 す る こ と が あ る が 、 そ の 場 合
は 、 他 方 の サ ブ 画 素 電 極 に は 共 通 電 極 と 同 電 位 に さ れ 、 逆 極 性 に は な ら な い 。 つ ま り 、 ２
つ の サ ブ 画 素 電 極 に 同 時 に 駆 動 電 圧 を 印 加 す る 場 合 は 、 そ れ ら 駆 動 電 圧 の 極 性 は 逆 に な る
よ う に デ ー タ バ ス 駆 動 回 路 が 制 御 す る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 図 ４ ６ は 、 第 ５ の 実 施 の 形 態 に お け る サ ブ 画 素 電 極 の 別 の 構 造 図 で あ る 。 図 ４ ６ に は ２
つ の 画 素 PX00,PX01が 示 さ れ 、 こ の 例 は 、 図 １ ０ 、 図 １ ４ に 示 し た 構 成 と 類 似 す る 。 す な
わ ち 、 各 画 素 PX00,PX01は ２ つ の サ ブ 画 素 電 極 SPX1,SPX2で 構 成 さ れ 、 各 画 素 の ２ つ の サ ブ
画 素 電 極 SPX1,SPX2に 対 し て 共 通 の ゲ ー ト バ ス 線 GB0が 設 け ら れ 、 各 画 素 の ２ つ の サ ブ 画 素
電 極 SPX2,SPX1に 対 し て そ れ ぞ れ 、 デ ー タ バ ス 線 DB0-1,DB0-2、 DB1-1,DB1-2と 、 ス イ ッ チ
ン グ 素 子 T00-1,T00-2,T01-1,T01-2と が 設 け ら れ る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 そ し て 、 各 画 素 の 第 １ の サ ブ 画 素 電 極 SPX1が 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 SPX2よ り も 小 さ い 面 積
で あ る 。 ま た 、 第 １ 、 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 間 に は 、 配 向 規 制 手 段 と し て ス リ ッ ト 幅 が 狭 い
第 １ の ス リ ッ ト SLT1が 形 成 さ れ 、 第 １ 、 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 SPX1,SPX2に は 図 示 し な い 共
通 電 極 の 電 位 に 対 し て 逆 極 性 の 駆 動 電 圧 が 印 加 さ れ る 。 ま た 、 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 SPX2に
は 、 配 向 規 制 手 段 と し て ス リ ッ ト 幅 が 広 い 第 ２ の ス リ ッ ト SLT2が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 第
２ の ス リ ッ ト SLT2は 第 １ の ス リ ッ ト SLT1よ り ス リ ッ ト 幅 が 広 い 。 ま た 、 図 に 示 さ れ て い な
い が 、 ス リ ッ ト SLT1,SLT2に 平 行 し て 配 向 規 制 手 段 と し て の 突 起 が 形 成 さ れ て い る 。 つ ま
り 、 図 ４ ６ の 例 も マ ル チ 垂 直 配 向 タ イ プ （ Ｍ Ｖ Ａ ） の 液 晶 表 示 装 置 で あ る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 図 ４ ７ 、 図 ４ ８ は 、 第 ５ の 実 施 の 形 態 に お け る 駆 動 信 号 波 形 図 で あ る 。 い ず れ も 、 画 素
に 比 較 的 高 い 輝 度 を 生 成 す る 場 合 に つ い て の 例 で あ り 、 第 １ 、 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 に 共 に
比 較 的 高 い 駆 動 電 圧 が 印 加 さ れ る 。 図 ４ ７ は 、 図 ４ ６ に お け る 駆 動 信 号 波 形 を 示 す 。 す な
わ ち 、 ゲ ー ト バ ス GBへ の 駆 動 信 号 は 水 平 同 期 期 間 Hsyncの 間 Ｈ レ ベ ル に な る が 、 そ れ に 同
期 し て 、 第 １ 、 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 SPX1,SPX2へ の 駆 動 信 号 は 、 共 通 電 極 の 共 通 電 圧 VCOM
に 対 し て 逆 極 性 に さ れ る 。 ま た 、 フ レ ー ム 間 反 転 駆 動 方 式 に す る た め に 、 垂 直 同 期 期 間 Hs
yn1と Hsync2と で 第 １ 、 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 SPX1,SPX2へ の 駆 動 信 号 は 反 転 さ れ る 。 そ し て
、 垂 直 同 期 期 間 Vsync1,2の 間 は 、 両 サ ブ 画 素 電 極 へ の 逆 極 性 の 駆 動 信 号 の 印 加 が 維 持 さ れ
る 。 こ の よ う に 、 第 １ 、 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 に 極 性 の 異 な る 駆 動 電 圧 が 印 加 さ れ る の で 、
両 電 極 間 の ス リ ッ ト に は 、 図 ４ ４ （ D） に 示 し た よ う な 電 界 が 印 加 さ れ 、 ス リ ッ ト 幅 を 狭
く し て も 配 向 規 制 機 能 を よ り 強 く す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 図 ４ ８ は 、 図 ４ ５ に お け る 時 分 割 で 第 １ 、 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 を 駆 動 す る 場 合 の 駆 動 信
号 波 形 を 示 す 。 第 １ の 水 平 同 期 期 間 Hsync1に 同 期 し て 第 １ の サ ブ 画 素 電 極 SPX1へ の 駆 動 信
号 が 印 加 さ れ 、 そ れ に 続 く 第 ２ の 水 平 同 期 期 間 Hsyn2に 同 期 し て 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 SPX2
へ の 駆 動 信 号 が 印 加 さ れ る 。 つ ま り 、 第 １ 、 第 ２ の 水 平 同 期 期 間 Hsync1,Hsync2の 異 な る
時 間 帯 に 、 時 分 割 で 逆 極 性 の 駆 動 電 圧 が 第 １ 、 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 に 印 加 さ れ る 。 そ し て
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、 第 １ 、 第 ２ の 両 サ ブ 画 素 電 極 へ の 逆 極 性 の 駆 動 電 圧 が 、 垂 直 同 期 期 間 Vsync1,2の 間 維 持
さ れ る 。 し た が っ て 、 こ の 場 合 も 、 長 い 水 平 同 期 期 間 の ほ ぼ 全 期 間 に お い て 、 第 １ 、 第 ２
の サ ブ 画 素 電 極 に 逆 極 性 の 駆 動 電 圧 が 印 加 さ れ る の で 、 ス リ ッ ト 幅 を 狭 く し て も 配 向 規 制
機 能 を よ り 強 く 維 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 ［ 第 ６ の 実 施 の 形 態 ］
　 図 ４ ９ 、 図 ５ ０ は 、 第 ６ の 実 施 の 形 態 に お け る サ ブ 画 素 電 極 の 構 成 図 で あ る 。 第 １ ～ 第
４ の 実 施 の 形 態 で は 、 各 画 素 を 複 数 の サ ブ 画 素 電 極 に 分 離 し 、 第 １ 及 び 第 ２ の サ ブ 画 素 電
極 に 、 第 １ 、 第 ２ の 駆 動 電 圧 を 印 加 す る 。 そ れ に 伴 っ て 、 画 像 信 号 の 入 力 階 調 が 低 い 領 域
な ど 特 定 の 中 間 調 領 域 に お い て は 、 一 方 の サ ブ 画 素 電 極 の み に 駆 動 電 圧 が 印 加 さ れ 、 一 方
の サ ブ 画 素 電 極 に 対 応 す る 液 晶 層 の み 透 過 率 が 高 く 高 輝 度 に な り 、 他 方 の サ ブ 画 素 電 極 は
輝 度 ゼ ロ （ 黒 表 示 ） に な る 場 合 が あ る 。 一 方 、 液 晶 表 示 パ ネ ル の 大 型 化 に 伴 っ て 、 画 素 領
域 の 面 積 も 大 き く な り 、 サ ブ 画 素 電 極 の 面 積 も 大 き く な る 。 そ の 場 合 、 上 記 の 中 間 調 に お
い て 、 一 方 の サ ブ 画 素 電 極 の み が 高 輝 度 状 態 に な る と 、 例 え ば 肌 色 な ど の 中 間 調 に も か か
わ ら ず 、 黒 表 示 の サ ブ 画 素 電 極 の 中 に 高 輝 度 の サ ブ 画 素 電 極 が 目 立 っ て 認 識 さ れ 、 中 間 調
の 画 質 が ざ ら ざ ら に 見 え 、 粒 状 感 が 悪 く な る と い う 問 題 を 招 く こ と が 予 想 さ れ る 。 そ こ で
、 第 ６ の 実 施 の 形 態 で は 、 第 １ 、 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 を 共 に 複 数 個 に 分 割 し 、 分 割 さ れ た
サ ブ 画 素 電 極 を 画 素 領 域 内 に お い て 分 散 し て 配 置 す る 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 図 ４ ９ の サ ブ 画 素 電 極 構 造 に よ れ ば 、 第 １ の サ ブ 画 素 電 極 SPX1が ２ つ に 分 割 さ れ （ SPX1
(1),SPX1(2)） 、 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 SPX2も ２ つ に 分 割 さ れ （ SPX2(1),SPX2(2)） 、 そ れ ら
分 割 さ れ た サ ブ 画 素 電 極 が 、 画 素 Ｐ Ｘ 内 で 対 角 線 状 に 分 散 し て 配 置 さ れ て い る 。 こ れ に よ
り 、 第 １ の サ ブ 画 素 電 極 SPX1の み が 高 輝 度 状 態 に な っ て も 、 そ れ が 画 素 PX内 で 分 散 さ れ て
い る の で 、 画 素 PXの 大 型 化 に よ る 粒 状 感 の 悪 化 を 防 止 す る こ と が で き る 。 サ ブ 画 素 電 極 は
、 対 角 線 状 に 分 散 配 置 さ れ た た め 、 同 じ サ ブ 画 素 電 極 ど う し は 、 デ ー タ バ ス 線 DB0-2を ま
た い で 接 続 さ れ 、 実 線 と 破 線 で 示 し た 接 続 部 分 で デ ー タ バ ス 線 DB0-2と 重 複 す る 。
【 ０ １ １ １ 】
　 図 ５ ０ の サ ブ 画 素 電 極 構 造 に よ れ ば 、 第 １ 、 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 SPX1,SPX2は 、 そ れ ぞ
れ ４ つ に 分 割 さ れ て い る 。 そ し て 、 そ れ ら 分 割 さ れ た サ ブ 画 素 電 極 は 、 画 素 PX内 に お い て
左 右 に 互 い 違 い に 分 散 し て 配 置 さ れ て い る 。 こ の 場 合 も 、 サ ブ 画 素 電 極 は 、 左 右 に 互 い 違
い に 分 散 配 置 さ れ た た め 、 同 じ サ ブ 画 素 電 極 ど う し は 、 デ ー タ バ ス 線 DB0-2を ま た い で 接
続 さ れ 、 実 線 と 破 線 で 示 し た 接 続 部 分 で デ ー タ バ ス 線 DB0-2と 重 複 す る 。 こ の 例 で は 、 サ
ブ 画 素 電 極 が 細 か く 分 割 さ れ 且 つ 分 散 配 置 さ れ る の で 、 中 間 調 に お い て 第 １ の サ ブ 画 素 電
極 の み が 高 輝 度 に な っ て も 、 粒 状 感 は 抑 制 さ れ る 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 ま た 、 図 ４ ９ 、 図 ５ ０ の サ ブ 画 素 電 極 の 配 置 例 で は 、 第 １ 及 び 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 が 、
共 に 同 じ 面 積 で デ ー タ バ ス 線 DB0-1,DB0-2と 隣 接 し て い る 。 こ の 理 由 は 後 述 す る 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 図 ５ １ 、 図 ５ ２ は 、 第 ６ の 実 施 の 形 態 に お け る サ ブ 画 素 電 極 の 別 の 構 造 図 で あ る 。 図 ５
１ の 例 で は 、 第 １ の サ ブ 画 素 電 極 SPX1が ２ 分 割 さ れ 、 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 SPX2が ４ 分 割 さ
れ 、 デ ー タ バ ス 線 DB0-1,DB0-2と の 間 に 、 第 １ の サ ブ 画 素 電 極 SPX1(1)が 第 ２ の サ ブ 画 素 電
極 SPX2(1),SPX2(2)に 挟 ま れ て 配 置 さ れ 、 デ ー タ バ ス 線 DB0-2,DB1-1と の 間 に 、 第 １ の サ ブ
画 素 電 極 SPX1(2)が 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 SPX2(3),SPX2(4)に 挟 ま れ て 配 置 さ れ て い る 。 つ ま
り 、 こ の 例 に お い て も 、 分 割 さ れ た サ ブ 画 素 電 極 が 画 素 PX内 で 分 散 配 置 さ れ て い る が 、 第
１ の サ ブ 画 素 電 極 は デ ー タ バ ス 線 と 隣 接 す る こ と な く 配 置 さ れ 、 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 が デ
ー タ バ ス 線 と 隣 接 し て 配 置 さ れ る 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 図 ５ ２ の 例 は 、 第 １ 、 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 SPX1,SPX2の デ ー タ バ ス 線 DBと の 隣 接 関 係 で
図 ５ １ と は 逆 に な っ て い る 。 つ ま り 、 デ ー タ バ ス 線 DB0-1,DB0-2と の 間 に お い て 、 第 ２ の
サ ブ 画 素 電 極 SPX2が 第 １ の サ ブ 画 素 電 極 SPX1に 挟 ま れ て 配 置 さ れ 、 同 様 に 、 デ ー タ バ ス 線
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DB0-2,DB1-1と の 間 に お い て 、 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 SPX2が 第 １ の サ ブ 画 素 電 極 SPX1に 挟 ま
れ て 配 置 さ れ て い る 。 し か も 、 分 割 さ れ た サ ブ 画 素 電 極 は 、 画 素 内 に お い て 分 散 し て 配 置
さ れ て い る 。 図 ５ １ ， 図 ５ ２ に お い て も 、 第 １ の サ ブ 画 素 電 極 が 、 デ ー タ バ ス 線 DB0-2を
介 し て 分 散 配 置 さ れ て い る の で 、 そ れ ら を 接 続 す る 接 続 部 分 が そ の デ ー タ バ ス 線 と 重 な る
こ と に な る 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 図 ４ ９ ～ 図 ５ ２ に 示 し た サ ブ 画 素 電 極 の 構 造 例 で は 、 液 晶 表 示 パ ネ ル の 縦 方 向 の ク ロ ス
ト ー ク を 抑 制 す る た め に サ ブ 画 素 電 極 と サ ブ 画 素 電 極 を は さ む 両 側 の デ ー タ バ ス 線 と の 寄
生 容 量 Cds1,Cds2が 等 し く な る か 、 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 と デ ー タ バ ス 線 と の 寄 生 容 量 Cdsに
比 較 し て 第 １ の サ ブ 画 素 電 極 と デ ー タ バ ス 線 と の 寄 生 容 量 Cdsが 非 常 に 小 さ く な る よ う に
し て い る 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 図 １ ４ （ Ｂ ） に 示 し た 画 素 内 の 寄 生 容 量 を 示 し た 等 価 回 路 図 を 参 照 す る と 、 サ ブ 画 素 電
極 SPX1,SPX2と デ ー タ バ ス 線 DB0-1,DB0-2と の 間 に は 、 ド レ イ ン ・ ソ ー ス 間 寄 生 容 量 Cds1,C
ds2が 存 在 す る 。 デ ー タ バ ス の 電 位 は 表 示 さ れ る 画 像 に 合 わ せ て 常 に 変 化 し て お り 、 サ ブ
画 素 電 極 は ド レ イ ン ・ ソ ー ス 間 寄 生 容 量 Cds1,Cds2を 通 し て そ の 影 響 を 受 け る 。 例 え ば 画
面 全 体 が 低 い 輝 度 の 表 示 で 、 そ の 中 央 部 分 に 高 輝 度 の 四 角 が 描 か れ た 画 像 を 表 示 し た 場 合
に 、 高 輝 度 の 四 角 の 上 下 の 低 輝 度 領 域 は 、 高 輝 度 の 四 角 の 領 域 が 書 き 込 み さ れ て い る 期 間
は ド レ イ ン ・ ソ ー ス 間 寄 生 容 量 Cds1,Cds2を 通 し て デ ー タ バ ス 電 圧 の 影 響 を 受 け る 。 こ の
結 果 、 高 輝 度 の 四 角 の 上 下 の 低 輝 度 領 域 に は 若 干 高 い 駆 動 電 圧 が 印 加 さ れ 、 低 い 輝 度 の 画
像 が 高 い 輝 度 に 変 化 し て し ま う 。 こ れ が 縦 方 向 の ク ロ ス ト ー ク で あ る 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 そ こ で 、 第 ５ の 実 施 の 形 態 で は 、 サ ブ 画 素 電 極 に 対 応 し て 第 １ 、 第 ２ の デ ー タ バ ス 線 に
逆 極 性 の 駆 動 電 圧 を 印 加 す る 。 極 性 が 逆 で あ れ ば 効 果 は 相 殺 さ れ る た め 、 サ ブ 画 素 電 極 と
１ 対 の デ ー タ バ ス 線 と の 間 の 寄 生 容 量 を バ ラ ン ス さ せ る こ と で 、 ま た は 、 寄 生 容 量 を ゼ ロ
に す る こ と で 、 上 記 の 縦 方 向 の ク ロ ス ト ー ク を な く す こ と が で き る 。
【 ０ １ １ ８ 】
　 図 ４ ９ 、 図 ５ ０ に 示 し た 実 施 の 形 態 で は 、 各 サ ブ 画 素 電 極 に お け る 両 デ ー タ バ ス 線 と の
間 の 寄 生 容 量 Cds1,Cds2が バ ラ ン ス す る よ う に 、 つ ま り ほ ぼ 等 し く な る よ う に 、 分 割 し た
サ ブ 画 素 電 極 を 配 置 し て い る 。 図 ４ ９ の 例 で は 、 第 １ の サ ブ 画 素 電 極 SPX1(1)は 、 デ ー タ
バ ス 線 DB0-1,DB0-2と 同 じ 面 積 で 隣 接 し て い る 。 同 様 に 、 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 SPX2(1)も 、
デ ー タ バ ス 線 DB0-1,DB0-2と 同 じ 面 積 で 隣 接 し て い る 。 残 り の サ ブ 画 素 電 極 も 同 様 で あ る
。 図 ５ ０ の 例 で も 、 各 サ ブ 画 素 電 極 は 、 １ 対 の デ ー タ バ ス 線 と 同 じ 面 積 で 隣 接 し て い る 。
こ れ に よ り 、 逆 極 性 の 電 圧 が 印 加 さ れ る １ 対 の デ ー タ バ ス 線 と の 間 の 寄 生 容 量 に よ る サ ブ
画 素 電 極 へ の カ ッ プ リ ン グ 効 果 を 相 殺 す る こ と が で き 、 縦 方 向 の ク ロ ス ト ー ク を 抑 制 す る
こ と が で き る 。
【 ０ １ １ ９ 】
　 図 ４ ６ の 例 は 、 上 記 図 ４ ９ ， 図 ５ ０ の 例 と 同 様 に 分 割 さ れ た サ ブ 画 素 電 極 が 配 置 さ れ て
い る 。 画 素 PX00に お い て 、 左 側 の サ ブ 画 素 電 極 SPX1は 、 デ ー タ バ ス 線 DB0-1,DB0-2と 同 じ
面 積 を 介 し て 隣 接 配 置 さ れ 、 同 様 に 右 側 の サ ブ 画 素 電 極 SPX1も 、 デ ー タ バ ス 線 DB0-2,DB1-
1と 同 じ 面 積 を 介 し て 隣 接 配 置 さ れ て い る 。 こ れ に 伴 っ て 、 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 SPX2も 同
様 に デ ー タ バ ス 線 対 と 隣 接 配 置 さ れ る 。
【 ０ １ ２ ０ 】
　 一 方 、 図 ５ １ に 示 し た 実 施 の 形 態 で は 、 第 １ の サ ブ 画 素 電 極 SPX1は 、 デ ー タ バ ス 線 と は
離 れ て 配 置 さ れ て い る の で 、 寄 生 容 量 Cds1,Cds2は 非 常 に 小 さ く 、 縦 方 向 ク ロ ス ト ー ク の
問 題 は 小 さ い 。 一 方 、 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 SPX2は 、 両 側 の デ ー タ バ ス 線 と は 同 じ 面 積 を 介
し て 配 置 さ れ て い る の で 、 縦 方 向 の ク ロ ス ト ー ク を 抑 制 す る こ と が で き る 。 図 ５ ２ の 例 で
は 、 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 SPX2の 寄 生 容 量 Cds1,Cds2を 小 さ く し 、 第 １ の サ ブ 画 素 電 極 SPX1
の 寄 生 容 量 Cds1,Cds2を バ ラ ン ス さ せ て い る 。
【 ０ １ ２ １ 】
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　 上 記 の 実 施 の 形 態 に お い て 画 素 内 を 複 数 の サ ブ 画 素 電 極 で 構 成 し 、 更 に サ ブ 画 素 電 極 を
分 割 し 且 つ 分 散 配 置 し た 。 そ こ で 、 こ れ ら の 分 割 し た サ ブ 画 素 電 極 に 対 し て 異 な る 色 の カ
ラ ー フ ィ ル タ 層 を 設 け る こ と が で き る 。 こ の よ う に 分 割 し た サ ブ 画 素 電 極 に 対 し て 異 な る
色 の カ ラ ー フ ィ ル タ 層 を 設 け る こ と で 、 カ ラ ー フ ィ ル タ の 色 が 分 散 し て 配 置 さ れ 、 RGB画
素 の サ イ ズ が 実 質 的 に 細 分 化 さ れ 、 よ り 細 や か な 画 質 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ２ ２ 】
　 ま た 、 異 な る 色 の カ ラ ー フ ィ ル タ 間 領 域 に は 、 ブ ラ ッ ク マ ト リ ク ス 膜 を 設 け る こ と が 一
般 的 で あ る 。 し か し 、 上 記 の 実 施 の 形 態 に お い て 、 画 素 内 に お け る サ ブ 画 素 電 極 間 の 第 １
の ス リ ッ ト 領 域 は 、 垂 直 方 向 に 強 く 配 向 し た 液 晶 分 子 LCXが 形 成 さ れ 、 不 透 明 （ ブ ラ ッ ク
表 示 ） に 制 御 さ れ る 。 し た が っ て 、 サ ブ 画 素 電 極 間 の 第 １ の ス リ ッ ト 領 域 上 に は ブ ラ ッ ク
ス ト ラ イ プ 膜 を 設 け る 必 要 は な い 。
【 ０ １ ２ ３ 】
　 ［ 第 ７ の 実 施 の 形 態 ］
　 図 ５ ３ 、 図 ５ ４ は 、 第 ７ の 実 施 の 形 態 に お け る サ ブ 画 素 電 極 の 構 成 図 で あ る 。 図 ４ ９ ～
図 ５ ２ の サ ブ 画 素 電 極 の 構 成 例 で は 、 画 素 領 域 PX内 に デ ー タ バ ス 線 DB0-2が 配 置 さ れ 、 そ
の デ ー タ バ ス 線 に よ り サ ブ 画 素 電 極 が 分 断 さ れ て い る 。 こ れ に 対 し て 、 図 ５ ３ 、 図 ５ ４ の
サ ブ 画 素 電 極 の 例 で は 、 １ 対 の デ ー タ バ ス 線 DB0-1,DB0-2及 び DB1-1,DB1-2が 、 画 素 領 域 PX
の 両 側 に 配 置 さ れ 、 画 素 領 域 内 に デ ー タ バ ス 線 が 設 け ら れ て い な い 。 か か る レ イ ア ウ ト に
す る こ と で 、 サ ブ 画 素 電 極 が 十 分 に 広 い 領 域 HBに お い て 、 高 い 透 過 率 領 域 を 提 供 す る こ と
が 可 能 に な る 。 す な わ ち 、 サ ブ 画 素 電 極 に 所 定 の 駆 動 電 圧 が 印 加 さ れ る こ と で 、 そ こ の 液
晶 分 子 が 配 向 し て 透 過 率 が 高 く さ れ る 。 と こ ろ が 、 サ ブ 画 素 電 極 の 両 端 に お い て は 配 向 規
制 手 段 が 適 切 に 設 け ら れ な い な ど の 理 由 か ら 、 必 ず し も 高 い 透 過 率 に す る こ と が で き な い
。 そ の た め 、 図 ４ ９ ～ 図 ５ ２ の よ う に 、 画 素 領 域 内 に デ ー タ バ ス 線 が 配 置 さ れ る と 、 そ れ
に よ り サ ブ 画 素 電 極 が 分 断 さ れ 、 両 端 の 低 い 透 過 率 領 域 が 増 え て し ま う 。
【 ０ １ ２ ４ 】
　 そ れ に 対 し て 、 図 ５ ３ 、 図 ５ ４ の よ う に 画 素 領 域 PXの 両 端 に デ ー タ バ ス 線 を 配 置 す る こ
と で 、 画 素 領 域 PXの 左 右 全 域 に わ た っ て サ ブ 画 素 電 極 を 配 置 す る こ と が で き る 。 そ の た め
、 サ ブ 画 素 電 極 が デ ー タ バ ス 線 で 分 断 さ れ ず 、 両 端 の 低 い 透 過 率 領 域 を 減 ら す こ と が で き
、 高 い 透 過 率 領 域 HBを 広 く す る こ と が で き る 。 か か る 効 果 は 、 よ り 明 る い 画 像 の 提 供 を 可
能 に す る 。
【 ０ １ ２ ５ 】
　 図 ５ ３ の 例 で は 、 第 １ 、 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 SPX1,PSX2を 合 わ せ て も 、 画 素 領 域 内 に 両
端 領 域 が ２ カ 所 し か な い 。 こ の 例 に お い て 、 サ ブ 画 素 電 極 間 の 第 １ の ス リ ッ ト は 配 向 規 制
機 能 を 有 す る の で 、 か か る 第 １ の ス リ ッ ト の 部 分 は 高 い 輝 度 領 域 に 制 御 さ れ る 。 同 様 に 、
図 ５ ４ の 例 で も 、 各 サ ブ 画 素 電 極 が 画 素 領 域 内 の 水 平 方 向 全 面 に わ た り 形 成 さ れ て い る の
で 、 第 １ 、 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 SPX1,SPX2の 両 端 領 域 が ２ カ 所 し か な い 。 そ の た め 、 高 輝
度 領 域 HBを よ り 広 く と る こ と が で き る 。
【 ０ １ ２ ６ 】
　 以 上 の 実 施 の 形 態 を ま と め る と 、 次 の 付 記 の と お り で あ る 。
【 ０ １ ２ ７ 】
　 （ 付 記 １ ） １ 対 の 基 板 間 に 設 け ら れ た 液 晶 層 を 有 し 、 電 圧 無 印 加 状 態 で 当 該 液 晶 層 内 の
液 晶 分 子 が ほ ぼ 垂 直 方 向 に 配 向 し て い る 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、
　 前 記 基 板 上 に マ ト リ ク ス 状 に 配 置 さ れ 、 そ れ ぞ れ 複 数 の サ ブ 画 素 電 極 を 有 す る 画 素 と 、
　 前 記 複 数 の サ ブ 画 素 電 極 に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ た 複 数 の ス イ ッ チ ン グ 素 子 と 、
　 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 に 接 続 さ れ た 複 数 の デ ー タ バ ス 線 と 、
　 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 に 接 続 さ れ 当 該 ス イ ッ チ ン グ 素 子 を 制 御 す る 複 数 の ゲ ー ト バ ス 線
と 、
　 前 記 デ ー タ バ ス 線 に 駆 動 信 号 を 供 給 し 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 を 介 し て 前 記 サ ブ 画 素 電 極
に 当 該 駆 動 信 号 を 印 加 す る デ ー タ バ ス 駆 動 回 路 と 、
　 前 記 基 板 上 に 設 け ら れ 前 記 液 晶 分 子 の 配 向 方 向 を 複 数 方 向 に 規 制 す る 配 向 規 制 手 段 と を
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有 し 、
　 １ つ の 画 素 内 に お い て 、 面 積 が 異 な る 第 １ 及 び 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 が 設 け ら れ 、
　 前 記 デ ー タ バ ス 駆 動 回 路 は 、 画 像 信 号 の 入 力 階 調 に 対 し て 階 調 増 加 に 応 じ て 低 輝 度 か ら
高 輝 度 に 変 化 さ せ る 第 １ の 駆 動 信 号 を 前 記 第 １ の サ ブ 画 素 電 極 に 印 加 し 、 前 記 画 像 信 号 の
入 力 階 調 に 対 し て 階 調 増 加 に 応 じ て 低 輝 度 か ら 高 輝 度 に 変 化 さ せ 且 つ 前 記 第 １ の 駆 動 信 号
よ り 低 い 輝 度 の 第 ２ の 駆 動 信 号 を 前 記 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 に 印 加 す る こ と を 特 徴 と す る 液
晶 表 示 装 置 。
【 ０ １ ２ ８ 】
　 （ 付 記 ２ ） 付 記 １ に お い て 、
　 前 記 デ ー タ バ ス 線 は 、 １ つ の 画 素 に 対 し て 第 １ 及 び 第 ２ の デ ー タ バ ス 線 を 有 し 、
　 前 記 デ ー タ バ ス 駆 動 回 路 は 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の デ ー タ バ ス 線 を 介 し て 前 記 第 １ 及 び 第
２ の 駆 動 信 号 を 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 に そ れ ぞ れ 印 加 す る こ と を 特 徴 と す る 液
晶 表 示 装 置 。
【 ０ １ ２ ９ 】
　 （ 付 記 ３ ） 付 記 １ に お い て 、
　 前 記 デ ー タ バ ス 駆 動 回 路 は 、 共 通 の デ ー タ バ ス 線 を 介 し て 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 駆 動 信
号 を 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 に 、 時 分 割 で そ れ ぞ れ 印 加 す る こ と を 特 徴 と す る 液
晶 表 示 装 置 。
【 ０ １ ３ ０ 】
　 （ 付 記 ４ ） 付 記 １ 乃 至 ３ の い ず れ か に お い て 、
　 更 に 、 前 記 画 像 信 号 の 入 力 階 調 を 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 駆 動 信 号 に 対 応 す る 出 力 階 調 に 変
換 す る 階 調 変 換 回 路 を 有 し 、 前 記 デ ー タ バ ス 駆 動 回 路 は 、 当 該 出 力 階 調 に 応 じ て 前 記 第 １
及 び 第 ２ の 駆 動 信 号 を サ ブ 画 素 電 極 に 印 加 す る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 ０ １ ３ １ 】
　 （ 付 記 ５ ） 付 記 １ に お い て 、
　 前 記 デ ー タ バ ス 線 方 向 に 隣 接 す る 第 １ 及 び 第 ２ の 画 素 が そ れ ぞ れ 前 記 第 １ の サ ブ 画 素 電
極 を 有 し 、 当 該 隣 接 す る 第 １ 及 び 第 ２ の 画 素 が 共 通 の 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 を 共 有 し 、 前 記
第 １ の 画 素 へ の 駆 動 は 当 該 第 １ の 画 素 の 第 １ の サ ブ 画 素 電 極 及 び 共 有 す る 第 ２ の サ ブ 画 素
電 極 の 駆 動 に よ り 行 わ れ 、 前 記 第 ２ の 画 素 へ の 駆 動 は 前 記 共 有 す る 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 と
当 該 第 ２ の 画 素 の 第 １ の サ ブ 画 素 電 極 の 駆 動 に よ り 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装
置 。
【 ０ １ ３ ２ 】
　 （ 付 記 ６ ） 付 記 ５ に お い て 、
　 更 に 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 画 素 に 対 す る 画 像 信 号 の 入 力 階 調 を 、 前 記 第 １ の 画 素 の 第 １
の サ ブ 画 素 電 極 へ の 駆 動 信 号 と 、 前 記 共 有 す る 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 へ の 駆 動 信 号 と 、 前 記
第 ２ の 画 素 の 第 １ の サ ブ 画 素 電 極 へ の 駆 動 信 号 と に 対 応 す る 出 力 階 調 に 変 換 す る 階 調 変 換
回 路 を 有 し 、 前 記 デ ー タ バ ス 駆 動 回 路 は 、 当 該 出 力 階 調 に 応 じ て 前 記 駆 動 信 号 を サ ブ 画 素
電 極 に 印 加 す る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 ０ １ ３ ３ 】
　 （ 付 記 ７ ） 付 記 ５ に お い て 、
　 前 記 デ ー タ バ ス 駆 動 回 路 は 、 共 通 の デ ー タ バ ス 線 を 介 し て 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 駆 動 信
号 を 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 に 、 時 分 割 で そ れ ぞ れ 印 加 す る こ と を 特 徴 と す る 液
晶 表 示 装 置 。
【 ０ １ ３ ４ 】
　 （ 付 記 ８ ） 付 記 １ に お い て 、
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 駆 動 信 号 の 前 記 画 像 信 号 の 入 力 階 調 に 対 す る 特 性 は 、 当 該 駆 動 信 号
に よ り 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 が 駆 動 さ れ た と き に 前 記 基 板 正 面 か ら 観 察 さ れ る
輝 度 特 性 が 所 定 の ガ ン マ 特 性 を 有 す る よ う に 設 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装
置 。
【 ０ １ ３ ５ 】
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　 （ 付 記 ９ ） 付 記 １ に お い て 、
　 前 記 第 １ の サ ブ 画 素 電 極 の 面 積 が 前 記 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 よ り 小 さ く 、
　 前 記 デ ー タ バ ス 駆 動 回 路 は 、 前 記 画 像 信 号 の 入 力 階 調 が 低 い 側 の 第 １ の 階 調 領 域 に お い
て は 、 前 記 第 １ の 駆 動 信 号 を 前 記 第 １ の サ ブ 画 素 電 極 に 、 前 記 第 ２ の 駆 動 信 号 を 前 記 第 ２
の サ ブ 画 素 電 極 に そ れ ぞ れ 印 加 し 、
　 前 記 デ ー タ バ ス 駆 動 回 路 は 、 更 に 、 前 記 第 １ の 階 調 領 域 よ り 高 い 側 の 第 ２ の 階 調 領 域 に
お い て は 、 前 記 画 像 信 号 の 入 力 階 調 に 対 し て 階 調 増 加 に 応 じ て 低 輝 度 か ら 高 輝 度 に 変 化 さ
せ る 第 ３ の 駆 動 信 号 を 前 記 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 に 印 加 し 、 前 記 画 像 信 号 の 入 力 階 調 に 対 し
て 階 調 増 加 に 応 じ て 低 輝 度 か ら 高 輝 度 に 変 化 さ せ 且 つ 前 記 第 ３ の 駆 動 信 号 よ り 低 い 輝 度 の
第 ４ の 駆 動 信 号 を 前 記 第 １ の サ ブ 画 素 電 極 に 印 加 す る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。 （
図 ２ ７ ）
　 （ 付 記 １ ０ ） 付 記 ９ に お い て 、
　 更 に 、 前 記 画 像 信 号 の 入 力 階 調 を 、 前 記 第 １ の 階 調 領 域 に お い て は 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２
の 駆 動 信 号 に 対 応 す る 第 １ 及 び 第 ２ の 出 力 階 調 に 変 換 し 、 前 記 第 ２ の 階 調 領 域 に お い て は
、 前 記 第 ３ 及 び 第 ４ の 駆 動 信 号 に 対 応 す る 第 ３ 及 び 第 ４ の 出 力 階 調 に 変 換 し 、 前 記 出 力 階
調 を 前 記 デ ー タ バ ス 駆 動 回 路 に 供 給 す る 階 調 変 換 回 路 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示
装 置 。
【 ０ １ ３ ６ 】
　 （ 付 記 １ １ ） 付 記 ９ に お い て 、
　 更 に 、 前 記 画 像 信 号 の 入 力 階 調 を 、 前 記 第 １ の 階 調 領 域 に お い て は 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２
の 駆 動 信 号 に 対 応 す る 第 １ 及 び 第 ２ の 出 力 階 調 に 変 換 し 、 前 記 第 ２ の 階 調 領 域 に お い て は
、 前 記 第 ３ 及 び 第 ４ の 駆 動 信 号 に 対 応 す る 第 ３ 及 び 第 ４ の 出 力 階 調 に 変 換 し 、 当 該 出 力 階
調 を 前 記 デ ー タ バ ス 駆 動 回 路 に 供 給 す る 階 調 変 換 回 路 を 有 し 、
　 当 該 階 調 変 換 回 路 は 、
前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 駆 動 信 号 が 同 じ 入 力 階 調 に 対 し て 第 １ の 差 を 有 し 且 つ 前 記 第 ３ 及 び 第
４ の 駆 動 信 号 が 同 じ 入 力 階 調 に 対 し て 第 ２ の 差 を 有 す る 第 １ の 変 換 モ ー ド と 、 前 記 第 １ 及
び 第 ２ の 駆 動 信 号 が 同 じ 入 力 階 調 に 対 し て 前 記 第 １ の 差 よ り も 小 さ い 第 ３ の 差 を 有 し 且 つ
前 記 第 ３ 及 び 第 ４ の 駆 動 信 号 が 同 じ 入 力 階 調 に 対 し て 前 記 第 ２ の 差 よ り も 小 さ い 第 ４ の 差
を 有 す る 第 ２ の 変 換 モ ー ド と を 有 し 、
　 更 に 、 当 該 階 調 変 換 回 路 は 、 画 素 毎 に 複 数 の 色 の 画 像 信 号 の 入 力 階 調 を 比 較 し 、 第 １ の
入 力 階 調 を 有 す る 第 １ の 色 の 入 力 階 調 を 前 記 第 １ の 変 換 モ ー ド で 前 記 第 １ 乃 至 第 ４ の 出 力
階 調 に 変 換 し 、 前 記 第 １ の 入 力 階 調 よ り も 高 い 第 ２ の 入 力 階 調 を 有 す る 第 ２ 色 の 入 力 階 調
を 前 記 第 ２ の 変 換 モ ー ド で 前 記 第 １ 乃 至 第 ４ の 出 力 階 調 に 変 換 す る こ と を 特 徴 と す る 液 晶
表 示 装 置 。 （ 図 ３ ４ ）
　 （ 付 記 １ ２ ） 付 記 １ １ に お い て 、
　 前 記 複 数 の 色 は 少 な く と も ３ つ の 色 を 有 し 、
　 前 記 階 調 変 換 回 路 は 、 更 に 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 駆 動 信 号 が 同 じ 入 力 階 調 に 対 し て 第 ３
の 差 よ り も 小 さ い 第 ５ の 差 を 有 し 且 つ 前 記 第 ３ 及 び 第 ４ の 駆 動 信 号 が 同 じ 入 力 階 調 に 対 し
て 第 ４ の 差 よ り も 小 さ い 第 ６ の 差 を 有 す る 第 ３ の 変 換 モ ー ド と を 有 し 、
　 当 該 階 調 変 換 回 路 は 、 前 記 複 数 の 色 の 画 像 信 号 に 入 力 階 調 を 比 較 し 、 第 １ の 入 力 階 調 を
有 す る 第 １ の 色 の 入 力 階 調 を 前 記 第 １ の 変 換 モ ー ド で 前 記 第 １ 乃 至 第 ４ の 出 力 階 調 に 変 換
し 、 前 記 第 １ の 入 力 階 調 よ り も 高 い 第 ２ の 入 力 階 調 を 有 す る 第 ２ の 色 の 入 力 階 調 を 前 記 第
２ の 変 換 モ ー ド で 前 記 第 １ 乃 至 第 ４ の 出 力 階 調 に 変 換 し 、 更 に 、 前 記 第 ２ の 入 力 階 調 よ り
も 高 い 第 ３ の 入 力 階 調 を 有 す る 第 ３ の 色 の 入 力 階 調 を 前 記 第 ３ の 変 換 モ ー ド で 前 記 第 １ 乃
至 第 ４ の 出 力 階 調 に 変 換 す る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。 （ 図 ３ ４ ）
　 （ 付 記 １ ３ ） 付 記 ９ に お い て 、
　 前 記 第 ３ 及 び 第 ４ の 駆 動 信 号 の 前 記 画 像 信 号 の 入 力 階 調 に 対 す る 特 性 は 、 当 該 駆 動 信 号
に よ り 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 が 駆 動 さ れ た と き に 前 記 基 板 正 面 か ら 観 察 さ れ る
輝 度 特 性 が 所 定 の ガ ン マ 特 性 を 有 す る よ う に 設 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装
置 。
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【 ０ １ ３ ７ 】
　 （ 付 記 １ ４ ） 付 記 １ に お い て 、
　 前 記 画 素 は 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 が 第 １ の 面 積 大 小 関 係 に あ る 第 １ の 画 素
と 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 が 前 記 第 １ の 面 積 大 小 関 係 と 異 な る 第 ２ の 面 積 大 小
関 係 に あ る 第 ２ の 画 素 と を 有 し 、
　 当 該 第 １ 及 び 第 ２ の 画 素 が 、 隣 接 し て 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
（ 図 ３ １ ， ３ ２ ）
　 （ 付 記 １ ５ ） １ 対 の 基 板 間 に 設 け ら れ た 液 晶 層 を 有 し 、 電 圧 無 印 加 状 態 で 当 該 液 晶 層 内
の 液 晶 分 子 が ほ ぼ 垂 直 方 向 に 配 向 し て い る 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、
　 前 記 基 板 上 に マ ト リ ク ス 状 に 配 置 さ れ 、 そ れ ぞ れ 複 数 の サ ブ 画 素 電 極 を 有 す る 画 素 と 、
　 前 記 複 数 の サ ブ 画 素 電 極 に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ た 複 数 の ス イ ッ チ ン グ 素 子 と 、
　 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 に 接 続 さ れ た 複 数 の デ ー タ バ ス 線 と 、
　 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 に 接 続 さ れ 当 該 ス イ ッ チ ン グ 素 子 を 制 御 す る 複 数 の ゲ ー ト バ ス 線
と 、
　 前 記 デ ー タ バ ス 線 に 駆 動 信 号 を 供 給 し 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 を 介 し て 前 記 サ ブ 画 素 電 極
に 当 該 駆 動 信 号 を 印 加 す る デ ー タ バ ス 駆 動 回 路 と 、
　 前 記 基 板 上 に 設 け ら れ 前 記 液 晶 分 子 の 配 向 方 向 を 複 数 方 向 に 規 制 す る 配 向 規 制 手 段 と を
有 し 、
　 １ つ の 画 素 内 に お い て 、 第 １ の サ ブ 画 素 電 極 と 当 該 第 １ の サ ブ 画 素 電 極 よ り 面 積 が 大 き
い 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 と が 設 け ら れ 、
　 前 記 デ ー タ バ ス 駆 動 回 路 は 、 前 記 画 像 信 号 の 入 力 階 調 が 低 い 側 の 第 １ の 階 調 領 域 に お い
て は 、 画 像 信 号 の 入 力 階 調 に 対 し て 階 調 増 加 に 応 じ て 低 輝 度 か ら 高 輝 度 に 変 化 さ せ る 第 １
の 駆 動 信 号 を 前 記 第 １ の サ ブ 画 素 電 極 に 印 加 し 、 前 記 画 像 信 号 の 入 力 階 調 に 対 し て 階 調 増
加 に 応 じ て 低 輝 度 か ら 高 輝 度 に 変 化 さ せ 且 つ 前 記 第 １ の 駆 動 信 号 よ り 低 い 輝 度 の 第 ２ の 駆
動 信 号 を 前 記 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 に 印 加 し 、
　 前 記 デ ー タ バ ス 駆 動 回 路 は 、 更 に 、 前 記 第 １ の 階 調 領 域 よ り 高 い 側 の 第 ２ の 階 調 領 域 に
お い て は 、 前 記 画 像 信 号 の 入 力 階 調 に 対 し て 階 調 増 加 に 応 じ て 低 輝 度 か ら 高 輝 度 に 変 化 さ
せ る 第 ３ の 駆 動 信 号 を 前 記 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 に 印 加 し 、 前 記 画 像 信 号 の 入 力 階 調 に 対 し
て 階 調 増 加 に 応 じ て 低 輝 度 か ら 高 輝 度 に 変 化 さ せ 且 つ 前 記 第 ３ の 駆 動 信 号 よ り 低 い 輝 度 の
第 ４ の 駆 動 信 号 を 前 記 第 １ の サ ブ 画 素 電 極 に 印 加 す る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。 （
図 ２ ７ ）
　 （ 付 記 １ ６ ） 付 記 １ ５ に お い て 、
　 更 に 、 前 記 画 像 信 号 の 入 力 階 調 を 、 前 記 第 １ の 階 調 領 域 に お い て は 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２
の 駆 動 信 号 に 対 応 す る 第 １ 及 び 第 ２ の 出 力 階 調 に 変 換 し 、 前 記 第 ２ の 階 調 領 域 に お い て は
、 前 記 第 ３ 及 び 第 ４ の 駆 動 信 号 に 対 応 す る 第 ３ 及 び 第 ４ の 出 力 階 調 に 変 換 し 、 当 該 出 力 階
調 を 前 記 デ ー タ バ ス 駆 動 回 路 に 供 給 す る 階 調 変 換 回 路 を 有 し 、
　 当 該 階 調 変 換 回 路 は 、
前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 駆 動 信 号 が 同 じ 入 力 階 調 に 対 し て 第 １ の 差 を 有 し 且 つ 前 記 第 ３ 及 び 第
４ の 駆 動 信 号 が 同 じ 入 力 階 調 に 対 し て 第 ２ の 差 を 有 す る 第 １ の 変 換 モ ー ド と 、 前 記 第 １ 及
び 第 ２ の 駆 動 信 号 が 同 じ 入 力 階 調 に 対 し て 前 記 第 １ の 差 よ り も 小 さ い 第 ３ の 差 を 有 し 且 つ
前 記 第 ３ 及 び 第 ４ の 駆 動 信 号 が 同 じ 入 力 階 調 に 対 し て 前 記 第 ２ の 差 よ り も 小 さ い 第 ４ の 差
を 有 す る 第 ２ の 変 換 モ ー ド と を 有 し 、
　 更 に 、 当 該 階 調 変 換 回 路 は 、 画 素 毎 に 複 数 の 色 の 画 像 信 号 の 入 力 階 調 を 比 較 し 、 第 １ の
入 力 階 調 を 有 す る 第 １ の 色 の 入 力 階 調 を 前 記 第 １ の 変 換 モ ー ド で 前 記 第 １ 乃 至 第 ４ の 出 力
階 調 に 変 換 し 、 前 記 第 １ の 入 力 階 調 よ り も 高 い 第 ２ の 入 力 階 調 を 有 す る 第 ２ 色 の 入 力 階 調
を 前 記 第 ２ の 変 換 モ ー ド で 前 記 第 １ 乃 至 第 ４ の 出 力 階 調 に 変 換 す る こ と を 特 徴 と す る 液 晶
表 示 装 置 。 （ 図 ３ ４ ）
　 （ 付 記 １ ７ ） 付 記 １ ５ に お い て 、
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 駆 動 信 号 の 前 記 画 像 信 号 の 入 力 階 調 に 対 す る 特 性 と 、 前 記 第 ３ 及 び
第 ４ の 駆 動 信 号 の 前 記 画 像 信 号 の 入 力 階 調 に 対 す る 特 性 は 、 共 に 、 当 該 駆 動 信 号 に よ り 前
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記 第 １ 及 び 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 が 駆 動 さ れ た と き に 前 記 基 板 正 面 か ら 観 察 さ れ る 輝 度 特 性
が 所 定 の ガ ン マ 特 性 を 有 す る よ う に そ れ ぞ れ 設 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装
置 。
【 ０ １ ３ ８ 】
　 （ 付 記 １ ８ ） １ 対 の 基 板 間 に 設 け ら れ た 液 晶 層 を 有 し 、 電 圧 無 印 加 状 態 で 当 該 液 晶 層 内
の 液 晶 分 子 が ほ ぼ 垂 直 方 向 に 配 向 し て い る 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、
　 前 記 基 板 上 に マ ト リ ク ス 状 に 配 置 さ れ 、 そ れ ぞ れ 第 １ 及 び 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 を 有 す る
画 素 と 、
　 前 記 複 数 の サ ブ 画 素 電 極 に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ た 複 数 の ス イ ッ チ ン グ 素 子 と 、
　 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 に 接 続 さ れ た 複 数 の デ ー タ バ ス 線 と 、
　 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 に 接 続 さ れ 当 該 ス イ ッ チ ン グ 素 子 を 制 御 す る 複 数 の ゲ ー ト バ ス 線
と 、
　 前 記 デ ー タ バ ス 線 に 駆 動 信 号 を 供 給 し 前 記 ス イ ッ チ ン グ 素 子 を 介 し て 前 記 サ ブ 画 素 電 極
に 当 該 駆 動 信 号 を 印 加 す る デ ー タ バ ス 駆 動 回 路 と 、
　 前 記 基 板 上 に 設 け ら れ 前 記 液 晶 分 子 の 配 向 方 向 を 複 数 方 向 に 規 制 す る 配 向 規 制 手 段 と を
有 し 、
　 １ つ の 画 素 内 に お い て 、 前 記 配 向 規 制 手 段 と し て の 第 １ の ス リ ッ ト を 介 し て 配 置 さ れ た
第 １ 及 び 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 が 設 け ら れ 、
　 前 記 デ ー タ バ ス 駆 動 回 路 は 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 に 、 逆 極 性 の 駆 動 電 圧 を
印 加 す る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。 （ 図 ４ ５ ， ４ ６ ）
　 （ 付 記 １ ９ ） 付 記 １ ８ に お い て 、
　 前 記 第 １ ま た は 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 は 、 そ れ ぞ れ 前 記 配 向 規 制 手 段 と し て の 第 ２ の ス リ
ッ ト を 有 し 、 前 記 第 １ の ス リ ッ ト は 、 当 該 第 ２ の ス リ ッ ト よ り も ス リ ッ ト 幅 が 小 さ い こ と
を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。 （ 図 ４ ５ 、 図 ４ ６ ） 。
【 ０ １ ３ ９ 】
　 （ 付 記 ２ ０ ） 付 記 １ ８ に お い て 、
　 前 記 第 １ の ス リ ッ ト の 方 向 が 、 前 記 １ 対 の 基 板 に 設 け ら れ る 偏 光 板 の 偏 光 軸 方 向 に 対 し
て ９ ０ 度 の ほ ぼ 半 分 の 角 度 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 ０ １ ４ ０ 】
　 （ 付 記 ２ １ ） 付 記 １ ８ に お い て 、
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 の 面 積 が 異 な り 、
　 前 記 デ ー タ バ ス 駆 動 回 路 は 、 画 像 信 号 の 入 力 階 調 に 対 し て 階 調 増 加 に 応 じ て 低 輝 度 か ら
高 輝 度 に 変 化 さ せ る 第 １ の 駆 動 信 号 を 前 記 第 １ の サ ブ 画 素 電 極 に 印 加 し 、 前 記 画 像 信 号 の
入 力 階 調 に 対 し て 階 調 増 加 に 応 じ て 低 輝 度 か ら 高 輝 度 に 変 化 さ せ 且 つ 前 記 第 １ の 駆 動 信 号
よ り 低 い 輝 度 の 第 ２ の 駆 動 信 号 を 前 記 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 に 印 加 し 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の
駆 動 信 号 は 共 通 電 極 に 対 し て 逆 極 性 で あ る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 ０ １ ４ １ 】
　 （ 付 記 ２ ２ ） 付 記 １ ま た は １ ８ に お い て 、
　 前 記 サ ブ 画 素 電 極 が 複 数 に 分 割 さ れ 、 画 素 領 域 内 に お い て 当 該 分 割 さ れ た サ ブ 画 素 電 極
が 分 散 し て 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。 （ 図 ４ ９ 、 図 ５ ０ ）
　 （ 付 記 ２ ３ ） 付 記 ２ ２ に お い て 、
　 前 記 第 １ ま た は 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 は 、 逆 極 性 の 駆 動 信 号 が 印 加 さ れ る １ 対 の デ ー タ バ
ス 線 と ほ ぼ 同 じ 面 積 を 介 し て 近 接 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 ０ １ ４ ２ 】
　 （ 付 記 ２ ４ ） 付 記 ２ ２ に お い て 、
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の サ ブ 画 素 電 極 に 対 応 し て 、 異 な る 色 の カ ラ ー フ ィ ル タ が 形 成 さ れ て
い る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 ０ １ ４ ３ 】
　 （ 付 記 ２ ５ ） 付 記 ２ ４ に お い て 、
　 前 記 画 素 領 域 内 の 異 な る 色 の カ ラ ー フ ィ ル タ の 間 に は 、 ブ ラ ッ ク ス ト ラ イ プ 膜 が 形 成 さ
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れ ず 、 前 記 画 素 領 域 間 の 異 な る 色 の カ ラ ー フ ィ ル タ の 間 に は 、 ブ ラ ッ ク ス ト ラ イ プ 膜 が 形
成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 ０ １ ４ ４ 】
　 （ 付 記 ２ ６ ） 付 記 ２ ２ に お い て 、
　 前 記 分 散 配 置 さ れ た 分 割 サ ブ 画 素 電 極 が 、 画 素 領 域 内 に 配 置 さ れ た デ ー タ バ ス 線 と 重 ね
て 設 け ら れ る 接 続 領 域 を 介 し て 接 続 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 ０ １ ４ ５ 】
　 （ 付 記 ２ ７ ） 付 記 １ ま た は １ ８ に お い て 、
　 前 記 画 素 領 域 の 両 側 に 前 記 デ ー タ バ ス 線 が 配 置 さ れ 、 当 該 画 素 領 域 内 に は 前 記 デ ー タ バ
ス 線 が 配 置 さ れ て い な い こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ ４ ６ 】
【 図 １ 】 Ｍ Ｖ Ａ タ イ プ の 液 晶 表 示 装 置 を 説 明 す る た め の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 Ｍ Ｖ Ａ タ イ プ の 液 晶 表 示 装 置 を 説 明 す る た め の Ｔ Ｆ Ｔ 側 基 板 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 Ｍ Ｖ Ａ タ イ プ に お け る 画 素 電 極 と 共 通 電 極 間 の 液 晶 分 子 の 垂 直 配 向 を 説 明 す る 断
面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 別 の Ｍ Ｖ Ａ タ イ プ に お け る 画 素 電 極 と 共 通 電 極 間 の 液 晶 分 子 の 垂 直 配 向 を 説 明 す
る 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 表 示 パ ネ ル に 対 す る 正 面 方 向 と 上 ６ ０ 度 方 向 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 液 晶 分 子 と 観 察 方 向 と の 関 係 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 Ｍ Ｖ Ａ タ イ プ の 液 晶 表 示 パ ネ ル に お け る 印 加 電 圧 と 液 晶 層 の 透 過 率 と の 関 係 を 示
す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 Ｍ Ｖ Ａ タ イ プ の 液 晶 表 示 パ ネ ル に お け る 入 力 階 調 に 対 す る 輝 度 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 所 定 の 輝 度 の 組 み 合 わ せ を 有 す る 画 像 例 の Ｒ Ｇ Ｂ の 輝 度 の ヒ ス ト グ ラ ム を 示 す 図
で あ る 。
【 図 １ ０ 】 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 液 晶 表 示 装 置 の 概 略 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 実 施 の 形 態 に お け る サ ブ 画 素 電 極 に 印 加 す る 駆 動 信 号 の 電 圧 特 性 を 示 す 図 で
あ る 。
【 図 １ ２ 】 本 実 施 の 形 態 の 液 晶 表 示 パ ネ ル に お け る 入 力 階 調 に 対 す る 輝 度 を 示 す 図 で あ る
。
【 図 １ ３ 】 本 実 施 の 形 態 の 液 晶 表 示 装 置 に お け る 階 調 変 換 テ ー ブ ル を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 液 晶 表 示 パ ネ ル の 具 体 的 構 成 を 示 す 平 面 図 及 び 回 路
図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 図 １ ４ （ Ａ ） の 平 面 図 の 一 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 フ ィ ー ル ド ス ル ー 電 圧 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 別 の 液 晶 表 示 装 置 の 概 略 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 第 １ の 実 施 の 形 態 に お い て サ ブ 画 素 電 極 の 面 積 比 を 異 な ら せ た 場 合 の 入 力 階 調
と 輝 度 と の 関 係 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る サ ブ 画 素 電 極 の 面 積 比 １ ： ２ の 場 合 の 変 換 テ ー ブ ル
を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る サ ブ 画 素 電 極 の 面 積 比 １ ： ３ の 場 合 の 変 換 テ ー ブ ル
を そ れ ぞ れ 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ １ 】 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 面 積 比 を １ ： ３ の サ ブ 画 素 電 極 の 構 成 例 を 示 す 図 で
あ る 。
【 図 ２ ２ 】 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 面 積 比 を 約 ２ ： １ 等 に し た サ ブ 画 素 電 極 の 構 成 例 を
示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ ３ 】 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る サ ブ 画 素 電 極 の 変 形 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ ４ 】 図 ２ ３ （ Ａ ） の サ ブ 画 素 電 極 を 駆 動 す る た め の 画 像 信 号 処 理 回 路 を 示 す 図 で あ
る 。
【 図 ２ ５ 】 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る 液 晶 表 示 装 置 の 入 力 階 調 と 輝 度 と の 関 係 を 示 す 図 で
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あ る 。
【 図 ２ ６ 】 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る 階 調 変 換 回 路 の 変 換 テ ー ブ ル を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ２ ７ 】 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る 階 調 変 換 回 路 の 変 換 テ ー ブ ル 例 で あ る 。
【 図 ２ ８ 】 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る 入 力 階 調 と 輝 度 と の 関 係 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ ９ 】 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る 変 形 例 の 輝 度 特 性 で あ る 。
【 図 ３ ０ 】 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る 変 形 例 の 階 調 変 換 回 路 の 変 換 テ ー ブ ル 例 で あ る 。
【 図 ３ １ 】 第 ３ の 実 施 の 形 態 に お け る サ ブ 画 素 電 極 の 構 成 例 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ３ ２ 】 第 ３ の 実 施 の 形 態 に お け る サ ブ 画 素 電 極 の 別 の 構 成 例 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ３ ３ 】 第 ３ の 実 施 の 形 態 に お け る サ ブ 画 素 電 極 の 別 の 構 成 例 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ３ ４ 】 第 ４ の 実 施 の 形 態 の 原 理 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ３ ５ 】 パ タ ー ン Ａ ， Ｂ ， Ｃ の 場 合 の 入 力 階 調 に 対 す る 輝 度 の 特 性 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ ６ 】 パ タ ー ン Ｂ の 変 換 テ ー ブ ル を 構 成 す る ４ つ の テ ー ブ ル 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ ７ 】 パ タ ー ン Ｃ の 変 換 テ ー ブ ル を 構 成 す る ４ つ の テ ー ブ ル 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ ８ 】 図 ３ ６ の ４ つ の 変 換 テ ー ブ ル を 組 み 合 わ せ た パ タ ー ン Ｂ に つ い て の 階 調 変 換 回
路 の 変 換 テ ー ブ ル 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ ９ 】 図 ３ ７ の ４ つ の 変 換 テ ー ブ ル を 組 み 合 わ せ た パ タ ー ン Ｃ に つ い て の 階 調 変 換 回
路 の 変 換 テ ー ブ ル 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ ０ 】 第 ４ の 実 施 の 形 態 に お け る 階 調 変 換 回 路 の 構 成 図 で あ る 。
【 図 ４ １ 】 階 調 変 換 回 路 に よ る 変 換 テ ー ブ ル の 選 択 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ ２ 】 階 調 変 換 回 路 に よ る 変 換 テ ー ブ ル の 選 択 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ ３ 】 階 調 変 換 回 路 ３ ０ の 変 換 テ ー ブ ル 選 択 ア ル ゴ リ ズ ム を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト 図 で
あ る 。
【 図 ４ ４ 】 第 ５ の 実 施 の 形 態 に お け る サ ブ 画 素 電 極 間 の ス リ ッ ト を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ４ ５ 】 第 ５ の 実 施 の 形 態 に お け る サ ブ 画 素 電 極 の 構 造 図 で あ る 。
【 図 ４ ６ 】 第 ５ の 実 施 の 形 態 に お け る サ ブ 画 素 電 極 の 別 の 構 造 図 で あ る 。
【 図 ４ ７ 】 第 ５ の 実 施 の 形 態 に お け る 駆 動 信 号 波 形 図 で あ る 。
【 図 ４ ８ 】 第 ５ の 実 施 の 形 態 に お け る 駆 動 信 号 波 形 図 で あ る 。
【 図 ４ ９ 】 第 ６ の 実 施 の 形 態 に お け る サ ブ 画 素 電 極 の 構 造 図 で あ る 。
【 図 ５ ０ 】 第 ６ の 実 施 の 形 態 に お け る サ ブ 画 素 電 極 の 構 造 図 で あ る 。
【 図 ５ １ 】 第 ６ の 実 施 の 形 態 に お け る サ ブ 画 素 電 極 の 別 の 構 造 図 で あ る 。
【 図 ５ ２ 】 第 ６ の 実 施 の 形 態 に お け る サ ブ 画 素 電 極 の 別 の 構 造 図 で あ る 。
【 図 ５ ３ 】 第 ７ の 実 施 の 形 態 に お け る サ ブ 画 素 電 極 の 構 成 図 で あ る 。
【 図 ５ ４ 】 第 ７ の 実 施 の 形 態 に お け る サ ブ 画 素 電 極 の 構 成 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ ４ ７ 】
PX:画 素 、 SPX1,SPX2:サ ブ 画 素 電 極 、 DB0-1,DB0-2:デ ー タ バ ス 線
T00-1,T00-2:ス イ ッ チ ン グ 素 子 、 DDR0-1,DDR0-2:デ ー タ バ ス 駆 動 回 路
３ ０ ： 階 調 変 換 回 路 、 Din:入 力 画 像 信 号
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